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こ のマニ ュ アルに記載さ れている仕様および製品に関する情報は、予告な し に変更される こ と があ り ます。こ のマニ ュ アルに記載さ れている表現、情報、および
推奨事項は、すべて正確であ る と 考えていますが、明示的であれ黙示的であれ、一切の保証の責任を負わない も の と し ます。こ のマニ ュ アルに記載さ れている製
品の使用は、すべてユーザ側の責任にな り ます。

対象製品の ソ フ ト ウ ェ ア  ラ イ セン スおよび限定保証は、製品に添付 された『Information Packet』に記載さ れています。添付さ れていない場合には、代理店にご連絡
く だ さ い。

FCC ク ラ ス  A 準拠装置に関する記述：こ の装置はテ ス ト 済みであ り 、FCC ルール Part 15 に規定さ れた仕様の ク ラ ス A デジ タル装置の制限に準拠し ている こ と
が確認済みです。これ ら の制限は、商業環境で装置を使用し た と き に、干渉を防止する適切な保護を規定し ています。こ の装置は、無線周波エネルギーを生成、使
用、ま たは放射する可能性があ り 、こ の装置のマニ ュ アルに記載さ れた指示に従っ て設置および使用し なかっ た場合、ラ ジオおよびテ レ ビの受信障害が起こ る こ
と があ り ます。住宅地で こ の装置を使用する と 、干渉を引き起こす可能性があ り ます。その場合には、ユーザ側の負担で干渉防止措置を講じ る必要があ り ます。

FCC ク ラ ス  B 準拠装置に関する記述：こ の装置はテ ス ト 済みであ り 、FCC ルール Part 15 に規定さ れた仕様の ク ラ ス B デジ タル装置の制限に準拠し ている こ と
が確認済みです。これ ら の制限は、住宅地で使用し た と き に、干渉を防止する適切な保護を規定し ています。本機器は、無線周波数エネルギーを生成、使用、ま たは
放射する可能性があ り 、指示に従って設置および使用し なかった場合、無線通信障害を引き起こす場合があ り ます。ただ し、特定の設置条件において干渉が起き
ない こ と を保証する も のではあ り ません。装置が ラ ジオま たはテ レ ビ受信に干渉する場合には、次の方法で干渉が起き ない よ う に し て く だ さ い。干渉し てい る か
ど う かは、装置の電源のオン /オフに よ って判断で き ます。

 • 受信アンテナの向き を変え る か、場所を移動し ます。

 • 機器 と 受信機 と の距離を離し ます。

 • 受信機 と 別の回路にあ る コ ンセン ト に機器を接続し ます。

 • 販売業者ま たは ラ ジオやテ レ ビに詳し い技術者に連絡し ます。

シ ス コ では、こ の製品の変更ま たは改造を認めていません。変更ま たは改造し た場合には、FCC 認定が無効にな り 、さ ら に製品を操作する権限を失 う こ と にな り
ます。

The Cisco implementation of TCP header compression is an adaptation of a program developed by the University of California, Berkeley (UCB) as part of UCB’s public 
domain version of the UNIX operating system. All rights reserved. Copyright © 1981, Regents of the University of California. 

こ こ に記載さ れている他のいかな る保証に も よ らず、各社のすべてのマニ ュ アルおよびソ フ ト ウ ェ アは、障害も含めて「現状のま ま」 と し て提供さ れます。シ ス コ
およびこ れ ら各社は、商品性の保証、特定目的への準拠の保証、および権利を侵害し ない こ と に関する保証、あ る いは取引過程、使用、取引慣行に よ って発生する
保証をはじ め と する、明示 された ま たは黙示 された一切の保証の責任を負わない も の と し ます。

いかな る場合において も、シ ス コおよびその供給者は、こ のマニ ュ アルの使用ま たは使用で き ない こ と に よ っ て発生する利益の損失やデータ の損傷をはじ め と
する、間接的、派生的、偶発的、あ る いは特殊な損害について、あ ら ゆ る可能性がシ ス コ ま たはその供給者に知ら されていて も、それ ら に対する責任を一切負わな
い も の と し ます。
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こ のマニ ュ アルで使用し ている  IP ア ド レ スおよび電話番号は、実際のア ド レ スおよび電話番号を示すも のではあ り ません。マニ ュ アル内の例、コ マン ド 出力、
ネ ッ ト ワー ク  ト ポ ロ ジ図、およびその他の図は、説明のみを目的 と し て使用 されています。説明の中に実際のア ド レ スおよび電話番号が使用さ れていた と し て
も、それは意図的な も のではな く 、偶然の一致に よ る も のです。

Cisco UCS C220 M3 Server Installation and Service Guide
© 2014 Cisco Systems, Inc. All rights reserved.

http://www.cisco.com/go/trademarks


 

OL-25760-01-J
C O N T E N T S
はじめに     vii

関連資料     vii

マニュアルの構成     vii

対象読者     vii

マニュアルに関する フ ィ ー ドバッ ク     viii

表記法     viii

マニュアルの入手方法およびテ クニカル サポー ト      xiv

C H A P T E R  1 概要     1-1

外部機能概要     1-1

サーバ機能の概要     1-3

C H A P T E R  2 サーバの設置     2-1

サーバの開梱と点検     2-1

サーバの設置準備     2-3

設置に関するガイ ド ラ イ ン     2-3

ラ ッ クに関する要件     2-4

工具の要件     2-4

スラ イ ド  レールの調整範囲     2-4

ラ ッ クへのサーバの設置     2-5

サーバの初期設定     2-9

サーバの接続と電源投入（ス タ ン ド アロン  モー ド）     2-9

NIC モー ド および NIC 冗長化の設定     2-13

システム BIOS および CIMC フ ァームウ ェ ア     2-13

BIOS および CIMC フ ァームウ ェ アの更新     2-14

システム BIOS へのアクセス     2-15

サービス ヘ ッ ダーおよびジャ ンパ     2-15

マザーボー ドのヘ ッ ダーの場所     2-15

BIOS リ カバリ  ヘ ッ ダー J41 の使用     2-16

手順 1：recovery.cap フ ァ イルを使った再起動     2-17

手順 2：リ カバリ  ジャ ンパおよび recovery.cap フ ァ イルを使用し ます     2-17

パスワー ド  ヘ ッ ダー J40 のク リ アの使用     2-18

CMOS ク リ ア ヘ ッ ダー J37 の使用     2-19
iii
Cisco UCS C220 サーバ イ ンス ト レーシ ョ ンおよびサービス ガイ ド      



 

目次
C H A P T E R  3 サーバの保守     3-1

サーバ モニ タ リ ングと管理ツール     3-1

Cisco Integrated Management Interface（CIMC）     3-1

Server Configuration Utility     3-1

ステータ ス LED およびボタ ン     3-2

前面パネル LED     3-2

背面パネルの LED およびボタ ン     3-4

内部診断 LED     3-5

サーバ コ ンポーネン ト の取り付け準備     3-6

必要な工具     3-7

サーバのシャ ッ ト ダウンおよび電源オフ     3-7

サーバ上部カバーの取り外しおよび取り付け     3-8

交換可能なコ ンポーネン ト の位置     3-9

シ リ アル番号の場所     3-10

色分けされた タ ッ チ ポイ ン ト      3-10

サーバ コ ンポーネン ト の取り付けまたは交換     3-10

ハー ド  ド ラ イブまたはソ リ ッ ド  ステー ト  ド ラ イブの交換     3-11

ド ラ イブの装着に関するガイ ド ラ イ ン     3-11

ド ラ イブの交換手順     3-12

ド ラ イブ バッ ク プレーンの交換     3-13

フ ァ ン  モジュールの交換     3-16

DIMM の交換     3-18

メ モ リ  パフ ォーマンスに関するガイ ド ラ イ ンおよび装着規則     3-18

DIMM の交換手順     3-22

CPU およびヒー ト シン クの交換     3-23

Intel E5-2600 v2 シ リーズ CPU にア ッ プグレー ド するための特別情報     3-23

CPU 設定ルール     3-23

CPU の交換手順     3-24

RMA 交換のマザーボー ドの注文に追加する CPU 関連パーツ     3-29

マザーボー ド  RTC バッ テ リの交換     3-29

メザニン カー ドの交換     3-31

PCIe ラ イザーの交換     3-32

PCIe カー ドの交換     3-34

PCIe スロ ッ ト      3-35

RAID カー ド  フ ァームウ ェ アの互換性     3-35

PCIe カー ドの交換      3-36

Cisco UCS 仮想イ ン ターフ ェ イス カー ドの特記事項     3-37

Cisco UCS Fusion ioDrive2 ス ト レージ アクセラ レータ  カードの特別な考慮事項     3-37

RAID コ ン ト ローラ  カー ド  ケーブルの配線路     3-38
iv
Cisco UCS C220 サーバ イ ンス ト レーシ ョ ンおよびサービス ガイ ド

OL-25760-01-J



 

目次
複数の PCIe カー ドの取り付けおよび限られた リ ソースの解決     3-38

内部 SD カー ドの交換     3-40

ハイパーバイザ パーテ ィ シ ョ ンの再同期     3-41

LSI RAID バッ テ リ  バッ クア ッ プ ユニッ ト、または SuperCap 電源モジュールの交換     3-42

ト ラステ ッ ド  プ ラ ッ ト フ ォーム モジュールの取り付け     3-43

TPM に対する  Intel Trusted Execution Technology（TXT）機能のイネーブル化     3-45

SCU のア ッ プグレー ド  ROM モジュールの交換     3-47

ソ フ ト ウ ェ ア RAID キー モジュールの交換     3-48

電源装置の交換     3-49

DC 電源装置の配線     3-51

内部 USB ポー ト を イネーブルまたはデ ィ セーブルにし ます     3-52

A P P E N D I X  A サーバの仕様     A-1

物理的仕様     A-1

環境仕様     A-1

電力仕様     A-2

450 W AC 電源     A-2

650 W AC 電源装置     A-3

930 W DC 電源     A-4

A P P E N D I X  B 電源コー ドの仕様     B-1

サポー ト される電源コー ド と プ ラグ     B-1

AC 電源コー ド図     B-3

A P P E N D I X  C RAID コ ン ト ローラに関する考慮事項     C-1

サポー ト される RAID コ ン ト ローラ と必要なケーブル     C-1

RAID カー ドのフ ァームウ ェ ア互換性     C-4

RAID グループでのド ラ イブ タ イプの混在使用     C-4

RAID バッ クア ッ プ ユニ ッ ト      C-4

Factory-Default オプシ ョ ン ROM 設定     C-5

RAID コ ン ト ローラの移行     C-6

組み込み MegaRAID コ ン ト ローラ     C-7

サポー ト される組み込み MegaRAID レベルに関する注意事項     C-8

組み込み RAID SAS のサポー ト のための SCU ア ッ プグレー ド  ROM モジュールの取り
付け     C-8

組み込み RAID 5 のサポー ト のためのソ フ ト ウ ェ ア  RAID キー モジ ュールの取 り
付け     C-10

BIOS での組み込み RAID コ ン ト ローラのイネーブル化     C-10

BIOS での組み込み RAID コ ン ト ローラのデ ィ セーブル化     C-11
v
Cisco UCS C220 サーバ イ ンス ト レーシ ョ ンおよびサービス ガイ ド      

OL-25760-01-J



 

目次
LSI 組み込み RAID Configuration Utility     C-11

Windows および Linux での LSI MegaSR ド ラ イバのイ ンス ト ール     C-11

LSI MegaSR ド ラ イバのダウンロー ド     C-12

Microsoft Windows ド ラ イバのイ ンス ト ール     C-12

Linux ド ラ イバのイ ンス ト ール     C-14

RAID コ ン ト ローラのケーブル接続     C-19

ケーブル配線     C-20

Cisco UCS C220 サーバのケーブル接続     C-20

バッ ク プレーン と エ クスパンダ オプシ ョ ン     C-21

SFF 8 ド ラ イブ バッ ク プレーンのケーブル接続     C-21

LFF 4 ド ラ イブ バッ ク プレーンのケーブル接続     C-22

RAID コ ン ト ローラ交換後の RAID 設定の復元     C-23

詳細情報     C-24

A P P E N D I X  D Cisco UCS 統合に適し た設置方法     D-1
vi
Cisco UCS C220 サーバ イ ンス ト レーシ ョ ンおよびサービス ガイ ド

OL-25760-01-J



 

はじめに

こ こ では、『Cisco UCS C220 サーバ イ ン ス ト レーシ ョ ンおよびサービ ス  ガ イ ド 』の対象読者、構
成、および表記法について説明し ます。ま た、関連資料の入手方法に関する情報も示し ます。

関連資料
Cisco Unified Computing System（UCS）C シ リ ーズ ラ ッ ク マウ ン ト  サーバのマニュ アル セ ッ ト につ

いては、次の リ ン ク先にあ る ロード マ ッ プ ド キ ュ メ ン ト を参照し て く だ さい。

Cisco UCS C-Series Documentation Roadmap

マニュアルの構成
こ のマニ ュ アルは、次の章で構成さ れています。

対象読者
こ のマニ ュ アルは、Cisco サーバの設定や保守を行 う 、経験のあ る ネ ッ ト ワーク管理者向けです。

章 Title 説明

第 1 章 概要 サーバの概要を提供し ます。

第 2 章 サーバの設置 ラ ッ ク にサーバを設置する方法、サーバのケーブルを配線
し、電源を入れる方法、およびス タ ン ド ア ロ ン  モー ド でサー
バをセ ッ ト ア ッ プする方法について説明し ます。

第 3 章 サーバの保守 サーバの LED と ボ タ ンについて説明し、サーバの交換可能
コ ンポーネン ト を識別し、その交換方法を説明し ます。

付録 A サーバの仕様 サーバの物理的仕様 と 、環境および電源の仕様を示し ます。

付録 B 電源コー ド の仕様 サポー ト 対象の海外用電源コー ド の仕様を示し ます。

付録 C RAID コ ン ト ローラ
に関する考慮事項

サーバの RAID コ ン ト ローラ情報を示し ます。

付録 D Cisco UCS 統合に適
し た設置方法

サーバを  Unified Computing System（UCS）統合に組み込むた
めの設置手順 と ア ッ プグ レー ド 手順を示し ます。
vii
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はじめに
マニュアルに関する フ ィ ー ドバッ ク
こ のマニ ュ アルに関する技術的なフ ィ ー ド バ ッ ク、ま たは誤 り や記載漏れに関する報告は、
ucs-docfeedback@external.cisco.com に送信し て く だ さ い。ご協力を よ ろ し く お願いいた し ます。

表記法
こ のマニ ュ アルでは、注釈、注意、および安全に関する警告に、次の表記法を使用し ています。注
釈 と 注意には、ユーザが知ってお く 必要があ る重要な情報が記載されています。

（注） 「注釈」です。役立つ情報や、こ のマニ ュ アル以外の参照資料など を紹介し ています。

注意 「要注意」の意味です。「注意」には、機器の損傷ま たはデータ損失を予防する ための注意事項が記
述さ れています。

誤って行 う と 負傷する可能性のあ る操作については、安全上の警告が記載されています。各警告
文に、警告を表す記号が記さ れています。

Warning IMPORTANT SAFETY INSTRUCTIONS

This warning symbol means danger. You are in a situation that could cause bodily injury. Before you 
work on any equipment, be aware of the hazards involved with electrical circuitry and be familiar 
with standard practices for preventing accidents. Use the statement number provided at the end of 
each warning to locate its translation in the translated safety warnings that accompanied this 
device. Statement 1071

SAVE THESE INSTRUCTIONS

Waarschuwing BELANGRIJKE VEILIGHEIDSINSTRUCTIES

Dit waarschuwingssymbool betekent gevaar. U verkeert in een situatie die lichamelijk letsel kan 
veroorzaken. Voordat u aan enige apparatuur gaat werken, dient u zich bewust te zijn van de bij 
elektrische schakelingen betrokken risico's en dient u op de hoogte te zijn van de standaard 
praktijken om ongelukken te voorkomen. Gebruik het nummer van de verklaring onderaan de 
waarschuwing als u een vertaling van de waarschuwing die bij het apparaat wordt geleverd, wilt 
raadplegen.

BEWAAR DEZE INSTRUCTIES
viii
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はじめに
Varoitus TÄRKEITÄ TURVALLISUUSOHJEITA

Tämä varoitusmerkki merkitsee vaaraa. Tilanne voi aiheuttaa ruumiillisia vammoja. Ennen kuin 
käsittelet laitteistoa, huomioi sähköpiirien käsittelemiseen liittyvät riskit ja tutustu 
onnettomuuksien yleisiin ehkäisytapoihin. Turvallisuusvaroitusten käännökset löytyvät laitteen 
mukana toimitettujen käännettyjen turvallisuusvaroitusten joukosta varoitusten lopussa näkyvien 
lausuntonumeroiden avulla.

SÄILYTÄ NÄMÄ OHJEET

Attention IMPORTANTES INFORMATIONS DE SÉCURITÉ 

Ce symbole d'avertissement indique un danger. Vous vous trouvez dans une situation pouvant 
entraîner des blessures ou des dommages corporels. Avant de travailler sur un équipement, soyez 
conscient des dangers liés aux circuits électriques et familiarisez-vous avec les procédures 
couramment utilisées pour éviter les accidents. Pour prendre connaissance des traductions des 
avertissements figurant dans les consignes de sécurité traduites qui accompagnent cet appareil, 
référez-vous au numéro de l'instruction situé à la fin de chaque avertissement.

CONSERVEZ CES INFORMATIONS

Warnung WICHTIGE SICHERHEITSHINWEISE

Dieses Warnsymbol bedeutet Gefahr. Sie befinden sich in einer Situation, die zu Verletzungen führen 
kann. Machen Sie sich vor der Arbeit mit Geräten mit den Gefahren elektrischer Schaltungen und 
den üblichen Verfahren zur Vorbeugung vor Unfällen vertraut. Suchen Sie mit der am Ende jeder 
Warnung angegebenen Anweisungsnummer nach der jeweiligen Übersetzung in den übersetzten 
Sicherheitshinweisen, die zusammen mit diesem Gerät ausgeliefert wurden.

BEWAHREN SIE DIESE HINWEISE GUT AUF.

Avvertenza IMPORTANTI ISTRUZIONI SULLA SICUREZZA 

Questo simbolo di avvertenza indica un pericolo. La situazione potrebbe causare infortuni alle 
persone. Prima di intervenire su qualsiasi apparecchiatura, occorre essere al corrente dei pericoli 
relativi ai circuiti elettrici e conoscere le procedure standard per la prevenzione di incidenti. 
Utilizzare il numero di istruzione presente alla fine di ciascuna avvertenza per individuare le 
traduzioni delle avvertenze riportate in questo documento. 

CONSERVARE QUESTE ISTRUZIONI

Advarsel VIKTIGE SIKKERHETSINSTRUKSJONER

Dette advarselssymbolet betyr fare. Du er i en situasjon som kan føre til skade på person. Før du 
begynner å arbeide med noe av utstyret, må du være oppmerksom på farene forbundet med 
elektriske kretser, og kjenne til standardprosedyrer for å forhindre ulykker. Bruk nummeret i slutten 
av hver advarsel for å finne oversettelsen i de oversatte sikkerhetsadvarslene som fulgte med denne 
enheten.

TA VARE PÅ DISSE INSTRUKSJONENE
ix
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はじめに
Aviso INSTRUÇÕES IMPORTANTES DE SEGURANÇA 

Este símbolo de aviso significa perigo. Você está em uma situação que poderá ser causadora de 
lesões corporais. Antes de iniciar a utilização de qualquer equipamento, tenha conhecimento dos 
perigos envolvidos no manuseio de circuitos elétricos e familiarize-se com as práticas habituais de 
prevenção de acidentes. Utilize o número da instrução fornecido ao final de cada aviso para 
localizar sua tradução nos avisos de segurança traduzidos que acompanham este dispositivo.

GUARDE ESTAS INSTRUÇÕES 

¡Advertencia! INSTRUCCIONES IMPORTANTES DE SEGURIDAD

Este símbolo de aviso indica peligro. Existe riesgo para su integridad física. Antes de manipular 
cualquier equipo, considere los riesgos de la corriente eléctrica y familiarícese con los 
procedimientos estándar de prevención de accidentes. Al final de cada advertencia encontrará el 
número que le ayudará a encontrar el texto traducido en el apartado de traducciones que acompaña 
a este dispositivo. 

GUARDE ESTAS INSTRUCCIONES

Varning! VIKTIGA SÄKERHETSANVISNINGAR

Denna varningssignal signalerar fara. Du befinner dig i en situation som kan leda till personskada. 
Innan du utför arbete på någon utrustning måste du vara medveten om farorna med elkretsar och 
känna till vanliga förfaranden för att förebygga olyckor. Använd det nummer som finns i slutet av 
varje varning för att hitta dess översättning i de översatta säkerhetsvarningar som medföljer denna 
anordning.

SPARA DESSA ANVISNINGAR
x
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はじめに
Aviso INSTRUÇÕES IMPORTANTES DE SEGURANÇA

Este símbolo de aviso significa perigo. Você se encontra em uma situação em que há risco de lesões 
corporais. Antes de trabalhar com qualquer equipamento, esteja ciente dos riscos que envolvem os 
circuitos elétricos e familiarize-se com as práticas padrão de prevenção de acidentes. Use o 
número da declaração fornecido ao final de cada aviso para localizar sua tradução nos avisos de 
segurança traduzidos que acompanham o dispositivo.

GUARDE ESTAS INSTRUÇÕES

Advarsel VIGTIGE SIKKERHEDSANVISNINGER

Dette advarselssymbol betyder fare. Du befinder dig i en situation med risiko for 
legemesbeskadigelse. Før du begynder arbejde på udstyr, skal du være opmærksom på de 
involverede risici, der er ved elektriske kredsløb, og du skal sætte dig ind i standardprocedurer til 
undgåelse af ulykker. Brug erklæringsnummeret efter hver advarsel for at finde oversættelsen i de 
oversatte advarsler, der fulgte med denne enhed.

GEM DISSE ANVISNINGER
xi
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はじめに
マニュアルの入手方法およびテクニカル サポー ト
マニ ュ アルの入手方法、テ ク ニカル サポー ト 、その他の有用な情報について、次の URL で、毎月
更新さ れる『What’s New in Cisco Product Documentation』を参照し て く だ さ い。シ ス コ の新規およ
び改訂版の技術マニ ュ アルの一覧も示さ れています。
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

『What’s New in Cisco Product Documentation（Cisco 製品資料の更新情報）』は、シ ス コ の新規および
改訂版の技術マニ ュ アルの一覧も示し、RSS フ ィ ー ド と し て購読で き ます。ま た、リ ーダー アプ
リ ケーシ ョ ン を使用し て コ ンテン ツ をデス ク ト ッ プに配信する こ と も で き ます。RSS フ ィ ー ド
は無料のサービ スです。
xiv
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C H A P T E R 1

概要

こ の章では、Cisco UCS C220 サーバ機能の概要を示し ます。

外部機能概要（1-1 ページ）

サーバ機能の概要（1-3 ページ）

外部機能概要

こ の章の図は、外部サーバの機構の概要を示し ます。

（内部サーバの機構は図 3-5（3-9 ページ）を参照）

サーバは、2 種類の前面パネル/バ ッ ク プレーン構成の う ちそれぞれ 1 種類を持つ、2 種類のバー
ジ ョ ンでオーダー可能です。

 • Cisco UCS C220（8 ド ラ イ ブ バ ッ ク プレーン付き、小型フ ォーム  フ ァ ク タ（SFF） ド ラ イ ブ）。 
最大 8 台の 2.5 イ ンチ ハー ド  ド ラ イ ブま たは ソ リ ッ ド  ス テー ト  ド ラ イ ブを装備で き ます。

 • Cisco UCS C220（4 ド ラ イ ブ バ ッ ク プレーン付き大型フ ォーム  フ ァ ク タ（LFF） ド ラ イ ブ）。 
最大 4 台の 3.5 イ ンチ ハー ド  ド ラ イ ブを装備で き ます。

図 1-1 に、SFF ド ラ イ ブ バージ ョ ンのサーバの前面パネルの機構を示し ます。

図 1-1 Cisco UCS C220 サーバ（小型フ ォーム フ ァ ク タ）の前面パネルの機構 

1 電源ボ タ ン /電源ス テータ ス  
LED

6 電源装置ス テータ ス  LED

2 ID ボ タ ン /LED 7 ネ ッ ト ワーク  リ ン ク  ア ク テ ィ ビテ ィ  LED

3 シ ス テム  ス テータ ス  LED 8 引き抜き アセ ッ ト  タ グ
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第 1 章      概要        
図 1-2 に、LFF ド ラ イ ブ バージ ョ ンのサーバの前面パネルの機構を示し ます。

図 1-2 Cisco UCS C220 サーバ（大型フ ォーム フ ァ ク タ  ド ラ イブ）の前面パネルの機構 

図 1-3 は、サーバの背面パネルの機構を示し ます（サーバの両方のバージ ョ ン と 同様）。

図 1-3 背面パネルの機構

4 フ ァ ン  ス テータ ス  LED 9 KVM コ ネ ク タ（USB 2 個、VGA 1 個、シ リ アル コ ネ
ク タ  1 個を装備し た KVM ケーブルで使用）

5 温度ス テータ ス  LED 10 ド ラ イ ブ、ホ ッ ト ス ワ ッ プ可能（最大 8 台の 2.5 イ ン
チ ド ラ イ ブ）

1 電源ボ タ ン /電源ス テータ ス  
LED

6 電源装置ス テータ ス  LED

2 ID ボ タ ン /LED 7 ネ ッ ト ワーク  リ ン ク  ア ク テ ィ ビテ ィ  LED

3 シ ス テム  ス テータ ス  LED 8 引き抜き アセ ッ ト  タ グ

4 フ ァ ン  ス テータ ス  LED 9 KVM コ ネ ク タ（USB 2 個、VGA 1 個、シ リ アル コ ネ
ク タ  1 個を装備し た KVM ケーブルで使用）

5 温度ス テータ ス  LED 10 ド ラ イ ブ、ホ ッ ト ス ワ ッ プ可能（最大 4 台の 3.5 イ ン
チ ド ラ イ ブ）
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第 1 章      概要
サーバ機能の概要

表 1-1 に、こ のサーバの機構を記載し ます。

.

1 電源装置（2 台） 6 1 Gb イーサネ ッ ト 専用管理ポー ト

2 ラ イザー上のロープロ フ ァ イル PCIe ス
ロ ッ ト  2
（ハーフハイ ト 、ハーフ レングス、x8 レーン） 

7 デュ アル 1 Gb イーサネ ッ ト  ポー ト  
（LAN1 と  LAN2）

3 ラ イザー上の標準プロ フ ァ イル PCIe ス
ロ ッ ト  
（フルハイ ト 、ハーフ レ ング ス、x16 レーン）

8 USB ポー ト

4 VGA ビデオ コ ネ ク タ 9 背面 ID ボ タ ン /LED

5 シ リ アル ポー ト （RJ-45 コ ネ ク タ） –

表 1-1 Cisco UCS C220 サーバの機構 

シ ャーシ 1 ラ ッ ク ユニ ッ ト （1RU）シ ャーシ

プ ロ セ ッ サ Intel Xeon E5-2600 シ リ ーズ プ ロ セ ッ サ X 2 

メ モ リ サーバのマザーボー ド 上に DIMM1 ソ ケ ッ ト  X 16 が搭載さ れています。こ れ
に よ り 、合計で最大 512 GB の業界標準 DDR32 メ モ リ を提供し ます。

マルチビ ッ ト  エ
ラー保護

こ のサーバはマルチビ ッ ト  エ ラー保護をサポー ト し ます。

ベース ボー ド
管理

Cisco Integrated Management Controller（CIMC）フ ァーム ウ ェ アを実行する  
BMC。

CIMC 設定に応じ て、CIMS には 
1-Gb イーサネ ッ ト 専用管理ポー ト 、デュ アル 1-Gb イーサネ ッ ト  LOM ポー ト 、
または Cisco 仮想イ ン ターフ ェ イ ス  カード から  CIMC にア ク セスでき ます。

冷却 ホ ッ ト ス ワ ッ プ可能なフ ァ ン モジュール（前面から背面に向か う 冷却用）X 5。

PCIe I/O ラ イ ザー上に水平 PCIe3 拡張ス ロ ッ ト  X 2。 
ス ロ ッ ト の仕様については、PCIe カー ド の交換（3-34 ページ）を参照し て く
だ さ い。

InfiniBand こ のサーバのバス  ス ロ ッ ト は、InfiniBand アーキテ ク チャ をサポー ト し てい
ます。

ネ ッ ト ワークお
よび管理 I/O

こ のサーバの背面パネルには次の コ ネ ク タ があ り ます。

 • 1 Gb イーサネ ッ ト 専用管理ポー ト  X 1

 • 1 Gb Base-T イーサネ ッ ト  ポー ト  X 2

 • RS-232 シ リ アル ポー ト （RJ-45 コ ネ ク タ）X 1

 • 15 ピ ン  VGA4 コ ネ ク タ  X 1

 • USB5 2.0 コ ネ ク タ  X 2

 • USB 2 個、VGA 1 個、シ リ アル コ ネ ク タ  1 個を装備し た付属 KVM ケー
ブルを使用する前面パネル KVM コ ネ ク タ  X 1

WoL 1 GB BASE-T イーサネ ッ ト  LAN ポー ト は、Wake-on-LAN（WoL）規格をサ
ポー ト し ています。
1-3
Cisco UCS C220 サーバ イ ンス ト レーシ ョ ンおよびサービス ガイ ド      

OL-25760-01-J



 

第 1 章      概要        
電源 最大 2 台の電源装置：各 450 W ま たは 650 W のいずれか。 
1+1 の冗長構成。サーバ内で異な る タ イ プの電源装置を組み合わせて使用し
ないで く だ さ い。

電源装置の詳細については、電力仕様（A-2 ページ）を参照し て く だ さ い。

ACPI こ のサーバは、Advanced Configuration and Power Interface（ACPI）4.0 規格を
サポー ト し ています。

ス ト レージ ド ラ イ ブは、ホ ッ ト プ ラ グ可能なア ク セス を備えた前面パネルの ド ラ イ ブ 
ベイ に取 り 付け られます。2 種類のバージ ョ ンのサーバ前面パネルおよび
バ ッ ク プレーンがあ り ます。

 • 小型フ ォーム  フ ァ ク タ：サーバは、2.5 イ ンチの SAS6 ま たは SATA7 の
ハー ド  ド ラ イ ブま たは ソ リ ッ ド  ス テー ト  ド ラ イ ブを  8 台まで収容で き
ます。

 • 大型フ ォーム  フ ァ ク タ：サーバは、3.5 イ ンチの SAS ま たは SATA のハー
ド  ド ラ イ ブを  4 台まで収容で き ます。

サーバのマザーボー ド 上には、USB サム ド ラ イ ブを追加ス ト レージ と し て
利用可能な内部 USB 2.0 ポー ト も搭載さ れています。

サーバには、SD カー ド 用の 2 個の内部ベイ も含まれています。

デ ィ ス ク管理 
（RAID）

サポー ト さ れてい る  RAID コ ン ト ローラ  オプシ ョ ンの一覧については、
RAID コ ン ト ローラ に関する考慮事項（C-1 ページ）を参照し て く だ さ い。

RAID バ ッ ク
ア ッ プ

シ ャーシ内に、RAID MegaRAID カー ド を使用する際に RAID バ ッ ク ア ッ プ 
ユニ ッ ト 用に使用可能な取 り 付けポ イ ン ト が 1 つあ り ます。こ れは、次のい
ずれかにな り ます。

 • LSI MegaRAID カー ド で使用で き る オプシ ョ ンの LSI BBU。

 • LSI MegaRAID-CV カー ド で使用で き る  SuperCap の電源モジ ュール。

ビデオ 60 Hz での最大 1600x1200、16bpp の解像度。最大 256 MB のビデオ メ モ リ 。

1. DIMM = Dual Inline Memory Module（デュ アル イ ン ラ イ ン  メ モ リ  モジ ュール）

2. DDR3 = ダブル データ  レー ト 、タ イ プ 3

3. PCIe = Peripheral Component Interconnect Express

4. VGA = Video Graphics Array（ビデオ グ ラ フ ィ ッ ク ス  ア レ イ）

5. USB = Universal Serial Bus（ユニバーサル シ リ アル バス）

6. SAS = Serial Attached SCSI（シ リ アル接続 SCSI）

7. SATA = Serial Advanced Technology Attachment（シ リ アル ATA）

表 1-1 Cisco UCS C220 サーバの機構（続き）
1-4
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サーバの設置 

こ の章では、サーバの設置方法について説明し ます。こ の章の内容は次の と お り です。

 • サーバの開梱 と 点検（2-1 ページ）

 • サーバの設置準備（2-3 ページ）

 • ラ ッ クへのサーバの設置（2-5 ページ）

 • サーバの初期設定（2-9 ページ）

 • NIC モー ド および NIC 冗長化の設定（2-13 ページ）

 • シ ス テム  BIOS および CIMC フ ァーム ウ ェ ア（2-13 ページ）

 • BIOS および CIMC フ ァーム ウ ェ アの更新（2-14 ページ）

 • サービ ス  ヘ ッ ダーおよびジ ャ ンパ（2-15 ページ）

（注） サーバの設置、操作、ま たは保守を行 う 前に、『Regulatory Compliance and Safety Information for 
Cisco UCS C-Series Servers』を参照し て重要な安全情報を確認し て く だ さ い。

警告 安全上の注意事項 
 

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。装置の取り扱い
作業を行う と きは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止に留意し て く だ さ い。警告
の各国版は、各注意事項の番号を基に、装置に付属の「Translated Safety Warnings」を参照し て
く だ さ い。 
ス テー ト メ ン ト  1071

こ れら の注意事項を保管し ておいて く だ さ い。

サーバの開梱と点検

注意 内部サーバの コ ンポーネン ト を取 り 扱 う と きは、静電気防止用ス ト ラ ッ プを着用し、常にモ
ジ ュールのフ レームの端を持つよ う に し て く だ さ い。
2-1
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サーバの開梱と点検
ヒ ン ト サーバの輸送が必要 と な る場合に備えて、輸送用の箱は保管し ておいて く だ さ い。

（注） シ ャーシは厳密に検査し た う えで出荷さ れています。輸送中の破損や内容品の不足があ る場合
には、ただちにカ ス タ マー サービ ス担当者に連絡し て く だ さ い。

梱包内容を確認する手順は、次の と お り です。

ステ ッ プ  1 段ボール箱か ら サーバを取 り 出し ます。梱包材はすべて保管し ておいて く だ さ い。

ステ ッ プ  2 カ ス タ マー サービ ス担当者か ら提供さ れた機器 リ ス ト および図 2-1 と 、梱包品の内容を照合し
ます。すべての品目が揃っている こ と を確認し て く だ さ い。

ステ ッ プ  3 破損の有無を調べ、内容品の間違いや破損があ る場合には、カ ス タ マー サービ ス担当者に連絡し
て く だ さ い。次の情報を用意し ておき ます。

 • 発送元の請求書番号（梱包明細を参照）

 • 破損し ている装置のモデル と シ リ アル番号

 • 破損状態の説明

 • 破損に よ る設置への影響

図 2-1 梱包内容 

1 サーバ 3 マニ ュ アル

2 電源コー ド （オプシ ョ ン、最大 2 本） 4 KVM ケーブル

Cisco
UCS C-Series

1 2

3 4
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サーバの設置準備
サーバの設置準備
こ こ では、サーバの設置準備について説明し ます。こ の項の内容は次の と お り です。

 • 設置に関する ガ イ ド ラ イ ン（2-3 ページ）

 • ラ ッ ク に関する要件（2-4 ページ）

 • 工具の要件（2-4 ページ）

 • ス ラ イ ド  レールの調整範囲（2-4 ページ）

設置に関するガイ ド ラ イン

警告 システムの過熱を防ぐため、最大推奨周囲温度の 40 ℃（104 °F）を超えるエ リ アで操作し ないで
く だ さ い。 
ステー ト メ ン ト  1047

警告 いつでも装置の電源を切断できるよ う に、プ ラグおよびソケ ッ ト にすぐ手が届 く 状態に し てお
いて く だ さ い。 
ステー ト メ ン ト  1019

警告 この製品は、設置する建物に短絡（過電流）保護機構が備わっ ている こ と を前提に設計されてい
ます。この保護装置の定格が 250 V、15 A 以下である こ と を確認し ます。 
ステー ト メ ン ト  1005

警告 装置は地域および国の電気規則に従っ て設置する必要があ り ます。 
ステー ト メ ン ト  1074

注意 すべての Cisco UCS C シ リ ーズ ラ ッ ク  サーバにはレール キ ッ ト が同梱さ れてお り 、ラ ッ ク マ ウ
ン ト が想定さ れています。適切なエアーフ ローを確保する ために、付属のレール キ ッ ト を使用し
て、サーバを ラ ッ クする必要があ り ます。レール キ ッ ト を使用せずに、ユニ ッ ト を別のユニ ッ ト
の上に物理的に置 く 、つま り 「積み重ねる」 と 、サーバの上部にあ る通気口がふさ がれ、過熱し た
り 、フ ァ ンの回転が速 く なった り 、電力消費が高 く なった り する原因 と な る可能性があ り ます。
サーバを ラ ッ ク に取 り 付け る と きは、こ れら のレールに よ り サーバ間で必要な最小の間隔が提
供さ れる ので、レール キ ッ ト にサーバをマ ウ ン ト する こ と を推奨し ます。付属のレール キ ッ ト
を使用し てユニ ッ ト をマ ウ ン ト する場合は、サーバ間の間隔を広 く する必要はあ り ません。

注意 鉄共振テ ク ノ ロ ジーを使用する  UPS タ イ プは使用し ないで く だ さ い。こ の タ イ プの UPS は、
Cisco UCS などのシ ス テムに使用する と 、データ  ト ラ フ ィ ッ ク  パターンの変化に よ って入力電
流が大き く 変動し、動作が不安定にな るおそれがあ り ます。
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サーバの設置準備
サーバを設置する際には、次のガ イ ド ラ イ ンに従って く だ さ い。

 • サーバを設置する前に、設置場所の構成を計画し、設置環境を整え ます。設置場所を計画する
際に推奨さ れる作業については、『Cisco UCS Site Preparation Guide』を参照し て く だ さ い。

 • サーバの周囲に、保守作業および適切な通気のための十分な スペースがあ る こ と を確認し ま
す。サーバ内では前面か ら背面へ空気が流れます。

 • 空調が、サーバの仕様に記載さ れた温度要件に適合し ている こ と を確認し ます。

 • キ ャ ビネ ッ ト ま たはラ ッ ク が、「ラ ッ ク に関する要件」セ ク シ ョ ン（2-4 ページ）に記載された
要件に適合し ている こ と を確認し ます。

 • 設置場所の電源が、サーバの仕様に記載さ れた電源要件に適合し ている こ と を確認し ます。
使用可能な場合は、電源障害に備えて無停電電源装置（UPS）を使用し て く だ さ い。

ラ ッ クに関する要件

こ こ では、標準的なオープン  ラ ッ ク の要件について説明し ます。

次の タ イ プの ラ ッ ク を使用する必要があ り ます。

 • 標準的な 19 イ ンチ（48.3 cm）幅 4 支柱 EIA ラ ッ ク（ANSI/EIA-310-D-1992 のセ ク シ ョ ン  1 に
準拠し た英国ユニバーサル ピ ッ チに適合する マ ウ ン ト 支柱付き）。

 • 付属のス ラ イ ド  レールを使用する場合、ラ ッ ク支柱の穴は、0.38 イ ンチ（9.6 mm）の正方形、
0.28 イ ンチ（7.1 mm）の丸形、#12-24 UNC、ま たは #10-32 UNC にな り ます。

 • サーバあた り の縦方向の最小ラ ッ ク  スペースは、1 RU、つま り  1.75 イ ンチ（44.45 mm）であ
る必要があ り ます。

工具の要件

こ のサーバ用にシ ス コ か ら提供さ れる ス ラ イ ド  レールの場合、設置に必要な工具はあ り ません。
内側のレール（取 り 付けブ ラ ケ ッ ト ）が、サーバの側面にあ ら か じ め取 り 付け られています。

スラ イ ド  レールの調整範囲

こ のサーバのス ラ イ ド  レールの調整範囲は 24 ～ 36 イ ンチ（610 ～ 914 mm）です。
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ラ ッ クへのサーバの設置
こ こ では、ラ ッ ク にサーバを設置する方法について説明し ます。

警告 ラ ッ クへのユニ ッ ト の設置や、ラ ッ ク内のユニ ッ ト の保守作業を行 う 場合は、負傷事故を防ぐた
め、システムが安定し た状態で置かれている こ と を十分に確認し て く だ さ い。安全を確保するた
めに、次のガイ ド ラ イ ンを守っ て く だ さ い。 
ラ ッ クに設置する装置が 1 台だけの場合は、ラ ッ クの一番下に取り付けます。 

ラ ッ クに複数の装置を設置する場合は、最も重い装置を一番下に設置し て、下から順番に取り付けます。 

ラ ッ クにス タ ビ ラ イザが付いている場合は、ス タ ビ ラ イザを取り付けてから、ラ ッ クに装置を設置し た り、

ラ ッ ク内の装置を保守し た り し て く だ さ い。ステー ト メ ン ト  1006

ス ラ イ ド  レール と サーバを ラ ッ ク に取 り 付け る には、次の手順に従います。

ステ ッ プ  1 前面側の固定ラ ッ チを開き ます（図 2-2 を参照）。ス ラ イ ド  レール部品の「FRONT」のマーク の付
いた端部に、バネ仕掛けの固定ラ ッ チがあ り ます。取 り 付けペグ を ラ ッ ク支柱の穴に挿入する前
に、こ の固定ラ ッ チが開いている必要があ り ます。

a. 固定ラ ッ チ部品の背面側で、「PULL」のマーク の付いた ク リ ッ プを開いた状態に維持し ます。

b. バネ仕掛けの固定ラ ッ チを取 り 付けペグか ら離れる方向にス ラ イ ド させます。

c. 開位置で「PULL」ク リ ッ プを解放し て固定ラ ッ チを ロ ッ ク し ます。

図 2-2 前面側の固定ラ ッ チ

1 部品の背面にあ る「PULL」のマーク の付い
た ク リ ッ プ

3 部品の前面にあ るバネ仕掛けの固定ラ ッチ

2 前面側の取 り 付けペグ

3

1

2
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ラ ッ クへのサーバの設置
ステ ッ プ  2 次の手順に従って、ス ラ イ ド  レールを ラ ッ ク に取 り 付け ます。

a. 左側の 2 本の ラ ッ ク支柱の内側でス ラ イ ド  レール部品の位置を合わせます（図 2-3 を参照）。

ス ラ イ ド  レール部品上の「FRONT」および「REAR」のマーク を使用し て、ラ ッ ク の前後の支
柱の向き に部品を正し く 合わせます。

b. 前面側の ラ ッ ク支柱の目的の穴に前面か ら入る よ う に、前面側の取 り 付けペグの位置を合わ
せます。

（注） ラ ッ ク支柱の穴を通る取 り 付けペグは、丸形ま たは正方形の穴か、よ り 小さ い #10-32 の丸形の穴
（取 り 付けペグの圧縮時）に適合する よ う に設計さ れています。ラ ッ ク に #10-32 の ラ ッ ク支柱の
穴があ る場合は、取 り 付けペグ をそれら の穴の位置に合わせてか ら、バネ仕掛けのペグ を圧縮し
て内側の #10-32 ベグ を露出させます。

c. 取 り 付けペグが ラ ッ ク の後側の支柱の目的の穴にはま る まで、長さ調整ブ ラ ケ ッ ト を伸ばし
ます。

穴に背面側の取 り 付けペグ を挿入する際、背面の固定ラ ッ チを指で開いた ま まに し ます。
ラ ッ チを放す と 、ラ ッ ク の支柱が巻き込まれ、ス ラ イ ド  レール部品が固定されます。

図 2-3 スラ イ ド  レール部品の取り付け

d. 2 つ目のス ラ イ ド  レール部品を、ラ ッ ク の反対側に取 り 付けます。2 つのス ラ イ ド  レール部
品が水平で同じ高さ になっている こ と を確かめます。

e. 所定の位置に収ま って留ま る まで、各部品の内側のス ラ イ ド  レールを ラ ッ ク前方へ引き出
し ます。

1 左前側ラ ッ ク支柱 4 長さ調整ブ ラ ケ ッ ト

2 前面側の取 り 付けペグ 5 背面側の取 り 付けペグ

3 ス ラ イ ド  レール部品 6 背面側の固定ラ ッ チ
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ラ ッ クへのサーバの設置
ステ ッ プ  3 サーバを次の よ う にス ラ イ ド  レールに装着し ます。

（注） 内側のレールは、工場出荷時にあ ら か じ めサーバの側面に取 り 付け られています。内側の
レールが損傷し た り 、失われた り し た場合は、交換用の内側レールを発注で き ます（Cisco 
PID UCSC-RAIL1-I）。

a. サーバ側面にあ る内側レールを、空のス ラ イ ド  レールの前側に合わせます。

b. 内部の停止位置に収ま る まで、サーバを ス ラ イ ド  レールに押し込みます。

c. プ ラ スチ ッ ク製の解除ク リ ッ プ（「PUSH」の ラベルのついた）を内側の各レールに押し込み、
次に、全面側の ラ ッ チが ラ ッ ク支柱に差し込まれる までサーバを ラ ッ ク に押し込みます。

ステ ッ プ  4 任意：付属のネジ 2 本を使用し て、ラ ッ ク内のサーバを よ り 完全に固定し ます。こ れは、サーバが
イ ン ス ト ールさ れた ラ ッ ク を移動する場合に有効です。

サーバを ス ラ イ ド  レールに完全に押し込んだ状態で、サーバ前面の ヒ ンジ付き ス ラ ム  ラ ッ チの
レバーを開き、レバーの下にあ る穴か ら ネジを挿入し ます。ネジが ラ ッ ク支柱のレールの静止部
分に挿入さ れ、サーバが引き抜かれる のを防ぎ ます。反対のス ラ ム  ラ ッ チについて も行って く だ
さ い。

図 2-4 オプシ ョ ンの固定ネジ

1 ラ ッ ク  ポス ト  4 ス ラ イ ド  レールのフ ロ ン ト エン ド のネジ穴

2 サーバのス ラ ム  ラ ッ チ（閉） 5 開いた場合のス ラ ム  ラ ッ チのネジ穴

3 ラ ッ ク支柱のス ラ イ ド  レールのフ ロ ン ト
エン ド

6 サーバのス ラ ム  ラ ッ チ（開）
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ラ ッ クへのサーバの設置
ステ ッ プ  5 任意：ケーブル マネジ メ ン ト  アーム（CMA）を ス ラ イ ド  レールの後ろ側に取 り 付けます。

（注） CMA は、右側 と 左側のど ち ら のス ラ イ ド  レールに も取 り 付け られます。次の手順では、
サーバの背面か ら見て、右側のス ラ イ ド  レールの後部に取 り 付け る方法について説明し
ます。

a. 内側の CMA アーム上のプ ラ スチ ッ ク製 ク リ ッ プを、サーバの側面にあ る取 り 付けブ ラ ケ ッ
ト のフ ラ ンジ上でス ラ イ ド させます。図 2-5 を参照し て く だ さ い。

（注） CMA を取 り 付け る ス ラ イ ド  レールが左側 と 右側のどち ら にあ るかに関係な く 、必ず「UP」
のマーク が CMA の上側にな る よ う に注意し て く だ さ い。図 2-5 を参照し て く だ さ い。

b. 外側の CMA アーム上のプ ラ スチ ッ ク製 ク リ ッ プを、ス ラ イ ド  レールのフ ラ ンジ上でス ラ イ
ド させます。図 2-5 を参照し て く だ さ い。

c. CMA 固定ブ ラ ケ ッ ト を左側のス ラ イ ド  レールに取 り 付けます。ブ ラ ケ ッ ト 上のプ ラ スチ ッ
ク製ク リ ッ プを、左側のス ラ イ ド  レールの端部にあ る フ ラ ンジ上でス ラ イ ド させます。図 2-5 
を参照し て く だ さ い。

図 2-5 ケーブル マネジ メ ン ト  アームの取り付け（サーバの後部） 

ステ ッ プ  6 「サーバの初期設定」セ ク シ ョ ン（2-9 ページ）に進みます。

1 外側の左側ス ラ イ ド  レールの後部にあ る
フ ラ ンジ

5 内側 CMA アームの取 り 付け ク リ ッ プ

2 CMA 固定ブ ラ ケ ッ ト 6 「UP」の方向マーク

3 右側の取 り 付けブ ラ ケ ッ ト の後部にあ る
フ ラ ンジ

7 外側 CMA アームの取 り 付け ク リ ッ プ

4 外側の右側ス ラ イ ド  レールの後部にあ る
フ ラ ンジ
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サーバの初期設定

サーバの接続と電源投入（ス タ ン ド アロン モー ド） 

（注） こ こ では、サーバを ス タ ン ド ア ロ ン  モー ド で使用する場合のサーバの電源投入方法、IP ア ド レ ス
の割 り 当て方法、サーバ管理への接続方法について説明し ます。サーバを  UCS 統合で使用する場
合は、固有のケーブル接続および設定が必要です。Cisco UCS 統合に適し た設置方法（D-1 ページ）
を参照し て く だ さ い。

サーバは次のデフ ォル ト 設定で出荷さ れます。

 • NIC モー ド は Shared LOM EXT です。

Shared LOM EXT モー ド では、1 Gb イーサネ ッ ト  ポー ト および取 り 付け済みの Cisco 仮想イ
ン ターフ ェ イ ス  カー ド （VIC）上のすべてのポー ト が、Cisco Integrated Management Interface
（Cisco IMC）にア ク セスで き ます。10/100 専用管理ポー ト を使用し て Cisco IMC にア ク セス
する場合は、次の手順の ス テ ッ プ 4 の説明に従って、サーバに接続し て NIC モー ド を変更で
き ます。

 • NIC の冗長性はア ク テ ィ ブ-ア ク テ ィ ブです。すべての イーサネ ッ ト  ポー ト が同時に使用さ
れます。

 • DHCP が有効です。

 • イ ン ターネ ッ ト  プ ロ ト コル バージ ョ ン  4（IPv4）が有効です。

サーバの初期設定を実行する手順は、次の と お り です。

ステ ッ プ  1 付属の電源コー ド をサーバの各電源装置に接続し、次に、接地された AC 電源出力に接続し ます。
電源仕様については、電力仕様（A-2 ページ）を参照し て く だ さ い。

最初のブー ト 中、サーバがス タ ンバイ電源でブー ト する までに約 2 分かか り ます。

電源ス テータ スは、電源ス テータ ス  LED で確認で き ます（図 1-1（1-1 ページ）を参照）。

 • 消灯：サーバには AC 電力が供給さ れていません。

 • オレ ンジ：サーバはス タ ンバイ電源モー ド です。CIMC と 一部のマザーボー ド 機能にだけ電
力が供給さ れています。

 • 緑：サーバは主電源モー ド です。すべてのサーバ コ ンポーネン ト に電力が供給されています。

（注） サーバはブー ト ア ッ プ時に、サーバに取 り 付け られている各 USB デバイ スに対し て 1 度
ビープ音を鳴ら し ます。外部の USB デバイ スが取 り 付け られていない場合で も、仮想フ
ロ ッ ピーデ ィ ス ク、CD/DVD ド ラ イ ブ、キーボー ド 、ま たはマ ウ ス などの各仮想 USB デバ
イ スに対し て短いビープ音が鳴 り ます。BIOS 電源投入時自己診断テ ス ト （POST）時に 
USB デバイ ス を ホ ッ ト プ ラ グ ま たはホ ッ ト アンプ ラ グ し た場合、ま たは、BIOS セ ッ ト
ア ッ プ ユーテ ィ リ テ ィ や EFI シ ェルにア ク セス し ている間に も ビープ音が鳴 り ます。

ステ ッ プ  2 前面パネルの KVM コ ネ ク タ に接続さ れてい る付属の KVM ケーブルを使用し て  USB キーボー
ド と  VGA モニ タ を接続し ます（図 1-1（1-1 ページ）を参照）。
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サーバの初期設定
（注） ま たは、背面パネルの VGA および USB ポー ト を使用する こ と も で き ます。ただ し、前面
パネルの VGA と 背面パネルの VGA は同時に使用で き ません。1 つの VGA コ ネ ク タ に接
続し ている場合に、反対側の コ ネ ク タ にビデオ デバイ ス を接続する と 、最初の VGA コ ネ
ク タ がデ ィ セーブルにな り ます。

ステ ッ プ  3 Cisco IMC 設定ユーテ ィ リ テ ィ を開き ます。

a. 電源ボタ ンを押し て、サーバをブー ト し ます。F8 の押下を求めるプロ ンプ ト が表示されるのを
待ちます。

b. ブー ト ア ッ プ時に、Cisco IMC 設定ユーテ ィ リ テ ィ を開 く よ う 求められた ら  F8 を押し ます。
Cisco IMC フ ァーム ウ ェ アのバージ ョ ンの違いに注意し て く だ さい。

 – Cisco IMC 2.0(1) 以降では、こ のユーテ ィ リ テ ィ に対し て  2 種類のウ ィ ン ド ウがあ り 、F1 
と  F2 を押すこ と で切 り 替え る こ と がで き ます（ウ ィ ン ド ウ例については 図 2-6 を参
照）。IPv4 および IPv6 プ ロ ト コル と ダ イナ ミ ッ ク  ド メ イ ン  ネーム  シ ス テム（DDNS）がサ
ポー ト さ れます。ま た、ホ ス ト 名および DDNS ド メ イ ン を定義で き ます。

 – リ リ ース  2.0(1) よ り も前の Cisco IMC では、こ のユーテ ィ リ テ ィ に対する ウ ィ ン ド ウ
は 1 種類のみです。IPv4 プ ロ ト コルのみがサポー ト さ れます。DDNS はサポー ト さ れ
ません。

図 2-6 Cisco IMC 設定ユーテ ィ リ テ ィ のウ ィ ン ド ウ 1 およびウ ィ ン ド ウ 2（Cisco IMC 2.0(1) 以降）

ステ ッ プ  4 NIC モー ド と  NIC 冗長性を設定し ます。

a. サーバ管理用の CIMC へのア ク セスに使用する ために選択し たポー ト に応じ て  NIC モー ド
を設定し ます（ポー ト の識別については、図 1-3（1-2 ページ）を参照し て く だ さ い）。

 • [Shared LOM EXT]（デフ ォル ト ）：shared LOM 拡張モー ド です。こ れは工場出荷時設定で、
NIC 冗長化は Active-active、DHCP はイ ネーブルに設定されています。こ のモー ド では、
shared LOM イ ン ターフ ェ イ ス と  Cisco Card イ ン ターフ ェ イ スの両方が イ ネーブルです。

こ のモー ド では、DHCP 応答が shared LOM ポー ト と  Cisco カー ド  ポー ト の両方に返さ れま
す。サーバがス タ ン ド ア ロ ン  モー ド であ る ために、Cisco カー ド 接続でその IP ア ド レ スが 
Cisco UCS Manager シ ス テムか ら取得さ れない と 判別さ れた場合は、その Cisco カー ド か ら
のその後の DHCP 要求はデ ィ セーブルにな り ます。ス タ ン ド ア ロ ン  モー ド で Cisco カー ド を
介し て CIMC に接続する場合は、Cisco Card NIC モー ド を使用し ます。

 • [Dedicated]：CIMC へのア ク セスに専用管理ポー ト を使用し ます。NIC 冗長化 と  IP 設定を選
択する必要があ り ます。
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サーバの初期設定
 • [Shared LOM]：CIMC へのア ク セ スに 1 Gb イーサネ ッ ト  ポー ト を使用し ます。NIC 冗長化 と  
IP 設定を選択する必要があ り ます。

 • [Cisco Card]：CIMC へのア ク セスに取 り 付け済みの Cisco UCS 仮想イ ン ターフ ェ イ ス  カー ド
（VIC）のポー ト を使用し ます。NIC 冗長化 と  IP 設定を選択する必要があ り ます。

（注） Cisco Card NIC モー ド は現在、PCIe ス ロ ッ ト  1 に取 り 付け ら れてい る  Cisco UCS VIC 
だけでサポー ト さ れています。Cisco UCS 仮想イ ン ターフ ェ イ ス  カー ド の特記事項
（3-37 ページ）も参照し て く だ さ い。

b. 必要に応じ て NIC 冗長化を変更する には、こ のユーテ ィ リ テ ィ を使用し ます。こ のサーバで
は、次の 3 つの NIC 冗長化設定を行 う こ と がで き ます。

 – [None]：イーサネ ッ ト  ポー ト は個別に動作し、問題が発生し た場合にフ ェールオーバー
を行いません。

 – [Active-standby]：ア ク テ ィ ブな イーサネ ッ ト  ポー ト に障害が発生し た場合、ス タ ンバイ  
ポー ト に ト ラ フ ィ ッ ク がフ ェールオーバーし ます。

 – [Active-active]：すべての イーサネ ッ ト  ポー ト が同時に使用さ れます。詳細については、
「NIC モー ド および NIC 冗長化の設定（2-13 ページ）」を参照し て く だ さ い。

ステ ッ プ  5 ダ イナ ミ ッ ク  ネ ッ ト ワーク設定用に DHCP を イ ネーブルにする か、ス タ テ ィ ッ ク  ネ ッ ト ワーク
設定を開始する かを選択し ます。

（注） DHCP を イ ネーブルにする には、DHCP サーバに こ のサーバの MAC ア ド レ スの範囲を あ
ら か じ め設定し てお く 必要があ り ます。MAC ア ド レ スはサーバ背面の ラベルに印字さ れ
ています。こ のサーバでは、Cisco IMC に 6 つの MAC ア ド レ スが割 り 当て られています。
ラベルに印字さ れている  MAC ア ド レ スは、6 つの連続 MAC ア ド レ スの う ち最初の も の
です。

（注） Cisco IMC 2.0(1) 以降では、[IPv4] ま たは [IPv6] のチェ ッ ク ボ ッ ク ス を選択する こ と で、
IPv4 ま たは IPv6 のどち ら の IP ア ド レ ス を使用する かを選択で き ます。

ス タ テ ィ ッ ク  IPv4 および IPv6 設定には次が含まれます。

 • Cisco IMC の IP ア ド レ ス。

 • プレ フ ィ ッ ク ス /サブネ ッ ト 。

IPv6 の場合、有効な値は 1 ～ 127 です。

 • ゲー ト ウ ェ イ。

IPv6 の場合、ゲー ト ウ ェ イ がわか ら ない場合は、::（コ ロ ン  2 つ）を入力し て none のま まに設
定する こ と がで き ます。

 • 優先 DNS サーバ ア ド レ ス。

IPv6 の場合、::（コ ロ ン  2 つ）を入力し て これを  none のま まに設定する こ と がで き ます。

ステ ッ プ  6 任意：こ のユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、VLAN 設定を行います。
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サーバの初期設定
ステ ッ プ  7 サーバが実行中の Cisco IMC の リ リ ースに基づいて、次のア ク シ ョ ンに進みます。

 • リ リ ース  2.0(1) よ り も前の Cisco IMC：ス テ ッ プ 14 に進みます。

 • Cisco IMC 2.0(1) 以降：F1 を押し て 2 番目の設定ウ ィ ン ド ウに移動し、次のス テ ッ プに進みま
す。2 番目のウ ィ ン ド ウで F2 を押す と 、最初の ウ ィ ン ド ウに戻る こ と がで き ます。

ステ ッ プ  8 任意：サーバのホ ス ト 名を設定し ます。

ステ ッ プ  9 任意：ダ イナ ミ ッ ク  DNS を イ ネーブルに し、ダ イナ ミ ッ ク  DNS（DDNS） ド メ イ ン を設定し ます。

ステ ッ プ  10 任意：[Factory Default] チェ ッ ク ボ ッ ク ス を選択し た場合、サーバは出荷時の初期状態に リ セ ッ ト
さ れます。

ステ ッ プ  11 任意：デフ ォル ト のユーザ パス ワー ド を設定し ます。

ステ ッ プ  12 任意：ポー ト 設定の自動ネゴシエーシ ョ ン を イ ネーブルにする か、ポー ト 速度およびデュ プレ ッ
ク ス  モー ド を手動で設定し ます。

（注） 自動ネゴシエーシ ョ ンは専用 NIC モー ド を使用する場合にのみ使用で き ます。自動ネゴ
シエーシ ョ ンはサーバが接続さ れている ス イ ッ チ ポー ト に基づいて自動的にポー ト 速
度およびデュ プレ ッ ク ス  モー ド を設定し ます。自動ネゴシエーシ ョ ン をデ ィ セーブルに
し た場合、ポー ト 速度およびデュ プレ ッ ク ス  モー ド を手動で設定する必要があ り ます。

ステ ッ プ  13 任意：ポー ト  プ ロ フ ァ イル と ポー ト 名を リ セ ッ ト し ます。

ステ ッ プ  14 設定を更新する には、F5 を押し ます。次の手順でサーバを リ ブー ト する前は、新し い設定が表示
さ れ メ ッ セージ「Network settings configured」が表示さ れる までに約 45 秒かかる場合があ り ま
す。

ステ ッ プ  15 F10 を押し て設定を保存し、サーバを再起動し ます。

（注） DHCP の イ ネーブル化を選択し た場合、動的に割 り 当て られた  IP ア ド レ ス と  MAC ア ド
レ スがブー ト ア ッ プ時に コ ン ソール画面に表示されます。

ステ ッ プ  16 サーバ管理用の CIMC に接続し ます。ス テ ッ プ 4 の NIC モー ド の設定で選択し たポー ト を使用し
て、イーサネ ッ ト  ケーブルを  LAN か ら サーバに接続し ます。Active-active および Active-passive の 
NIC 冗長化設定では、2 つのポー ト に接続する必要があ り ます。

ステ ッ プ  17 ブ ラ ウザ と  CIMC の IP ア ド レ ス を使用し て CIMC セ ッ ト ア ッ プ ユーテ ィ リ テ ィ に接続し ます。
IP ア ド レ スは、ス テ ッ プ 4 で行った設定に基づいています（ス タ テ ィ ッ ク  ア ド レ ス ま たは DHCP 
サーバに よ って割 り 当て られたア ド レ ス）。

（注） サーバのデフ ォル ト のユーザ名は admin、デフ ォル ト  パス ワー ド は password です。

サーバを管理する には、こ れら の イ ン ターフ ェ イ スの使用手順について『Cisco UCS C-Series 
Rack-Mount Server Configuration Guide』ま たは『Cisco UCS C-Series Rack-Mount Server CLI 
Configuration Guide』を参照し て く だ さ い。こ れら のマニ ュ アルへの リ ン ク は、次の URL の C シ
リ ーズ マニ ュ アル ロー ド マ ッ プ内にあ り ます。

http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/c-series-doc 
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NIC モー ド および NIC 冗長化の設定
こ のサーバには、次の よ う な選択可能な NIC モー ド 設定があ り ます。

 • [Shared LOM EXT]（デフ ォル ト ）：shared LOM 拡張モー ド です。こ れは工場出荷時設定で、
NIC 冗長化は Active-active、DHCP はイ ネーブルに設定されています。こ のモー ド では、
shared LOM イ ン ターフ ェ イ ス と  Cisco Card イ ン ターフ ェ イ スの両方が イ ネーブルです。

こ のモー ド では、DHCP 応答が shared LOM ポー ト と  Cisco カー ド  ポー ト の両方に返さ れま
す。サーバがス タ ン ド ア ロ ン  モー ド であ る ために、Cisco カー ド 接続でその IP ア ド レ スが 
Cisco UCS Manager シ ス テムか ら取得さ れない と 判別さ れた場合は、その Cisco カー ド か ら
のその後の DHCP 要求はデ ィ セーブルにな り ます。Cisco カー ド 接続でその IP ア ド レ スが 
Cisco UCS Manager シ ス テムか ら取得さ れる と 判別さ れた場合、応答にはサーバを自動的に 
UCSM モー ド にするパ ラ メ ータ が含まれます。

 • [Dedicated]：CIMC へのア ク セスに専用管理ポー ト を使用し ます。NIC 冗長化 と  IP 設定を選
択する必要があ り ます。

 • [Shared LOM]：CIMC へのア ク セ スに 1 Gb イーサネ ッ ト  ポー ト を使用し ます。NIC 冗長化 と  
IP 設定を選択する必要があ り ます。

 • [Cisco Card]：CIMC へのア ク セスに取 り 付け済みの Cisco UCS 仮想イ ン ターフ ェ イ ス  カー ド
（VIC）のポー ト を使用し ます。NIC 冗長化 と  IP 設定を選択する必要があ り ます。

（注） Cisco Card NIC モー ド は現在、PCIe ス ロ ッ ト  1 に取 り 付け ら れてい る  Cisco UCS VIC 
だけでサポー ト さ れています。Cisco UCS 仮想イ ン ターフ ェ イ ス  カー ド の特記事項
（3-37 ページ）も参照し て く だ さ い。

こ のサーバには、次の よ う な選択可能な NIC 冗長化設定があ り ます。

 • [None]：イーサネ ッ ト  ポー ト は個別に動作し、問題が発生し た場合にフ ェールオーバーを行
いません。

 • [Active-standby]：ア ク テ ィ ブな イーサネ ッ ト  ポー ト に障害が発生し た場合、ス タ ンバイ  ポー
ト に ト ラ フ ィ ッ ク がフ ェールオーバーし ます。

 • [Active-active]：すべての イーサネ ッ ト  ポー ト が同時に使用さ れます。

Active-active 設定では、モー ド  5 ま たはバラ ン ス  TLB（ロー ド  バ ラ ンシング を発信する適応
型）を使用し ます。こ れは特別な ス イ ッ チのサポー ト を必要 と し ないチャ ネル ボンデ ィ ン グ
です。発信 ト ラ フ ィ ッ ク は、各ス レーブの現在の負荷を実行（速度に関連し て計算される）配
信さ れます。着信 ト ラ フ ィ ッ ク は現在のス レーブに よ って受信されます。受信のス レーブで
障害が発生する と 、別のス レーブは、失敗し た受信のス レーブに MAC ア ド レ ス を引き継ぎ
ます。

システム BIOS および CIMC フ ァームウェ ア
こ こ では、シ ス テム  BIOS について説明し ます。こ の項の内容は次の と お り です。

 • BIOS および CIMC フ ァーム ウ ェ アの更新（2-14 ページ）

 • シ ス テム  BIOS へのア ク セス（2-15 ページ）
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システム BIOS および CIMC フ ァームウ ェ ア
BIOS および CIMC フ ァームウェ アの更新

注意 BIOS フ ァ ーム ウ ェ アをア ッ プグ レー ド する場合、CIMC フ ァーム ウ ェ ア も同じバージ ョ ンに
ア ッ プグ レー ド する必要があ り ます。ア ッ プグ レー ド し ない と 、サーバが起動し ません。BIOS と  
CIMC のフ ァーム ウ ェ アが一致する まで電源をオフに し ないで く だ さ い。オフにする と 、サーバ
が起動し ません。 
 

シ ス コは、BIOS、CIMC、およびその他のフ ァーム ウ ェ アを互換性のあ る レベルに同時にア ッ プ
グ レー ド で き る よ う 支援する ために、Cisco Host Upgrade Utility を提供し ています。

サーバには、シ ス コ が提供し、承認し ている フ ァーム ウ ェ アが使用されています。シ ス コは、各
フ ァーム ウ ェ ア  イ メ ージ と 共に リ リ ース  ノ ー ト を提供し ています。フ ァーム ウ ェ アを更新する
には、い く つかの方法があ り ます。

 • フ ァーム ウ ェ ア  レベル 1.2 以降を実行する シ ス テムの場合の推奨方法：Cisco Host Upgrade 
Utility を使用し て、CIMC、BIOS、LOM、LSI ス ト レージ コ ン ト ローラ、および Cisco UCS P81E 
VIC フ ァーム ウ ェ アを同時に互換性のあ る レベルにア ッ プグ レー ド し ます。

フ ァーム ウ ェ ア  レベルについては、下記のマニ ュ アル ロー ド マ ッ プ リ ン ク にあ る『Cisco 
Host Upgrade Utility Quick Reference Guide』を参照し て く だ さ い。

（注） Cisco Host Upgrade Utility を使用する には、シ ス テム  フ ァーム ウ ェ アがレベル 1.2 以降で
あ る必要があ り ます。フ ァーム ウ ェ アがレベル 1.2 よ り も前のレベルであ る場合は、次の
方法で BIOS および CIMC フ ァーム ウ ェ アを個別に更新する必要があ り ます。

 • EFI イ ン ターフ ェ イ ス を使用し て  BIOS をア ッ プグ レー ド する か、Windows ま たは Linux プ
ラ ッ ト フ ォームか ら ア ッ プグ レー ド し ます。

『Cisco UCS C-Series Rack-Mount Server BIOS Upgrade Guide』を参照し て く だ さ い。

 • CIMC GUI イ ン ターフ ェ イ ス を使用し て CIMC と  BIOS のフ ァーム ウ ェ アをア ッ プグ レー ド
で き ます。

『Cisco UCS C-Series Rack-Mount Servers Configuration Guide』を参照し て く だ さ い。

 • CIMC CLI イ ン ターフ ェ イ ス を使用し て  CIMC と  BIOS のフ ァーム ウ ェ アをア ッ プグ レー ド
で き ます。

『Cisco UCS C-Series Rack-Mount Servers CLI Configuration Guide』を参照し て く だ さ い。

上記のマニ ュ アルへの リ ン ク については、次の URL にあ る マニ ュ アル ロー ド マ ッ プを参照し て
く だ さ い。

http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/c-series-doc 
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サービス ヘ ッ ダーおよびジ ャ ンパ 
 システム BIOS へのアクセス

サーバの BIOS 設定を変更する には、次の手順に従います。詳し い手順は、BIOS 画面に も表示さ
れます。

ステ ッ プ  1 ブー ト 中に メ ッ セージが表示さ れた ら、F2 キーを押し て BIOS Setup ユーテ ィ リ テ ィ に切 り 替え
ます。

（注） こ のユーテ ィ リ テ ィ の [Main] ページに、現在の BIOS のバージ ョ ン と ビル ド が表示さ れ
ます。

ステ ッ プ  2 矢印キーを使って、BIOS メ ニ ュー ページを選択し ます。

ステ ッ プ  3 矢印キーを使って、変更する フ ィ ール ド を反転表示に し ます。

ステ ッ プ  4 Enter キーを押し て変更する フ ィ ール ド を選択し、そのフ ィ ール ド の値を変更し ます。

ステ ッ プ  5 Exit メ ニ ュー画面が表示さ れる まで右矢印キーを押し ます。

ステ ッ プ  6 Exit メ ニ ュー画面の指示に従って変更内容を保存し、セ ッ ト ア ッ プ ユーテ ィ リ テ ィ を終了し ま
す（ま たは、F10 キーを押し ます）。Esc キーを押す と 、変更内容を保存せずにユーテ ィ リ テ ィ を終
了で き ます。

サービス ヘッ ダーおよびジャ ンパ
こ の項では、次の ト ピ ッ ク について取 り 上げます。

 • マザーボー ド のヘ ッ ダーの場所（2-15 ページ）

 • BIOS リ カバ リ  ヘ ッ ダー J41 の使用（2-16 ページ）

 • パス ワー ド  ヘ ッ ダー J40 の ク リ アの使用（2-18 ページ）

 • CMOS ク リ ア  ヘ ッ ダー J37 の使用（2-19 ページ）

マザーボー ドのヘッ ダーの場所

図 2-7 を参照し て く だ さ い。ヘ ッ ダーのブ ロ ッ ク が赤色で表示されます。それぞれのヘ ッ ダーは
拡大ビ ューに表示さ れます。ピ ン番号はブ ロ ッ ク のすべてのヘ ッ ダーで同一です（ピ ン  1 は
シ ャーシの内壁に最も近いピ ンです）。
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サービス ヘ ッ ダーおよびジ ャ ンパ
図 2-7 サービス ヘ ッ ダーの場所 
  

BIOS リ カバリ  ヘッ ダー J41 の使用

どのス テージで BIOS が破損し ている かに よ り 、さ ま ざ ま な動作が発生する こ と があ り ます。

 • BIOS BootBlock が破損する と 、シ ス テムが次の メ ッ セージで停止する場合も あ り ます。

Initializing and configuring memory/hardware

 • BootBlock の破損ではない場合、次の メ ッ セージが表示さ れます。

****BIOS FLASH IMAGE CORRUPTED****
Flash a valid BIOS capsule file using CIMC WebGUI or CLI interface.
IF CIMC INTERFACE IS NOT AVAILABLE, FOLLOW THE STEPS MENTIONED BELOW.
1. Connect the USB stick with recovery.cap file in root folder.
2. Reset the host.
IF THESE STEPS DO NOT RECOVER THE BIOS
1. Power off the system.
2. Mount recovery jumper.
3. Connect the USB stick with recovery.cap file in root folder.
4. Power on the system.
Wait for a few seconds if already plugged in the USB stick.
REFER TO SYSTEM MANUAL FOR ANY ISSUES.

1 J41 RCVR BIOS のブー ト 3 J37 CMOS の ク リ ア

2 J40 BIOS パス ワー ド の ク リ ア
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サービス ヘ ッ ダーおよびジ ャ ンパ 
 
（注） 上部に表示さ れる メ ッ セージに よ って示さ れる よ う に BIOS を回復する には、2 種類の方法があ

り ます。手順 1 を試し て BIOS が回復し ない場合は、手順 2 を使用し ます。

（注） サーバが こ れら の手順を使用する には、CIMC バージ ョ ン  1.4（6）以降でなければな り ません。

手順 1：recovery.cap フ ァ イルを使った再起動

ステ ッ プ  1 BIOS 更新パ ッ ケージをダ ウ ン ロー ド し、一時的な場所に保存し て展開し ます。

ステ ッ プ  2 展開し た リ カバ リ  フ ォルダ内のフ ァ イルを、USB メ モ リ のルー ト  デ ィ レ ク ト リ に コ ピーし ま
す。リ カバ リ  フ ォルダには こ の手順に必要な recovery.cap フ ァ イルが含まれます。

（注） recovery.cap フ ァ イルは、USB メ モ リ のルー ト  デ ィ レ ク ト リ にあ る必要があ り ます。こ の
フ ァ イルの名前を変更し ないで く だ さ い。USB ド ラ イ ブは、FAT16 ま たは FAT32 フ ァ イ
ル シ ス テムでフ ォーマ ッ ト する必要があ り ます。

ステ ッ プ  3 USB メ モ リ をサーバの USB ポー ト に接続し ます。

ステ ッ プ  4 サーバを リ ブー ト し ます。

ステ ッ プ  5 前面パネルの電源ボ タ ン を押し て、サーバを主電源モー ド に戻し ます。

サーバが、更新さ れた BIOS ブー ト  ブ ロ ッ ク でブー ト し ます。BIOS が USB メ モ リ の有効な 
recovery.cap フ ァ イルを検出する と 、次の メ ッ セージが表示さ れます。

Found a valid recovery file...Transferring to CIMC
System would flash the BIOS image now...
System would restart with recovered image after a few seconds...

ステ ッ プ  6 サーバの BIOS 更新が完了する のを待ってか ら、USB メ モ リ をサーバか ら取 り 外し ます。

（注） BIOS の更新中に、CIMC はサーバをシ ャ ッ ト  ダ ウ ン し、画面が約 10 分間空白にな り ま
す。更新中は、電源コー ド を外さ ないで く だ さ い。更新が完了する と 、CIMC はサーバの電
源を投入し ます。

手順 2：リ カバリ  ジャ ンパおよび recovery.cap フ ァ イルを使用し ます

J41 ヘ ッ ダーの位置については、図 2-7 を参照し て く だ さ い。

ステ ッ プ  1 BIOS 更新パ ッ ケージをダ ウ ン ロー ド し、一時的な場所に保存し て展開し ます。

ステ ッ プ  2 展開し た リ カバ リ  フ ォルダ内のフ ァ イルを、USB メ モ リ のルー ト  デ ィ レ ク ト リ に コ ピーし ま
す。リ カバ リ  フ ォルダには こ の手順に必要な recovery.cap フ ァ イルが含まれます。

（注） recovery.cap フ ァ イルは、USB メ モ リ のルー ト  デ ィ レ ク ト リ にあ る必要があ り ます。こ の
フ ァ イルの名前を変更し ないで く だ さ い。USB ド ラ イ ブは、FAT16 ま たは FAT32 フ ァ イ
ル シ ス テムでフ ォーマ ッ ト する必要があ り ます。

ステ ッ プ  3 サーバのシ ャ ッ ト ダ ウ ンおよび電源オフ（3-7 ページ）の説明に従ってサーバの電源をオフに し
ます。

ステ ッ プ  4 電源装置か らすべての電源コー ド を外し ます。
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サービス ヘ ッ ダーおよびジ ャ ンパ
ステ ッ プ  5 上部カバーを取 り 外せる よ う に、サーバを ラ ッ ク の前方に引き出し ます。場合に よ っては、背面
パネルか ら ケーブルを取 り 外し て隙間を空け る必要があ り ます。

注意 コ ンポーネン ト への接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラ ッ ク か ら サーバを取 り
出し て く だ さ い。

ステ ッ プ  6 サーバ上部カバーの取 り 外しおよび取 り 付け（3-8 ページ）の説明に従って、上部カバーを取 り 外
し ます。

ステ ッ プ  7 J41 ヘ ッ ダーのピ ン  2 および 3 に、シ ョ ー ト  ジ ャ ンパを移動し ます（図 2-7 を参照）。

ステ ッ プ  8 AC 電源コー ド をサーバに再度取 り 付けます。サーバの電源がス タ ンバイ電源モー ド にな り ます。

ステ ッ プ  9 ス テ ッ プ 2 で準備し た  USB メ モ リ をサーバの USB ポー ト に接続し ます。

ステ ッ プ  10 前面パネルの電源ボ タ ン を押し て、サーバを主電源モー ド に戻し ます。

サーバが、更新さ れた BIOS ブー ト  ブ ロ ッ ク でブー ト し ます。BIOS が USB メ モ リ の有効な 
recovery.cap フ ァ イルを検出する と 、次の メ ッ セージが表示さ れます。

Found a valid recovery file...Transferring to CIMC
System would flash the BIOS image now...
System would restart with recovered image after a few seconds...

ステ ッ プ  11 サーバの BIOS 更新が完了する のを待ってか ら、USB メ モ リ をサーバか ら取 り 外し ます。

（注） BIOS の更新中に、CIMC はサーバをシ ャ ッ ト  ダ ウ ン し、画面が約 10 分間空白にな り ま
す。更新中は、電源コー ド を外さ ないで く だ さ い。更新が完了する と 、CIMC はサーバの電
源を投入し ます。

ステ ッ プ  12 サーバが完全にブー ト し た後に、サーバの電源を再び切 り 、すべての電源コー ド を外し ます。

ステ ッ プ  13 J41 ヘ ッ ダーのデフ ォル ト のピ ン  1 および 2 に戻る ジ ャ ンパを移動し ます。

（注） リ カバ リ 完了後にジ ャ ンパを移動し ない場合、「Please remove the recovery jumper」 と 表示
さ れます。

ステ ッ プ  14 上部カバーを交換し、ラ ッ ク のサーバを交換し、電源コー ド およびその他のケーブルを交換し た
ら、電源ボ タ ン を押し てサーバの電源をオンに し ます。

パスワー ド  ヘッ ダー J40 のク リ アの使用

こ のヘ ッ ダーの位置については 図 2-7 を参照し て く だ さ い。こ のヘ ッ ダーのジ ャ ンパに よ り 、
ユーザ定義の BIOS 管理者パス ワー ド を ク リ アで き ます。

ステ ッ プ  1 サーバのシ ャ ッ ト ダ ウ ンおよび電源オフ（3-7 ページ）の説明に従ってサーバの電源をオフに し
ます。

ステ ッ プ  2 電源装置か らすべての電源コー ド を外し ます。
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サービス ヘ ッ ダーおよびジ ャ ンパ 
ステ ッ プ  3 上部カバーを取 り 外せる よ う に、サーバを ラ ッ ク の前方に引き出し ます。場合に よ っては、背面
パネルか ら ケーブルを取 り 外し て隙間を空け る必要があ り ます。

注意 コ ンポーネン ト への接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラ ッ ク か ら サーバを取 り
出し て く だ さ い。

ステ ッ プ  4 サーバ上部カバーの取 り 外しおよび取 り 付け（3-8 ページ）の説明に従って、上部カバーを取 り 外
し ます。

ステ ッ プ  5 ヘ ッ ダーの位置にあ る プ ラ スチ ッ ク製エアダム を取 り 外し ます。

ステ ッ プ  6 J40 ヘ ッ ダーのピ ン  2 および 3 に、シ ョ ー ト  ジ ャ ンパを移動し ます（図 2-7 を参照）。

ステ ッ プ  7 上部カバー と  AC 電源コー ド を も う 一度サーバに取 り 付け ます。サーバの電源がス タ ンバイ電源
モー ド にな り 、前面パネルの電源 LED がオレ ンジ色に点灯し ます。

ステ ッ プ  8 前面パネルの電源ボ タ ン を押し て、サーバを主電源モー ド に戻し ます。電源 LED が緑色になれ
ば、サーバは主電源モー ド です。

（注） リ セ ッ ト を完了する には、サービ ス  プ ロ セ ッ サだけでな く 、サーバ全体が リ ブー ト し て
主電源モー ド にな る よ う にする必要があ り ます。これは、ホ ス ト  CPU が実行されていな
い と ジ ャ ンパの状態を判別で き ないか ら です。

ステ ッ プ  9 電源ボ タ ン を押し、サーバをシ ャ ッ ト ダ ウ ン し て ス タ ンバイ電源モー ド に し、電流が流れない よ
う にする ために AC 電源コー ド を抜き ます。

ステ ッ プ  10 サーバの上部カバーを外し ます。

ステ ッ プ  11 シ ョ ー ト  ジ ャ ンパをヘッ ダー ピ ン  2 および 3 か らデフ ォル ト 位置のピ ン  1 および 2 に戻し ます。

（注） ジ ャ ンパを移動し ない と 、サーバの電源を入れ直すたびにパス ワー ド が ク リ ア されます。

ステ ッ プ  12 ヘ ッ ダーの位置にあ る プ ラ スチ ッ ク製エアダム を交換し ます。

ステ ッ プ  13 上部カバーを交換し、ラ ッ ク のサーバを交換し、電源コー ド およびその他のケーブルを交換し た
ら、電源ボ タ ン を押し てサーバの電源をオンに し ます。

CMOS ク リ ア ヘッ ダー J37 の使用

こ のヘ ッ ダーの位置については図 2-7 を参照し て く だ さ い。こ のヘ ッ ダーのジ ャ ンパで、シ ス テ
ムがハン グ  ア ッ プ し た と き にサーバの CMOS 設定を ク リ アで き ます。た と えば、設定が正し く
ないためにサーバがハン グ  ア ッ プ し てブー ト し な く なった場合に、こ のジ ャ ンパを使って設定
を無効化し、デフ ォル ト 設定を使って再起動で き ます。

注意 CMOS を ク リ アする こ と に よ ってカ ス タ マ イ ズ さ れた設定が削除さ れる ため、データ が失われ
る こ と があ り ます。こ の CMOS の ク リ ア手順を使用する前に BIOS に必要なカ ス タ マ イ ズ さ れ
た設定を書き留めます。
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サービス ヘ ッ ダーおよびジ ャ ンパ
ステ ッ プ  1 サーバのシ ャ ッ ト ダ ウ ンおよび電源オフ（3-7 ページ）の説明に従ってサーバの電源をオフに し
ます。

ステ ッ プ  2 電源装置か らすべての電源コー ド を外し ます。

ステ ッ プ  3 上部カバーを取 り 外せる よ う に、サーバを ラ ッ ク の前方に引き出し ます。場合に よ っては、背面
パネルか ら ケーブルを取 り 外し て隙間を空け る必要があ り ます。

注意 コ ンポーネン ト への接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラ ッ ク か ら サーバを取 り
出し て く だ さ い。

ステ ッ プ  4 サーバ上部カバーの取 り 外しおよび取 り 付け（3-8 ページ）の説明に従って、上部カバーを取 り 外
し ます。

ステ ッ プ  5 ヘ ッ ダーの位置にあ る プ ラ スチ ッ ク製エアダム を取 り 外し ます。

ステ ッ プ  6 J37 ヘ ッ ダーのピ ン  2 および 3 に、シ ョ ー ト  ジ ャ ンパを移動し ます（図 2-7 を参照）。

ステ ッ プ  7 30 秒待機し ます。

ステ ッ プ  8 シ ョ ー ト  ジ ャ ンパをヘッ ダー ピ ン  2 および 3 か らデフ ォル ト 位置のピ ン  1 および 2 に戻し ます。

（注） ジ ャ ンパを移動し ない と 、サーバの電源を入れ直すたびに CMOS 設定がデフ ォル ト に リ
セ ッ ト さ れます。

ステ ッ プ  9 ヘ ッ ダーの位置にあ る プ ラ スチ ッ ク製エアダム を交換し ます。

ステ ッ プ  10 上部カバーを交換し、ラ ッ ク のサーバを交換し、電源コー ド およびその他のケーブルを交換し た
ら、電源ボ タ ン を押し てサーバの電源をオンに し ます。
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サーバの保守

こ の章では、LED を使用し て、サーバ シ ス テムの問題を診断する方法について説明し ます。ま
た、ハー ド ウ ェ ア  コ ンポーネン ト の取 り 付け ま たは交換方法について説明し ます。こ の章の内容
は次の と お り です。

 • サーバ モニ タ リ ン グ と 管理ツール（3-1 ページ） 

 • ス テータ ス  LED およびボ タ ン（3-2 ページ） 

 • サーバ コ ンポーネン ト の取 り 付け準備（3-6 ページ） 

 • サーバ コ ンポーネン ト の取 り 付け ま たは交換（3-10 ページ） 

サーバ モニタ リ ングと管理ツール

Cisco Integrated Management Interface（CIMC）

組み込みの Cisco Integrated Management Controller（CIMC）GUI ま たは CLI イ ン ターフ ェ イ ス を
使用し て、サーバ イ ンベン ト リ 、状態、およびシ ス テム  イベン ト  ロ グ をモニ タ で き ます。次の 
URL で、使用し ている フ ァーム ウ ェ ア  リ リ ースのユーザ マニ ュ アルを参照し て く だ さ い。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps10739/products_installation_and_configuration_guides_list.html

Server Configuration Utility
シ ス コは、C シ リ ーズ サーバ用の Cisco Server Configuration Utility も開発し ています。こ のユー
テ ィ リ テ ィ を利用する こ と に よ り 、次の タ ス ク を簡素化で き ます。

 • サーバ イ ンベン ト リ と 状態のモニ タ リ ン グ

 • 診断ツール と ロ グに よ る サーバの一般的な問題の診断

 • BIOS ブー ト 順序の設定

 • 複数の RAID 構成の設定

 • オペレーテ ィ ン グ  シ ス テムの イ ン ス ト ール

Cisco.com か ら  ISO をダ ウ ン ロー ド する こ と がで き ます。お使いのユーテ ィ リ テ ィ のバージ ョ ン
に対応し たユーザ マニ ュ アルを次の URL か ら参照し て く だ さ い。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps10493/products_user_guide_list.html 
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ステータ ス LED およびボタ ン
ステータ ス LED およびボタ ン
こ こ では、LED と ボ タ ンの位置 と 意味について説明し ます。内容は次の と お り です。

 • 前面パネル LED（3-2 ページ）

 • 背面パネルの LED およびボ タ ン（3-4 ページ）

 • 内部診断 LED（3-5 ページ）

前面パネル LED
図 3-1 は前面パネルの LED を示し ています。表 3-1 には LED の状態が定義さ れています。

図 3-1 前面パネル LED

1 電源ボ タ ン /電源ス テータ ス  LED 6 電源装置ス テータ ス  LED

2 ID ボ タ ン /LED 7 ネ ッ ト ワー ク  リ ン ク  ア ク テ ィ ビテ ィ  LED

3 シ ス テム  ス テータ ス  LED 8 ハー ド  ド ラ イ ブ障害 LED

4 フ ァ ン  ス テータ ス  LED 9 ハー ド  ド ラ イ ブ ア ク テ ィ ビテ ィ  LED

5 温度ス テータ ス  LED –

表 3-1 前面パネル LED、状態の定義 

LED 名 状態

電源ボ タ ン /電源ス テータ ス  
LED

 • 消灯：サーバに AC 電力が供給さ れていません。

 • オレ ンジ：サーバはス タ ンバイ電源モー ド です。CIMC と 一部のマザーボー ド
機能にだけ電力が供給さ れています。

 • 緑：サーバは主電源モー ド です。すべてのサーバ コ ンポーネン ト に電力が供給
さ れています。

ID  • 消灯：ID LED は使用さ れていません。

 • 青：ID LED がア ク テ ィ ブです。

HDD4 HDD5
HDD1
HDD6

HDD2
HDD7

HDD3
HDD8

8 91 3 4 6
752

33
16

91
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第 3 章      サーバの保守

ステータ ス LED およびボタ ン  
シ ス テム  ス テータ ス  • 緑：サーバは正常動作状態で稼働し ています。

 • 緑の点滅：サーバはシ ス テムの初期化 と メ モ リ  チェ ッ ク を行っています。

 • オレ ンジの点灯：サーバは縮退運転状態にあ り ます。次に例を示し ます。

 – 電源装置の冗長性が失われている。

 – CPU が一致し ない。

 – 少な く と も  1 つの CPU に障害が発生し てい る。

 – 少な く と も  1 つの DIMM に障害が発生し ている。

 – RAID 構成内の少な く と も  1 台の ド ラ イ ブに障害が発生し ている。

 • オレ ンジの点滅：サーバは重大な障害発生状態にあ り ます。次に例を示し ます。

 – ブー ト に失敗し た。

 – 修復不能な CPU ま たはバス  エ ラーが検出さ れた。

 – サーバが過熱状態にあ る。

フ ァ ン  ス テータ ス  • 緑：すべてのフ ァ ン  モジ ュールが正常に動作中です。

 • オレ ンジの点灯：1 つのフ ァ ン  モジ ュールに障害が発生し ています。

 • オレ ンジの点滅：重大な障害。2 つ以上のフ ァ ン  モジ ュールに障害が発生し て
います。

温度ス テータ ス  • 緑：サーバは正常温度で稼働中です。

 • オレ ンジの点灯：1 つ以上の温度センサーが警告し きい値を超過し ています。

 • オレ ンジの点滅：1 つ以上の温度センサーが重大し きい値を超過し ています。

電源装置ス テータ ス  • 緑：すべての電源装置が正常に動作中です。

 • オレ ンジの点灯：1 台以上の電源装置が縮退運転状態にあ り ます。

 • オレ ンジの点滅：1 台以上の電源装置が重大な障害発生状態にあ り ます。

ネ ッ ト ワーク  リ ン ク  ア ク テ ィ
ビテ ィ

 • 消灯：イーサネ ッ ト  リ ン ク がア イ ド ル状態です。

 • 緑：1 つ以上の イーサネ ッ ト  LOM ポー ト で リ ン ク がア ク テ ィ ブになっていま
すが、ア ク テ ィ ビテ ィ は存在し ません。

 • 緑の点滅：1 つ以上の イーサネ ッ ト  LOM ポー ト で リ ン ク がア ク テ ィ ブになっ
ていて、ア ク テ ィ ビテ ィ が存在し ます。

ハー ド  ド ラ イ ブ障害  • 消灯：ハー ド  ド ラ イ ブは正常に動作中です。

 • オレ ンジ：こ のハー ド  ド ラ イ ブに障害が発生し ています。

 • オレ ンジの点滅：デバイ スの再構成中です。

ハー ド  ド ラ イ ブ ア ク テ ィ ビ
テ ィ  

 • 消灯：ハー ド  ド ラ イ ブ ス レ ッ ド にハー ド  ド ラ イ ブが存在し ません（ア ク セス
な し、障害な し）。

 • 緑：ハー ド  ド ラ イ ブの準備が完了し ています。

 • 緑の点滅：ハー ド  ド ラ イ ブはデータ の読み取 り 中ま たは書き込み中です。

表 3-1 前面パネル LED、状態の定義（続き）

LED 名 状態
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第 3 章      サーバの保守        

ステータ ス LED およびボタ ン
背面パネルの LED およびボタ ン

図 3-2 に、背面パネルの LED と ボ タ ン を示し ます。表 3-2 には LED の状態が定義さ れています。

図 3-2 背面パネルの LED およびボタ ン

1 電源装置障害 LED 5 1 Gb イーサネ ッ ト  リ ン ク速度 LED

2 電源装置ス テータ ス  LED 6 1 Gb イーサネ ッ ト  リ ン ク  ス テータ ス  LED

3 1 Gb イーサネ ッ ト 専用管理 リ ン ク  ス テー
タ ス  LED

7 背面 ID ボ タ ン /LED

4 1 Gb イーサネ ッ ト 専用管理 リ ン ク速度 
LED

–

表 3-2 背面パネル LED、状態の定義 

LED 名 状態

電源装置障害  • 消灯：電源装置は正常に動作中です。

 • オレ ンジの点滅：イベン ト 警告し きい値に達し ま し たが、電源装置は動作し
続けています。

 • オレ ンジの点灯：重大障害し きい値に達し、電源装置がシ ャ ッ ト ダ ウ ン し て
います（た と えば、フ ァ ンの障害や過熱状態など）。

電源装置ス テータ ス AC 電源装置：

 • 消灯：電源装置に AC 電力が供給さ れていません。

 • 緑の点滅：AC 電力の供給は OK、DC 出力は使用不可。

 • 緑の点灯：AC 電力供給も、DC 出力も  OK。

DC 電源装置：

 • 消灯：電源装置に DC 電力が供給さ れていません。

 • 緑の点滅：DC 電力の供給は OK、DC 出力は使用不可。

 • 緑の点灯：DC 電力供給も、DC 出力も  OK。

1 Gb イーサネ ッ ト 専用管理 リ ン
ク速度

 • 消灯： リ ン ク速度は 10 Mbps です。

 • オレ ンジ： リ ン ク速度は 100 Mbps です。

 • 緑： リ ン ク速度は 1 Gbps です。

PSU1PSU1 PSU2PSU2PSU1 PSU2

1

2 3 4 75 6

33
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ステータ ス LED およびボタ ン  
内部診断 LED
サーバには、フ ァ ン  モジ ュール と  DIMM の内部障害 LED があ り ます。障害が発生し ている コ ン
ポーネン ト の LED がオレ ンジに点灯し ます。

（注） こ れら の LED が動作する には、サーバに電源が接続さ れている必要があ り ます。

1 Gb イーサネ ッ ト 専用管理 リ ン
ク  ス テータ ス

 • 消灯： リ ン ク が確立さ れていません。

 • 緑： リ ン ク はア ク テ ィ ブです。

 • 緑の点滅：ア ク テ ィ ブな リ ン ク に ト ラ フ ィ ッ ク が存在し ます。

1 GB イーサネ ッ ト  リ ン ク速度  • 消灯： リ ン ク速度は 10 Mbps です。

 • オレ ンジ： リ ン ク速度は 100 Mbps です。

 • 緑： リ ン ク速度は 1 Gbps です。

1 GB イーサネ ッ ト  リ ン ク  ス テー
タ ス

 • 消灯： リ ン ク が確立さ れていません。

 • 緑： リ ン ク はア ク テ ィ ブです。

 • 緑の点滅：ア ク テ ィ ブな リ ン ク に ト ラ フ ィ ッ ク が存在し ます。

ID  • 消灯：ID LED は使用さ れていません。

 • 青：ID LED がア ク テ ィ ブです。

表 3-2 背面パネル LED、状態の定義（続き）

LED 名 状態
3-5
Cisco UCS C220 サーバ イ ンス ト レーシ ョ ンおよびサービス ガイ ド      

OL-25760-01-J



 

第 3 章      サーバの保守        

サーバ コ ンポーネン ト の取り付け準備
Cisco UCS C220 サーバ イ ンス ト レーシ ョ ンおよびサービス ガイ ド

こ れら の内部 LED の位置については、図 3-3 を参照し て く だ さ い。

図 3-3 内部診断 LED の位置

サーバ コ ンポーネン ト の取り付け準備
こ こ では、コ ンポーネン ト の取 り 付け準備について説明し ます。こ の項の内容は次の と お り です。

 • 必要な工具（3-7 ページ）

 • サーバのシ ャ ッ ト ダ ウ ンおよび電源オフ（3-7 ページ）

 • サーバ上部カバーの取 り 外しおよび取 り 付け（3-8 ページ）

 • 交換可能な コ ンポーネン ト の位置（3-9 ページ）

 • シ リ アル番号の場所（3-10 ページ）

 • 色分け さ れた タ ッ チ ポ イ ン ト （3-10 ページ）

1 フ ァ ン  モジ ュール障害 LED（マザーボー
ド 上の各フ ァ ン  コ ネ ク タ の隣に 1 つ）

2 DIMM 障害 LED（マザーボー ド 上の各 
DIMM ソ ケ ッ ト の隣に 1 つ）

表 3-3 内部診断 LED、状態の定義 

LED 名 状態

内部診断 LED（すべて）  • 消灯：コ ンポーネン ト は正常に機能し ています。

 • オレンジ：コ ンポーネン ト に障害が発生しています。

FAN4

1 2
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サーバ コ ンポーネン ト の取り付け準備 
Cisco UCS C220 サーバ イ ンス ト レーシ ョ ンおよびサービス ガイ ド      

必要な工具

こ の章の手順を実行する には、次の工具を使用し ます。

 • No. 2 プ ラ ス  ド ラ イバ

 • 静電気防止用（ESD）ス ト ラ ッ プま たは接地マ ッ ト などの接地用器具

サーバのシャ ッ ト ダウンおよび電源オフ

ブレー ド  サーバは次の 2 つの電源モー ド で動作し ます。

 • 主電源モー ド ：すべてのサーバ コ ンポーネン ト に電力が供給され、ド ラ イ ブ上にあ る任意の
オペレーテ ィ ン グ  シ ス テムが動作で き ます。

 • ス タ ンバイ電源モー ド ：電力はサービ ス  プ ロ セ ッ サ と 冷却フ ァ ンにだけに供給され、こ の
モー ド でサーバを安全に電源オフで き ます。

次の方法のいずれかを使用し て、グ レース フル シ ャ ッ ト ダ ウ ン ま たはハー ド  シ ャ ッ ト ダ ウ ン を
実行で き ます。

 • CIMC 管理イ ン ターフ ェ イ ス を使用し ます。

 • サーバの前面パネルにあ る電源ボ タ ン を使用し ます。電源ボ タ ン を使用する には、次の手順
に従います。

ステ ッ プ  1 電源ス テータ ス  LED（「前面パネル LED」セ ク シ ョ ン（3-2 ページ）を参照）の色を確認し ます。

 • 緑：サーバは主電源モー ド であ り 、安全に電源をオフする にはシ ャ ッ ト ダ ウ ンする必要があ
り ます。ス テ ッ プ 2 に進みます。

 • オレ ンジ：サーバはス タ ンバイ  モー ド であ り 、安全に電源をオフにで き ます。ス テ ッ プ 3 に
進みます。

ステ ッ プ  2 次の よ う に し て、グ レース フル シ ャ ッ ト ダ ウ ン ま たはハー ド  シ ャ ッ ト ダ ウ ン を実行し ます。

注意 データ の損失やオペレーテ ィ ン グ  シ ス テムへの損傷が発生し ない よ う にする ために、必ずオペ
レーテ ィ ン グ  シ ス テムのグ レース フル シ ャ ッ ト ダ ウ ン を実行する よ う に し て く だ さ い。

 • グ レース フル シ ャ ッ ト ダ ウ ン：電源ボ タ ン を押し て放し ます。オペレーテ ィ ン グ  シ ス テムで
グ レース フル シ ャ ッ ト ダ ウ ンが実行さ れ、サーバはス タ ンバイ  モー ド に移行し ます。移行す
る と 、電源ス テータ ス  LED がオレ ンジで示さ れます。

 • 緊急時シ ャ ッ ト ダ ウ ン：4 秒間電源ボ タ ン を押し た ま まに し て主電源モー ド を強制終了し、
ス タ ンバイ  モー ド を開始し ます。

ステ ッ プ  3 サーバの電源装置か ら電源コー ド を取 り 外し、サーバの電源を完全にオフに し ます。
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サーバ コ ンポーネン ト の取り付け準備
サーバ上部カバーの取り外しおよび取り付け

サーバ上部カバーの取 り 外し ま たは交換を行 う には、次の手順に従います。

ヒ ン ト ハー ド  ド ラ イ ブま たは電源装置の交換時は、カバーを取 り 外す必要はあ り ません。

ステ ッ プ  1 次の よ う に し て、上部カバーを取 り 外し ます（図 3-4 を参照）。

a. カバーの背面側の端をシ ャーシに固定し ている非脱落型ネジを緩めます。

b. 解除ボ タ ン を押し ます。

c. ゴム製のフ ィ ンガー パッ ド を使用し て、上部カバーを止ま る までサーバの背面方向に約 0.5 イ
ンチ（1.27 cm）押し ます。

d. 上部カバーをサーバか ら ま っすぐ持ち上げ、横に置き ます。

ステ ッ プ  2 次の よ う に し て、上部カバーを取 り 付け ます。

a. サーバの上部、シ ャーシの前面カバー パネルのへ り か ら約 0.5 イ ンチ（1.27 cm）後方の位置
に、カバーを取 り 付け ます。カバーは水平にな り ます。

（注） カバーの背面側の端にあ る フ ラ ンジがシ ャーシの形状に対し て正し い位置にあ り 、カ
バーを前方にス ラ イ ド する際の隙間があ る こ と を確認し ます。

b. 上部カバーを止ま る まで前面カバー パネル方向にス ラ イ ド させ、解除ボタ ンを ロ ッ ク し ます。

c. カバーの背面側の端をシ ャーシに固定する非脱落型ネジを締めます。

図 3-4 上部カバーの取り外し

1 前面カバー パネル 3 ゴ ム製のフ ィ ンガー パ ッ ド （2 つ）

2 解除ボ タ ン 4 非脱落型ネジ

4

1 2 3 33
17

22
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サーバ コ ンポーネン ト の取り付け準備 
交換可能なコ ンポーネン ト の位置

こ こ では、こ の章で扱 う コ ンポーネン ト の位置を示し ます。図 3-5 は、上か ら見下ろ し た図です。
上部カバー と エアー バ ッ フルは取 り 除いてあ り ます。

図 3-5 交換可能なコ ンポーネン ト の位置

1 ド ラ イ ブ（ホ ッ ト ス ワ ッ プ可能、 
前面パネルか ら交換）

10 マザーボー ド 上の ト ラ ス テ ッ ド  プ ラ ッ ト
フ ォーム  モジ ュール ソ ケ ッ ト

2 ド ラ イ ブ バ ッ ク プレーン 11 標準ハイ ト の PCIe ラ イザー（PCIe ス ロ ッ
ト  1）

3 エアー バ ッ フル上の LSI バ ッ テ リ  バ ッ ク
ア ッ プ ユニ ッ ト ま たは SuperCap 電源モ
ジ ュールの取 り 付け場所（エアー バ ッ フル
は示さ れていません）

12 ハーフハイ ト の PCIe ラ イザー（PCIe ス
ロ ッ ト  2）

4 冷却フ ァ ン  モジ ュール（5 台） 13 PCIe ラ イ ザー 2 上の SD カー ド  ス ロ ッ ト  
SD2 ソ ケ ッ ト

5 SCU ア ッ プグ レー ド  ROM ヘ ッ ダ 
（PBG DYNAMIC SKU）

14 PCIe ラ イ ザー 2 上の SD カー ド  ス ロ ッ ト  
SD1 ソ ケ ッ ト

6 マザーボー ド 上の DIMM ス ロ ッ ト （16 個） 15 内部 USB 2.0 ポー ト

7 CPU と ヒ ー ト シン ク（2 セ ッ ト ） 16 電源装置（2 台）

8 マザーボー ド 上の統合型 RAID mini-SAS コ
ネ ク タ の SASPORT 1 と  SASPORT 2

17 マザーボー ド 上の RTC バ ッ テ リ

9 メ ザニン  RAID カー ド 、 
ミ ニ SAS コ ネ ク タ の SAS1 と  SAS2

18 ソ フ ト ウ ェ ア  RAID 5 キー ヘ ッ ダ 
（SW RAID KEY）
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サーバ コ ンポーネン ト の取り付けまたは交換
 

シ リ アル番号の場所

サーバのシ リ アル番号はサーバ上部、前面近 く の ラベルに印刷されています。

色分けされたタ ッ チ ポイン ト

こ のサーバには、交換可能な コ ンポーネン ト と ホ ッ ト ス ワ ッ プ可能な コ ンポーネン ト の取 り 付
けネジ と ラ ッ チを示す、色分け さ れた タ ッ チ ポ イ ン ト があ り ます。

 • ホ ッ ト ス ワ ッ プ可能な コ ンポーネン ト には、プ ラ スチ ッ ク製の緑色の タ ッ チ ポ イ ン ト があ
り ます。こ れには、内蔵冷却フ ァ ンや電源装置などがあ り ます。（前面パネル上の ド ラ イ ブ ト
レ イは例外です。こ れは、ホ ッ ト ス ワ ッ プ可能ですが、緑色ではあ り ません）。

 • ホ ッ ト ス ワ ッ プ可能ではない一部の交換可能な コ ンポーネン ト には、プ ラ スチ ッ ク製の明る
い青色の タ ッ チ ポ イ ン ト があ り ます。

サーバ コ ンポーネン ト の取り付けまたは交換

警告 ブ ラ ン クの前面プレー ト およびカバー パネルには、3 つの重要な機能があ り ます。シ ャーシ内の
危険な電圧および電流による感電を防ぐ こ と、他の装置への電磁干渉（EMI）の影響を防ぐ こ と、
およびシ ャーシ内の冷気の流れを適切な状態に保つこ と です。システムは、必ずすべてのカー
ド 、前面プレー ト 、前面カバー、および背面カバーを正し く 取り付けた状態で運用し て く だ さ い。 
ステー ト メ ン ト  1029

警告 ク ラス 1 レーザー製品です。 
ステー ト メ ン ト  1008

注意 サーバ コ ンポーネン ト を扱 う 際は、損傷を防ぐ ために、ESD ス ト ラ ッ プを装着し て く だ さ い。

（注） アダプ タ  カー ド ま たは RAID コ ン ト ローラ  カー ド などの コ ンポーネン ト を交換し た後、互換性
のあ る フ ァーム ウ ェ ア  レベルにすべてのシ ス コ  コ ンポーネン ト を更新する には Cisco Host 
Upgrade Utility を使用し ます（『Cisco Host Upgrade Utility User Guides』）。サー ド パーテ ィ  コ ン
ポーネン ト を イ ン ス ト ールし た ら、サー ド パーテ ィ  ベンダーが提供する フ ァーム ウ ェ ア ま たは
ド ラ イバを イ ン ス ト ールし ます。

こ こ では、サーバ コ ンポーネン ト の取 り 付けおよび交換方法について説明し ます。こ の項の内容
は次の と お り です。

 • ハー ド  ド ラ イ ブま たは ソ リ ッ ド  ス テー ト  ド ラ イ ブの交換（3-11 ページ）

 • ド ラ イ ブ バ ッ ク プレーンの交換（3-13 ページ）

 • フ ァ ン  モジ ュールの交換（3-16 ページ）

 • DIMM の交換（3-18 ページ）

 • CPU および ヒ ー ト シン ク の交換（3-23 ページ）

 • マザーボー ド  RTC バ ッ テ リ の交換（3-29 ページ）

 • メ ザニン  カー ド の交換（3-31 ページ）
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サーバ コ ンポーネン ト の取り付けまたは交換 
 • PCIe ラ イ ザーの交換（3-32 ページ）

 • PCIe カー ド の交換（3-34 ページ）

 • 内部 SD カー ド の交換（3-40 ページ）

 • LSI RAID バ ッ テ リ  バ ッ ク ア ッ プ ユニ ッ ト 、ま たは SuperCap 電源モジ ュールの交換
（3-42 ページ）

 • ト ラ ス テ ッ ド  プ ラ ッ ト フ ォーム  モジ ュールの取 り 付け（3-43 ページ）

 • TPM に対する  Intel Trusted Execution Technology（TXT）機能の イ ネーブル化（3-45 ページ）

 • SCU のア ッ プグ レー ド  ROM モジ ュールの交換（3-47 ページ）

 • ソ フ ト ウ ェ ア  RAID キー モジ ュールの交換（3-48 ページ）

 • 電源装置の交換（3-49 ページ）

 • 内部 USB ポー ト を イ ネーブルま たはデ ィ セーブルに し ます（3-52 ページ）

ハー ド  ド ラ イブまたはソ リ ッ ド  ステー ト  ド ラ イブの交換

こ こ では次の内容について説明し ます。

 • ド ラ イ ブの装着に関する ガ イ ド ラ イ ン（3-11 ページ）

 • ド ラ イ ブの交換手順（3-12 ページ）

ド ラ イブの装着に関するガイ ド ラ イン

サーバには、2 つの ド ラ イ ブ バ ッ ク プレーン  オプシ ョ ンがあ り ます。

 • 小型フ ォーム  フ ァ ク タ  ド ラ イ ブのバージ ョ ンは、2.5 イ ンチのハー ド  ド ラ イ ブま たは ソ リ ッ
ド  ス テー ト  ド ラ イ ブを最大 8 台収容で き ます。

 • 大型フ ォーム  フ ァ ク タ  ド ラ イ ブのバージ ョ ンは、3.5 イ ンチのハー ド  ド ラ イ ブを最大 4 台収
容で き ます。

ド ラ イ ブベイ の番号付けを図 3-6 に示し ます。

図 3-6 ド ラ イブの番号付け、Small Form-Factor

図 3-7 ド ラ イブ番号付け、大型フ ォーム フ ァ ク タ
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サーバ コ ンポーネン ト の取り付けまたは交換
最適なパフ ォーマン ス を得る ためには、以下の ド ラ イ ブの装着に関する ガ イ ド ラ イ ン を守って
く だ さ い。

 • ド ラ イ ブを装着する場合は、最も番号の小さ いベイ か ら先に追加し ます。

 • 未使用のベイ には空の ド ラ イ ブ ブ ラ ンキン グ  ト レ イ を付けた ま まに し、適切な空気の循環
を確保し ます。

 • ハー ド  ド ラ イ ブ と  SSD を同一サーバで混在で き ます（LFF バージ ョ ンのサーバは SSD をサ
ポー ト し ません）。ただ し、ハー ド  ド ラ イ ブ と  SSD が混在する論理ボ リ ューム（仮想 ド ラ イ
ブ）を構成する こ と はで き ません。つま り 、論理ボ リ ューム を作成する と きは、すべてハー ド  
ド ラ イ ブま たはすべて SSD にする必要があ り ます。

ド ラ イブの交換手順

ホ ッ ト プ ラ グ可能なハー ド  ド ラ イ ブの交換ま たは取 り 付けを行 う には、次の手順に従います。

ヒ ン ト ハー ド  ド ラ イ ブま たは ソ リ ッ ド  ス テー ト  ド ラ イ ブ（SSD）はホ ッ ト プ ラ グ可能なため、交換時に
サーバをシ ャ ッ ト ダ ウ ンする、ま たは電源をオフにする必要はあ り ません。

ステ ッ プ  1 次の よ う に し て、交換する ド ラ イ ブを取 り 外すか、ベイ か ら ブ ラ ン ク  ド ラ イ ブ ト レ イ を取 り 外
し ます。

a. ド ラ イ ブ ト レ イ の表面にあ る解除ボ タ ン を押し ます。図 3-8 を参照し て く だ さ い。

b. イ ジ ェ ク ト  レバーをつかんで開き、ド ラ イ ブ ト レ イ を ス ロ ッ ト か ら引き出し ます。

c. 既存の ド ラ イ ブを交換する場合は、ド ラ イ ブを ト レ イ に固定し ている  4 本の ド ラ イ ブ ト レ
イ  ネジを外し、ト レ イ か ら ド ラ イ ブを取 り 外し ます。

ステ ッ プ  2 次の よ う に し て、新し い ド ラ イ ブを取 り 付け ます。

a. 空の ド ラ イ ブ ト レ イ に新し い ド ラ イ ブを置き、4 本の ド ラ イ ブ ト レ イ  ネジを取 り 付けます。

b. ド ラ イ ブ ト レ イ の イ ジ ェ ク ト  レバーを開いた状態で、ド ラ イ ブ ト レ イ を空の ド ラ イ ブ ベイ
に差し込みます。

c. バ ッ ク プレーンに触れる まで ト レ イ を ス ロ ッ ト 内に押し込み、イ ジ ェ ク ト  レバーを閉じ て
ド ラ イ ブを所定の位置に固定し ます。
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サーバ コ ンポーネン ト の取り付けまたは交換 
図 3-8 ハー ド  ド ラ イブの交換

ド ラ イブ バッ クプレーンの交換

（注） 小型フ ォーム  フ ァ ク タ（8 ド ラ イ ブ）および大型フ ォーム  フ ァ ク タ（4 ド ラ イ ブ）のバ ッ ク プレー
ンおよび対応する シ ャーシ ド ラ イ ブ ベイは工場で設定する オプシ ョ ンです。バ ッ ク プレーン を
交換する場合、同じバージ ョ ンのバ ッ ク プレーン と 交換する必要があ り ます。

ド ラ イ ブ バ ッ ク プレーンの取 り 付け ま たは交換を行 う には、次の手順に従います。

ステ ッ プ  1 交換する ド ラ イ ブ バ ッ ク プレーン を取 り 外し ます。図 3-9 を参照し て く だ さ い。

a. 「サーバのシ ャ ッ ト ダ ウ ンおよび電源オフ」セ ク シ ョ ン（3-7 ページ）の説明に従ってサーバの
電源をオフに し ます。

b. 上部カバーを取 り 外せる よ う に、サーバを ラ ッ ク の前方に引き出し ます。場合に よ っては、背
面パネルか ら ケーブルを取 り 外し て隙間を空け る必要があ り ます。

注意 コ ンポーネン ト への接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラ ッ ク か ら サーバを取 り 出し て
く だ さ い。

c. 「サーバ上部カバーの取 り 外しおよび取 り 付け」セ ク シ ョ ン（3-8 ページ）の説明に従って、上
部カバーを取 り 外し ます。

d. サーバか らすべての ド ラ イ ブを取 り 外し ます。

1 イ ジ ェ ク ト  レバー 3 ド ラ イ ブ ト レ イ固定ネジ（4 本）

2 解除ボ タ ン –
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サーバ コ ンポーネン ト の取り付けまたは交換
Cisco UCS C220 サーバ イ ンス ト レーシ ョ ンおよびサービス ガイ ド

ヒ ン ト 交換時に役立つよ う 、ド ラ イブには取 り 外し時にラベルを付けておき ます。

e. バ ッ ク プレーンか らすべてのケーブルを取 り 外し ます。

f. バ ッ ク プレーン をシ ャーシ  フ ロ アに固定し てい る  2 本の非脱落型ネジを緩めます（図 3-9 を
参照）。

g. バ ッ ク プレーン を操作パネル アセンブ リ に固定し ている  1 本の非脱落型ネジを緩めます
（図 3-9 を参照）。

操作パネル アセンブ リ は、バ ッ ク プレーンの前面にあ る ソ ケ ッ ト に差し込まれています。

h. 操作パネル アセンブ リ をシ ャーシの前面か ら約 1 イ ンチ前方に押し出し て、バ ッ ク プレー
ンか ら外し ます。矢印が刻印さ れている金属製の小型のハン ド ルを押し込みます（図 3-9 を
参照）。

i. バ ッ ク プレーン を ま っすぐ持ち上げて、シ ャーシ上の 3 つの金属製支持フ ッ ク か ら外し ます。

ステ ッ プ  2 次の よ う に し て、新し い ド ラ イ ブ バ ッ ク プレーン を取 り 付け ます。

a. バ ッ ク プレーンの回路基板の 3 つの長穴にシ ャーシの 3 つの支持フ ッ ク がはま る よ う に、
バ ッ ク プレーン を慎重に設置し ます（図 3-9 を参照）。

b. 操作パネル アセンブ リ を、バ ッ ク プレーン上の ソ ケ ッ ト に し っか り と 装着される まで内側
に押し ます。

c. バ ッ ク プレーン を操作パネル アセンブ リ に固定する  1 本の非脱落型ネジを締めます。

d. バ ッ ク プレーン をシ ャーシ  フ ロ アに固定する  2 本の非脱落型ネジを締めます。

e. バ ッ ク プレーンにすべてのケーブルを再接続し ます。

f. サーバにすべての ド ラ イ ブを取 り 付け ます。

g. 上部カバーを取 り 付け ます。

h. サーバを ラ ッ ク の元の位置に戻し、ケーブルを再度接続し た ら、電源ボ タ ン を押し てサーバ
の電源を入れます。
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サーバ コ ンポーネン ト の取り付けまたは交換 
図 3-9 ド ラ イブ バッ ク プレーンの交換

1 非脱落型ネジ（2 本）、 
バ ッ ク プレーン をシ ャーシ  フ ロ アに固定

5 バ ッ ク プレーン（図の SFF バージ ョ ンは
サーバか ら取 り 外された も の）

2 シ ャーシ上の支持フ ッ ク（3 つ） 6 非脱落型ネジ（2 本）、 
バ ッ ク プレーン をシ ャーシ  フ ロ アに固定

3 操作パネル アセンブ リ  ハン ド ル 7 支持フ ッ ク用の長穴（3 つ）

4 非脱落型ネジ（1 本） 
バ ッ ク プレーン を操作パネルに固定 

8 非脱落型ネジ 
バ ッ ク プレーン を操作パネルに固定 
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サーバ コ ンポーネン ト の取り付けまたは交換
フ ァ ン モジュールの交換

サーバ内の 5 つのフ ァ ン  モジ ュールには、サーバの前面か ら見て、次の よ う に番号が割 り 当て ら
れています（図 3-11 も参照）。

図 3-10 フ ァ ン モジュールの番号付け 

ヒ ン ト 各フ ァ ン  モジ ュールには、フ ァ ン  モジ ュールに障害が発生する と オレ ンジ色に点灯する障害 
LED がマザーボー ド 上にあ り ます。こ れら の LED が動作する には、サーバに電源が接続さ れて
いる必要があ り ます。

ホ ッ ト プ ラ グ可能なフ ァ ン  モジ ュールの交換ま たは取 り 付けを行 う には、次の手順に従います。

注意 フ ァ ン  モジ ュールはホ ッ ト プ ラ グ可能なため、フ ァ ン  モジ ュールの交換時にサーバのシ ャ ッ ト
ダ ウ ン ま たは電源オフ を行 う 必要はあ り ません。ただ し、適切な冷却を保て る よ う 、フ ァ ン  モ
ジ ュールを取 り 外し た状態でのサーバの稼働は、1 分以内に し て く だ さ い。

ステ ッ プ  1 次の よ う に し て、交換する フ ァ ン  モジ ュールを取 り 外し ます（図 3-11 を参照）。

a. 上部カバーを取 り 外せる よ う に、サーバを ラ ッ ク の前方に引き出し ます。場合に よ っては、背
面パネルか ら ケーブルを取 り 外し て隙間を空け る必要があ り ます。

注意 コ ンポーネン ト への接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラ ッ ク か ら サーバを取 り 出し て
く だ さ い。

b. 「サーバ上部カバーの取 り 外しおよび取 り 付け」セ ク シ ョ ン（3-8 ページ）の説明に従って、上
部カバーを取 り 外し ます。

c. フ ァ ン  モジ ュールをつかみ、ま っすぐ持ち上げて、マザーボー ド か ら コ ネ ク タ を外し ます。

ステ ッ プ  2 次の よ う に し て、新し いフ ァ ン  モジ ュールを取 り 付け ます。

a. 新し いフ ァ ン  モジ ュールを、2 つのゴ ム製の緩衝用ガス ケ ッ ト がシ ャーシ  パネルの開口部
と 一致する よ う に配置し ます。図 3-11 を参照し て く だ さ い。

b. フ ァ ン  モジ ュールの コ ネ ク タ をゆっ く り と 押し下げて、マザーボー ド 上の コ ネ ク タ に し っ
か り と 差し込みます。

c. 上部カバーを取 り 付け ます。

d. サーバを ラ ッ ク に再度取 り 付け ます。

FAN 1 FAN 2 FAN 3 FAN 4 FAN 5
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サーバ コ ンポーネン ト の取り付けまたは交換 
図 3-11 フ ァ ン モジュールの交換

1 ゴ ム製の緩衝用ガス ケ ッ ト （各フ ァ ン  モ
ジ ュールに 2 つ）

3 マザーボー ド へのフ ァ ン  コ ネ ク タ

2 マザーボー ド 上のフ ァ ン  モジ ュール障害 
LED
（各フ ァ ン  モジ ュールに 1 つ）
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サーバ コ ンポーネン ト の取り付けまたは交換
DIMM の交換

こ の項では、次の ト ピ ッ ク について取 り 上げます。

 • メ モ リ  パフ ォーマン スに関する ガ イ ド ラ イ ンおよび装着規則（3-18 ページ）

 • DIMM の交換手順（3-22 ページ）

注意 DIMM と その ソ ケ ッ ト は壊れやすいので、取 り 付け中に損傷し ない よ う に、注意し て扱 う 必要が
あ り ます。

注意 シ ス コ ではサー ド パーテ ィ の DIMM はサポー ト し ていません。シ ス コ以外の DIMM をサーバで
使用する と 、シ ス テムに問題が生じ た り 、マザーボー ド が損傷し た り する こ と があ り ます。

（注） サーバ パフ ォーマン ス を最大限に引き出すには、メ モ リ の取 り 付け ま たは交換を行 う 前に、メ モ
リ  パフ ォーマン スに関する ガ イ ド ラ イ ン と 装着規則を熟知し ている必要があ り ます。

メ モ リ  パフ ォーマンスに関するガイ ド ラ インおよび装着規則

こ こ では、サーバに必要な メ モ リ の タ イ プ と 、パフ ォーマン スに対する その影響について説明し
ます。こ こ では、次の内容について説明し ます。

 • DIMM ス ロ ッ ト の番号付け（3-19 ページ）

 • DIMM の装着規則（3-19 ページ）

 • メ モ リ の ミ ラー リ ン グ（3-21 ページ）
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第 3 章      サーバの保守

サーバ コ ンポーネン ト の取り付けまたは交換 
DIMM スロ ッ ト の番号付け

図 3-12 に、DIMM ス ロ ッ ト の番号付けを示し ます。

図 3-12 DIMM スロ ッ ト と  CPU

DIMM の装着規則

DIMM の取 り 付け ま たは交換を行 う と きは、次のガ イ ド ラ イ ンに従って く だ さ い。

 • 各 CPU では 4 つの メ モ リ  チャ ネルがサポー ト さ れます。

 – CPU1 では、チャ ネル A、B、C、D がサポー ト さ れます。

 – CPU2 では、チャ ネル E、F、G、H がサポー ト さ れます。

 • 各チャネルには DIMM ス ロ ッ ト が 2 つあ り ます（た と えば、チャネル A = ス ロ ッ ト  A1 と  A2）。

 – チャ ネルは DIMM が 1 つま たは 2 つ装着さ れた状態で動作で き ます。

 – チャ ネルの DIMM が 1 つだけの場合は、ス ロ ッ ト  1 に装着し ます（青色のス ロ ッ ト ）。
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第 3 章      サーバの保守        

サーバ コ ンポーネン ト の取り付けまたは交換
 • 両方の CPU が取 り 付け られている場合、各 CPU の DIMM ス ロ ッ ト への装着方法を同一に し
ます。

 – 最初にチャ ネルの青色のス ロ ッ ト か ら装着し ます：A1、E1、B1、F1、C1、G1、D1、H1

 – 次にチャ ネルの黒色のス ロ ッ ト に装着し ます：A2、E2、B2、F2、C2、G2、D2、H2 

 • CPU が取 り 付け られていない DIMM ソ ケ ッ ト では、DIMM を装着し て も認識されません。シ
ン グル CPU 構成の場合、CPU1 のチャ ネルのみに装着し ます。

 • 表 3-4 に示さ れている  DIMM の混在使用の規則に従って く だ さ い。

 • メ モ リ の ミ ラー リ ン グ を使用する と 、2 つの装着済みチャ ネルの一方か ら し かデータ が提供
さ れないため、使用可能な メ モ リ 量が 50 % 減少し ます。メ モ リ の ミ ラー リ ング を イ ネーブル
にする と きは、メ モ リ の ミ ラー リ ン グ（3-21 ページ）の説明に従って DIMM を  4、6、ま たは 8 
セ ッ ト で装着する必要があ り ます。

 • UDIMM を使用する と きは、次の制限事項に注意し て く だ さ い。UDIMM の定格が 1600 MHz 
で も実際の動作速度は Intel 実装のため遅 く な り ます。

 – Performance Mode（1.5 V 動作）では、UDIMM は 1 DPC および 2 DPC 構成で 1333 MHz で
動作し ます。

 – Power Saving Mode（1.35 V 動作）では、UDIMM は 1 DPC および 2 DPC 構成で 1066 MHz 
で動作し ます。

表 3-4 C220 M3 サーバの DIMM 混在ルール

DIMM パラ メ ー タ 同一チ ャネル内の DIMM 同一バン ク内の DIMM

DIMM 容量：

RDIMM = 4、8、16 GB

LRDIMM = 32 GB

UDIMM = 4 GB

 • 同一チャ ネル内に異な る容量の 
DIMM を混在で き ます（た と えば、
A1 と  A2 など）。

 • RDIMM ま たは UDIMM と  32 GB 
LRDIMM を混在させる こ と はで き
ません。

 • RDIMM ま たは LRDIMM と  4 GB 
UDIMM を混在させる こ と はで き
ません。

 • 同一バン ク内に異な る容量の DIMM 
を混在で き ます。ただ し、最適なパ
フ ォーマン ス を得る ためには、同一
バン ク内の DIMM（た と えば A1、B1、
C1、D1）の容量は同じ であ る必要が
あ り ます。

 • RDIMM ま たは UDIMM と  32 GB 
LRDIMM を混在させる こ と はで き ま
せん。

 • RDIMM ま たは LRIMM と  4 GB 
UDIMM を混在させる こ と はで き ま
せん。

DIMM 速度：

1866、1600、ま たは 1333 MHz

速度を混在で き ますが、DIMM はチャ
ネルに イ ン ス ト ール された最も遅い 
DIMM/CPU の速度で動作し ます。

速度を混在で き ますが、DIMM はバン ク
に イ ン ス ト ールさ れた最も遅い 
DIMM/CPU の速度で動作し ます。

DIMM タ イ プ:

RDIMM、LRDIMM、UDIMM

チャ ネル内で DIMM タ イ プを混在させ
る こ と はで き ません。

バン ク内で DIMM タ イ プを混在させる
こ と はで き ません。
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第 3 章      サーバの保守

サーバ コ ンポーネン ト の取り付けまたは交換 
低電圧 DIMM 動作（省電力モー ド）のイネーブル化

サーバ内のすべての DIMM に対し て低電圧（1.35 V）DIMM 動作を イ ネーブルにで き ます。BIOS 
Setup ユーテ ィ リ テ ィ の設定を使用し て、DDR メ モ リ  モー ド を省電力モー ド に変更で き ます。こ
れを行 う には、次の手順に従います。

ステ ッ プ  1 ブー ト 中に メ ッ セージが表示さ れた ら、F2 キーを押し て BIOS Setup ユーテ ィ リ テ ィ に切 り 替え
ます。

ステ ッ プ  2 [Advanced] タ ブを選択し ます。

ステ ッ プ  3 [Low Voltage DDR Mode] を選択し ます。

ステ ッ プ  4 ポ ッ プア ッ プ ウ ィ ン ド ウ で、[Power Saving Mode] ま たは [Performance Mode] を選択し ます。

 • [Power Saving Mode]：低電圧 メ モ リ 動作を優先し ます。

 • [Performance Mode]：パフ ォーマン ス  メ モ リ 動作を優先し ます。低電圧 DIMM と 標準 DIMM 
を混在させる と 、シ ス テムはデフ ォル ト で こ の設定にな り ます。

ステ ッ プ  5 F10 を押し て変更内容を保存し、セ ッ ト ア ッ プ ユーテ ィ リ テ ィ を終了し ます。

メ モ リの ミ ラーリ ング

メ モ リ の ミ ラー リ ン グ を イ ネーブルにする と 、メ モ リ  サブシ ス テムに よ って同一データ が 2 つの
チャ ネルに同時に書き込まれます。片方のチャ ネルに対し て メ モ リ の読み取 り を実行し た際に訂
正不可能な メ モ リ  エ ラーに よ って誤ったデータ が返さ れる と 、シ ス テムは も う 片方のチャ ネルか
らデータ を自動的に取得し ます。片方のチャ ネルで一時的なエ ラーま たは ソ フ ト  エ ラーが発生し
て も、ミ ラー リ ン グ さ れたデータ が影響を受け る こ と はあ り ません。DIMM と その ミ ラー リ ング
相手の DIMM に対し て ま った く 同じ場所で同時にエ ラーが発生し ない限 り 、動作は継続し ます。
メ モ リ の ミ ラー リ ン グ を使用する と 、2 つの装着済みチャ ネルの一方か ら し かデータ が提供さ れ
ないため、オペレーテ ィ ン グ  シ ス テムで使用可能な メ モ リ 量が 50 % 減少し ます。

（注） サーバ BIOS セ ッ ト ア ッ プ ユーテ ィ リ テ ィ の メ モ リ  ミ ラー リ ング を、以下よ り イ ネーブルにする
必要があ り ます： 
[Advanced] > [Memory Configuration] > [Mirroring]

メ モ リ の ミ ラー リ ン グ を イ ネーブルにする場合は、表 3-5 に示されている順序で DIMM ス ロ ッ ト
に装着し ます。

表 3-5 メ モ リの ミ ラーリ ング用の DIMM の装着

DIMM の数 
（CPU あた り） CPU 1 への装着 CPU2 への装着

4 A1 と  B1、A2 と  B2 E1 と  F1、E2 と  F2

6 A1 と  B1、C1 と  D1、A2、B2 E1 と  F1、G1 と  H1、E2、F2

8 A1 と  B1、C1 と  D1、A2 と  B2、
C2 と  D2

E1 と  F1、G1 と  H1、E2 と  F2、G2 
と  H2
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第 3 章      サーバの保守        

サーバ コ ンポーネン ト の取り付けまたは交換
DIMM の交換手順

こ の項では、次の ト ピ ッ ク について取 り 上げます。

 • 障害のあ る  DIMM の識別（3-22 ページ）

 • DIMM の交換（3-22 ページ）

障害のある DIMM の識別

各 DIMM ス ロ ッ ト には、対応する  DIMM 障害 LED があ り ます。こ れら の LED の位置について
は、図 3-3 を参照し て く だ さ い。

障害のあ る  DIMM の LED はオレ ンジに点灯し ます。こ れら の LED が動作する には、サーバに電
力が供給さ れている必要があ り ます。

DIMM の交換

DIMM アセンブ リ を取 り 付け る には、次の手順に従います。

ステ ッ プ  1 交換する  DIMM を取 り 外し ます。

a. 「サーバのシ ャ ッ ト ダ ウ ンおよび電源オフ」セ ク シ ョ ン（3-7 ページ）の説明に従ってサーバの
電源をオフに し ます。

b. 上部カバーを取 り 外せる よ う に、サーバを ラ ッ ク の前方に引き出し ます。場合に よ っては、背
面パネルか ら ケーブルを取 り 外し て隙間を空け る必要があ り ます。

注意 コ ンポーネン ト への接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラ ッ ク か ら サーバを取 り 出し て
く だ さ い。

c. 「サーバ上部カバーの取 り 外しおよび取 り 付け」セ ク シ ョ ン（3-8 ページ）の説明に従って、上
部カバーを取 り 外し ます。

d. マザーボー ド 上の DIMM ス ロ ッ ト 障害 LED を確認し て、障害のあ る  DIMM を特定し ます。

e. DIMM ス ロ ッ ト の両端にあ る イ ジ ェ ク ト  レバーを開き、ス ロ ッ ト か ら  DIMM を引き上げ
ます。

ステ ッ プ  2 次の よ う に し て、新し い DIMM を取 り 付け ます。

（注） DIMM を取 り 付け る前に、装着に関する ガ イ ド ラ イ ン を参照し て く だ さ い。メ モ リ  パ
フ ォーマン スに関する ガ イ ド ラ イ ンおよび装着規則（3-18 ページ）を参照し て く だ さ い。

f. 新し い DIMM をマザーボー ド 上の空のス ロ ッ ト の位置に合わせます。DIMM ス ロ ッ ト 内の
ア ラ イ メ ン ト  キーを使用し て、DIMM を正し い向き に配置し ます。

g. DIMM が し っか り と 装着さ れ、両端の イ ジ ェ ク ト  レバーが所定の位置に ロ ッ ク さ れる まで、
DIMM の上部の角を均等に押し下げます。

h. 上部カバーを取 り 付け ます。

i. サーバを ラ ッ ク の元の位置に戻し、ケーブルを再度接続し た ら、電源ボ タ ン を押し てサーバ
の電源を入れます。
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サーバ コ ンポーネン ト の取り付けまたは交換 
CPU およびヒー ト シン クの交換

こ こ では、次の内容について説明し ます。

 • Intel E5-2600 v2 シ リ ーズ CPU にア ッ プグ レー ド する ための特別情報（3-23 ページ）

 • CPU 設定ルール（3-23 ページ）

 • CPU の交換手順（3-24 ページ）

 • RMA 交換のマザーボー ド の注文に追加する  CPU 関連パーツ（3-29 ページ）

Intel E5-2600 v2 シ リーズ CPU にア ッ プグレー ド するための特別情報

注意 Intel E5-2600 v2 シ リ ーズ CPU にア ッ プグ レー ド する前に、サーバのフ ァーム ウ ェ アを必要な最
小レベルにア ッ プグ レー ド する必要があ り ます。古いバージ ョ ンのフ ァーム ウ ェ アは新し い 
CPU を認識で き ないため、サーバがブー ト 不可能にな り ます。

Intel E5-2600 v2 シ リ ーズ CPU をサポー ト する サーバで必要な最小の ソ フ ト ウ ェ アおよび
フ ァーム ウ ェ ア  バージ ョ ンは次の と お り です。

次のいずれか 1 つの処理を実行し ます。

 • サーバのフ ァーム ウ ェ アや Cisco UCS Manager ソ フ ト ウ ェ アが表 3-6 に示されている必要レ
ベルであ る場合は、こ の項の手順を使用し て CPU ハー ド ウ ェ アを交換で き ます。

 • サーバのフ ァーム ウ ェ アや Cisco UCS Manager ソ フ ト ウ ェ アが必要レベルよ り も古い場合
は、『Cisco UCS C-Series Servers Upgrade Guide for Intel E5-2600 v2 Series CPUs』の指示に従っ
てフ ァーム ウ ェ アをア ッ プグ レー ド し ます。ソ フ ト ウ ェ アのア ッ プグ レー ド 後、こ の項の手
順に戻 り  CPU および ヒ ー ト シン ク  ハー ド ウ ェ アを交換し ます。

CPU 設定ルール

こ のサーバには、CPU ソ ケ ッ ト が 2 つ搭載さ れています。各 CPU は、4 つの DIMM チャ ネル（8 つ
の DIMM ス ロ ッ ト ）をサポー ト し ます。図 3-12 を参照し て く だ さ い。

 • サーバは、1 つの CPU ま たは 2 つの同型 CPU が取 り 付け られた状態で動作で き ます。

 • 最小構成では、サーバに最低で も  CPU1 が取 り 付け られている必要があ り ます。CPU1 を先に
取 り 付け、その後に CPU2 を取 り 付けます。

（注） シン グル CPU 構成を使用する場合、DIMM の最大数は 8、内部 メ ザニン  カー ド  ス ロ ッ ト
は使用不可能、PCIe ス ロ ッ ト  2 は使用不可能（図 3-20 を参照） と い う 制約事項が適用さ れ
ます。

表 3-6 Intel E5-2600 v2 シ リーズ CPU の最小要件

ソ フ ト ウ ェ アまたはフ ァーム
ウ ェ ア 最小バージ ョ ン

サーバ CIMC 1.5（3）

サーバ BIOS 1.5（3）

Cisco UCS Manager（UCSM 管理
対象ス ト レージ システムのみ）

2.1（3）
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サーバ コ ンポーネン ト の取り付けまたは交換
CPU の交換手順

注意 CPU と そのマザーボー ド  ソ ケ ッ ト は壊れやすいので、取 り 付け中にピ ン を損傷し ない よ う に、
注意し て扱 う 必要があ り ます。CPU は ヒ ー ト シン ク と それぞれの熱パ ッ ド と と も に取 り 付け、適
切に冷却さ れる よ う にする必要があ り ます。CPU を正し く 取 り 付けない と 、サーバが損傷する こ
と があ り ます。

注意 こ の手順で使用し たピ ッ ク アン ド プレース  ツールは、マザーボー ド と  CPU 間の接続ピ ンの損傷
を防ぐ ために必要です。こ の手順を実行する場合は、各 CPU オプシ ョ ン  キ ッ ト に付属する こ れ
ら の必須ツールを必ず使用し て く だ さ い。ツールがない場合は予備を注文で き ます：Cisco PID 
UCS-CPU-EP-PNP=（10、8、6、4、2 コ ア  CPU（グ リ ーン）用）、UCS-CPU-EP2-PNP=（v2 12 コ ア  
CPU（パープル）用）。

CPU ヒ ー ト シン クおよび CPU の取 り 付け ま たは交換を行 う には、次の手順に従います。

ステ ッ プ  1 交換する  CPU および ヒ ー ト シン ク を取 り 外し ます。

a. 「サーバのシ ャ ッ ト ダ ウ ンおよび電源オフ」セ ク シ ョ ン（3-7 ページ）の説明に従ってサーバの
電源をオフに し ます。

b. 上部カバーを取 り 外せる よ う に、サーバを ラ ッ ク の前方に引き出し ます。場合に よ っては、背
面パネルか ら ケーブルを取 り 外し て隙間を空け る必要があ り ます。

注意 コ ンポーネン ト への接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラ ッ ク か ら サーバを取 り 出し て
く だ さ い。

c. 「サーバ上部カバーの取 り 外しおよび取 り 付け」セ ク シ ョ ン（3-8 ページ）の説明に従って、上
部カバーを取 り 外し ます。

d. No. 2 プ ラ ス  ド ラ イバを使用し て、ヒ ー ト シン ク を固定し ている  4 本の非脱落型ネジを緩め、
持ち上げて CPU か ら外し ます。

（注） 各ネジを緩める と きは、順に均等に行い、ヒ ー ト シン ク ま たは CPU が損傷し ない よ う に
し ます。

e. ア イ コ ンの ラベルがついた 1 つめの CPU 固定ラ ッ チを外し、その後 ア イ コ ンの ラベ
ルがついた 2 つめの固定ラ ッ チを外し ます。図 3-13 を参照し て く だ さ い。

f. ヒ ンジ付き の CPU カバー プレー ト を開き ます。
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サーバ コ ンポーネン ト の取り付けまたは交換 
図 3-13 CPU ヒー ト シン ク と ソケ ッ ト

ステ ッ プ  2 ソ ケ ッ ト か ら保護キ ャ ッ プや古い CPU を取 り 外し ます（あ る場合）。

 • 古い CPU を取 り 外す場合は、ス テ ッ プ 3 に進みます。

 • 空で出荷さ れた ソ ケ ッ ト に新し い CPU を取 り 付け る場合、接続ピ ンが曲が る のを防ぐ ため
にその ソ ケ ッ ト には保護キ ャ ッ プが付け られています。図 3-14 に示すツールを使用し て、保
護キ ャ ッ プをつかみ、回し てキ ャ ッ プを取 り 外し ます。

図 3-14 保護キャ ッ プの取り外し ツール 

1 CPU 固定ラ ッ チ、 3 ヒ ンジ付き  CPU カバー プレー ト

2 CPU 固定ラ ッ チ、 –

1

3

2

3
3

2
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9
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サーバ コ ンポーネン ト の取り付けまたは交換
ステ ッ プ  3 古い CPU を取 り 外し ます。

a. ソ ケ ッ ト 内の CPU 上にピ ッ ク アン ド プレース  ツールをセ ッ ト し、ツール上の矢印と ソ ケ ッ ト
上の登録マーク（小さ な三角形のマーク）の位置を合わせます。図 3-15 を参照し て く だ さい。

b. ツールの上部ボ タ ン を押し て、取 り 付け られた CPU をつかみます。

c. ツールおよび CPU を ま っすぐ持ち上げます。

d. ツールの上部ボ タ ン を押し て、古い CPU を静電気防止素材に離し ます。

図 3-15 CPU の取り外し と挿入

ステ ッ プ  4 次の よ う に し て、新し い CPU を ピ ッ ク アン ド プレース  ツールに挿入し ます。

a. 新し い CPU をパ ッ ケージか ら取 り 出し、キ ッ ト に付属のペデス タルに配置し ます。CPU の角
にあ る登録マーク をペデス タルの角にあ る矢印の位置に合わせます（図 3-16 を参照）。

b. ツールの上部ボ タ ン を押し下げ、開いた状態に ロ ッ ク し ます。

c. ピ ッ ク アン ド プレース  ツールを  CPU ペデス タルにセ ッ ト し、ツールの矢印をペデス タルの
角にあ る矢印の位置に合わせます。ツールの タ ブが、ペデス タルのス ロ ッ ト に正し く 取 り 付
け られている こ と を確認し ます。

d. ツールのサ イ ド  レバーを押し て、CPU をつかみ、ロ ッ ク し ます。

e. ツールおよび CPU をペデス タルか ら ま っすぐ持ち上げます。

1 ツール上の矢印 2 CPU ソ ケ ッ ト の登録マー ク

33
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2
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サーバ コ ンポーネン ト の取り付けまたは交換 
図 3-16 ペデス タル上の CPU およびピ ッ クアン ド プレース ツール 

ステ ッ プ  5 次の よ う に し て、新し い CPU を取 り 付け ます。

a. CPU を保持し ている ピ ッ ク アン ド プレース  ツールをマザーボー ド 上の空の CPU ソ ケ ッ ト
の上にセ ッ ト し ます。

（注） 図 3-15 に示し てい る よ う に、ツールの上部にあ る矢印を  CPU ソ ケ ッ ト の金属の上にス
タ ンプ さ れている登録マーク（小さ な三角形）の位置に合わせます。

b. ツールの上部ボ タ ン を押し て、CPU を ソ ケ ッ ト 内にセ ッ ト し ます。空のツールを取 り 外し
ます。

c. ヒ ンジ付き の CPU カバー プレー ト を閉じ ます。

d. ア イ コ ンの ラベルがついた CPU 固定ラ ッ チを閉じ、その後 ア イ コ ンのついた CPU 固
定ラ ッ チを閉じ ます。図 3-13 を参照し て く だ さ い。

ステ ッ プ  6 次の よ う に、ヒ ー ト シン ク を取 り 付け ます。

注意 適切に冷却さ れる よ う に、ヒ ー ト シン ク の CPU 側の表面に損傷のない新し い熱パ ッ ド が必要で
す。以前に取 り 付けた ヒ ー ト シン ク を交換する場合は、古い熱パ ッ ド を取 り 外す必要があ り ま
す。新し い ヒ ー ト シン ク を取 り 付け る場合は、後述の手順 d. に進んで く だ さ い。

a. 古い熱パ ッ ド にアルコールベースの洗浄液を付け、少な く と も  15 秒間吸収させます。

b. ヒ ー ト シン ク の表面を傷つけない柔ら かい布を使って、古い ヒ ー ト シン ク か ら古い熱パ ッ ド
をすべてふき取 り ます。

1 位置合わせの矢印マーク –

1

1

1
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サーバ コ ンポーネン ト の取り付けまたは交換
c. 付属のシ リ ンジか ら サーマル グ リ ス を  CPU の上部に塗布し ます。

約 2 立方センチのグ リ ス（シ リ ンジの中身の約半分）を、図 3-17 で示すパターンで CPU の上
部に塗布し ます。

（注） CPU のスペアにはサーマル グ リ スのシ リ ンジが 2 つ付属し ています。それぞれ青いキ ャ ッ
プ と赤いキ ャ ッ プが付いています。赤いキ ャ ッ プのシ リ ンジは UCS-CPU-GREASE2= であ
り 、こ のサーバで使用し ます。

（注） サーマル グ リ スのシ リ ンジがない場合は、予備を発注し ます（UCS-CPU-GREASE2=）。

図 3-17 サーマル グ リ スの塗布パターン

d. 新し い ヒ ー ト シン ク の場合は、新し い ヒ ー ト シン ク の底面にあ る熱パ ッ ド か ら保護フ ィ ルム
をはが し ます。

（注） 熱パ ッ ド が塗布済みの新し い ヒ ー ト シン ク を取 り 付け る場合は、シ リ ンジのサーマル グ
リ ス を塗布し ないで く だ さ い。

e. ヒ ー ト シン ク の非脱落型ネジをマザーボー ド の絶縁ポス ト の位置に合わせ、No. 2 プ ラ ス  ド
ラ イバを使用し て非脱落型ネジを均等に締めます。

（注） 各ネジを締める と きは、順に均等に行い、ヒ ー ト シン ク ま たは CPU が損傷し ない よ う に
し ます。

f. 上部カバーを取 り 付け ます。

g. サーバを ラ ッ ク の元の位置に戻し、ケーブルを再度接続し た ら、電源ボ タ ン を押し てサーバ
の電源を入れます。

33
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サーバ コ ンポーネン ト の取り付けまたは交換 
RMA 交換のマザーボー ドの注文に追加する CPU 関連パーツ

マザーボー ド ま たは CPU の Return Material Authorization（RMA）が Cisco UCS C シ リ ーズ サーバ
で行われる と 、CPU ま たはマザーボー ド 予備部品表（BOM）に含まれていない可能性のあ る追加
部品があ り ます。TAC エンジニアが正常に交換を行 う ためには、RMA に追加部品を追加する必
要があ る場合があ り ます。

 • シナ リ オ 1：既存の ヒ ー ト シン ク を再利用し ています。

 – ヒ ー ト  シン ク の ク リ ーニン グ  キ ッ ト （UCSX-HSCK=）

 – C220 用サーマル グ リ ス  キ ッ ト （UCS-CPU-GREASE2=）

 – Intel CPU のピ ッ ク アン ド プレース  ツール：UCS-CPU-EP-PNP=（10、8、6、4、2 コ ア  CPU
（グ リ ーン）用）ま たは UCS-CPU-EP2-PNP=（v2 12 コ ア  CPU（パープル）用）

 • シナ リ オ 2：既存の ヒ ー ト シン ク を交換し ています。

 – ヒ ー ト  シン ク（UCSC-HS-C220M3=）

 – ヒ ー ト  シン ク の ク リ ーニン グ  キ ッ ト （UCSX-HSCK=）

 – Intel CPU のピ ッ ク アン ド プレース  ツール：UCS-CPU-EP-PNP=（10、8、6、4、2 コ ア  CPU
（グ リ ーン）用）ま たは UCS-CPU-EP2-PNP=（v2 12 コ ア  CPU（パープル）用）

CPU ヒ ー ト シン ク  ク リ ーニン グ  キ ッ ト は最大 4 CPU および ヒ ー ト  シン ク の ク リ ーニングに最
適です。ク リ ーニン グ  キ ッ ト には、古いサーマル イ ン ターフ ェ イ ス  マテ リ アルの CPU および
ヒ ー ト シン ク の ク リ ーニン グ用 と 、ヒ ー ト シン ク の表面調整用の 2 本のボ ト ルの溶液が入って
います。

新し い ヒ ー ト シン ク のスペアには小型プ ラ スチ ッ ク  シー ト でカバーされたサーマル イ ン ター
フ ェ イ ス  マテ リ アルが事前に取 り 付け られています。ヒ ー ト シン ク を取 り 付け る前に CPU の古
いサーマル イ ン ターフ ェ イ ス  マテ リ アルを洗浄する こ と が重要です。こ のため、新し い ヒ ー ト  
シン ク を注文する場合には、ヒ ー ト  シン ク  ク リ ーニン グ  キ ッ ト を注文する必要があ り ます。

マザーボー ド  RTC バッ テ リの交換

警告 バッ テ リ を正し く 交換し ないと、爆発するおそれがあ り ます。交換用バッ テ リは元のバッ テ リ と
同じ ものか、製造元が推奨する同等のタ イ プのものを使用し て く だ さ い。使用済みのバッ テ リ
は、製造元が指示する方法に従っ て処分し て く だ さ い。（ステー ト メ ン ト  1015）

リ アルタ イ ム  ク ロ ッ ク（RTC）バ ッ テ リ は、サーバの電源が外れている と き にシ ス テムの設定を

保持し ます。バ ッ テ リ  タ イ プは CR2032 です。シ ス コ では、ほ と んどの電器店か ら購入で き る、業

界標準の CR2032 バ ッ テ リ をサポー ト し ています。

ステ ッ プ  1 次の よ う に し て、RTC バ ッ テ リ を取 り 外し ます（図 3-18 を参照）。

a. 「サーバのシ ャ ッ ト ダ ウ ンおよび電源オフ」セ ク シ ョ ン（3-7 ページ）の説明に従ってサーバの
電源をオフに し ます。

b. 上部カバーを取 り 外せる よ う に、サーバを ラ ッ ク の前方に引き出し ます。場合に よ っては、背
面パネルか ら ケーブルを取 り 外し て隙間を空け る必要があ り ます。
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サーバ コ ンポーネン ト の取り付けまたは交換
注意 コ ンポーネン ト への接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラ ッ ク か ら サーバを取 り 出し て
く だ さ い。

c. 「サーバ上部カバーの取 り 外しおよび取 り 付け」セ ク シ ョ ン（3-8 ページ）の説明に従って、上
部カバーを取 り 外し ます。

d. RTC バ ッ テ リ の位置を確認し ます。図 3-18 を参照し て く だ さ い。

e. マザーボー ド 上のホルダーか ら バ ッ テ リ をゆっ く り と 取 り 外し ます。

ステ ッ プ  2 次の よ う に し て、RTC バ ッ テ リ を取 り 付け ます。

a. バ ッ テ リ を ホルダーの固定ク リ ッ プの内側にゆっ く り と 挿入し ます。

（注） 「3V+」のマー ク が付いてい るバ ッ テ リ のプ ラ ス側を、固定ク リ ッ プ と シ ャーシの壁があ
る側に向け る必要があ り ます。

b. バ ッ テ リ が し っか り 装着さ れる まで ソ ケ ッ ト に押し込みます。

c. 上部カバーを取 り 付け ます。

d. サーバを ラ ッ ク の元の位置に戻し、ケーブルを再度接続し た ら、電源ボ タ ン を押し てサーバ
の電源を入れます。

図 3-18 マザーボー ド  RTC バッ テ リの交換

1 マザーボー ド 上の RTC バ ッ テ リ  ホルダー –
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サーバ コ ンポーネン ト の取り付けまたは交換 
メザニン カー ドの交換

（注） アダプ タ  カー ド ま たは RAID コ ン ト ローラ  カー ド などの コ ンポーネン ト を交換し た後、互換性
のあ る フ ァーム ウ ェ ア  レベルにすべてのシ ス コ  コ ンポーネン ト を更新する には Cisco Host 
Upgrade Utility を使用し ます（『Cisco Host Upgrade Utility User Guides』）。サー ド パーテ ィ  コ ン
ポーネン ト を イ ン ス ト ールし た ら、サー ド パーテ ィ  ベンダーが提供する フ ァーム ウ ェ ア ま たは
ド ラ イバを イ ン ス ト ールし ます。

サーバには、マザーボード 上に メ ザニン型 RAID コ ン ト ローラ  カード 専用の ソ ケ ッ ト があ り ます。

（注） サポー ト さ れている カー ド と ケーブルの詳細については、RAID コ ン ト ローラ に関する考慮事項
（C-1 ページ）を参照し て く だ さ い。

メ ザニン  カー ド の取 り 付け ま たは交換を行 う には、次の手順に従います。

ステ ッ プ  1 次の よ う に し て、交換する メ ザニン  カー ド を取 り 外し ます（図 3-19 を参照）。

a. 「サーバのシ ャ ッ ト ダ ウ ンおよび電源オフ」セ ク シ ョ ン（3-7 ページ）の説明に従ってサーバの
電源をオフに し ます。

b. 上部カバーを取 り 外せる よ う に、サーバを ラ ッ ク の前方に引き出し ます。場合に よ っては、背
面パネルか ら ケーブルを取 り 外し て隙間を空け る必要があ り ます。

注意 コ ンポーネン ト への接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラ ッ ク か ら サーバを取 り 出し て
く だ さ い。

c. 「サーバ上部カバーの取 り 外しおよび取 り 付け」セ ク シ ョ ン（3-8 ページ）の説明に従って、上
部カバーを取 り 外し ます。

d. すべてのケーブルを メ ザニン  カー ド か ら外し ます。

ヒ ン ト ケーブルを外す前にラベルを付ける と、取 り 換えが容易にな り ます。

e. メ ザニン カード をマザーボード の絶縁ポス ト に固定している  1 本の非脱落型ネジを緩めます。

f. メ ザニン  カー ド をサーバの前面方向に約 1 イ ンチ引き出し てマザーボー ド の ソ ケ ッ ト か ら
外し、シ ャーシか ら カー ド を取 り 外し ます。

ステ ッ プ  2 次のよ う にし て、新しい メ ザニン  カード を取 り 付けます。

a. 新し い メ ザニン  カー ド をその コ ネ ク タ がマザーボー ド の ソ ケ ッ ト の位置 と 合 う よ う にマ
ザーボー ド 上に配置し ます。さ ら に、非脱落型ネジをマザーボー ド の絶縁ポス ト の位置に合
わせます。

b. メ ザニン  カー ド の両端を均等に押し て、カー ド の コ ネ ク タ をマザーボー ド 上の ソ ケ ッ ト に
差し込みます。

c. メ ザニン  カー ド をマザーボー ド の絶縁ポ ス ト に固定する  1 本の非脱落型ネジを締めます。

d. メ ザニン  カー ド にケーブルを再接続し ます。詳細については、「RAID コ ン ト ローラ のケーブ
ル接続（C-19 ページ）」を参照し て く だ さ い。

e. 上部カバーを取 り 付け ます。
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サーバ コ ンポーネン ト の取り付けまたは交換
f. サーバを ラ ッ ク の元の位置に戻し、ケーブルを再度接続し た ら、電源ボ タ ン を押し てサーバ
の電源を入れます。

g. 交換用カー ド の場合は、RAID コ ン ト ローラ交換後の RAID 設定の復元（C-23 ページ）に進み
ます。

図 3-19 メザニン カー ドの交換

PCIe ラ イザーの交換

サーバには、ツール不要の PCIe ラ イ ザーが 2 つあ り 、PCIe カー ド を水平に取 り 付け られます。各
ラ イ ザーの PCIe ス ロ ッ ト の詳細については、表 3-7 を参照し て く だ さ い。

図 3-20 PCIe スロ ッ ト を表示する背面パネル

1 非脱落型ネジ 2 マザーボード上の メ ザニン カード  コネク タ 
（PCI ラ イザー 2 の下に一部だけ見えている）
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サーバ コ ンポーネン ト の取り付けまたは交換 
PCIe ラ イ ザーの取 り 付けま たは交換を行 う には、次の手順に従います。

ステ ッ プ  1 次の よ う に し て、交換する  PCIe ラ イ ザーを取 り 外し ます（図 3-19 を参照）。

a. 「サーバのシ ャ ッ ト ダ ウ ンおよび電源オフ」セ ク シ ョ ン（3-7 ページ）の説明に従ってサーバの
電源をオフに し ます。

b. 上部カバーを取 り 外せる よ う に、サーバを ラ ッ ク の前方に引き出し ます。場合に よ っては、背
面パネルか ら ケーブルを取 り 外し て隙間を空け る必要があ り ます。

注意 コ ンポーネン ト への接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラ ッ ク か ら サーバを取 り 出し て
く だ さ い。

c. 「サーバ上部カバーの取 り 外しおよび取 り 付け」セ ク シ ョ ン（3-8 ページ）の説明に従って、上
部カバーを取 り 外し ます。

d. PCIe ラ イ ザーの両端を ま っすぐ持ち上げて、その回路基板をマザーボー ド の ソ ケ ッ ト か ら
外し ます。

e. ラ イ ザーにカー ド が取 り 付け られている場合は、ラ イザーか ら カー ド を取 り 外し ます。

ステ ッ プ  2 次のよ う にし て、新しい PCIe ラ イザーを取 り 付けます。

a. 古い PCIe ラ イ ザーか ら カー ド を取 り 外し ていた場合は、そのカー ド を新し い ラ イ ザーに取
り 付け ます（PCIe カー ド の交換（3-34 ページ）を参照）。

b. PCIe ラ イ ザーをマザーボー ド 上の ソ ケ ッ ト と シ ャーシの位置合わせ機構の上に配置し ます
（図 3-19 を参照）。

 • PCIe ラ イザーの金属製シェルには、シ ャーシのペグがはま る位置合わせス ロ ッ ト があ り ます。

 • 金属製シ ェルには、シ ャーシの背面パネルのス ロ ッ ト にはま る ガ イ ド つまみがあ り ます。

c. PCIe ラ イ ザーの両端を慎重に押し下げて、回路基板の コ ネ ク タ をマザーボー ド 上の ソ ケ ッ
ト に し っか り と 差し込みます。

d. 上部カバーを取 り 付け ます。

e. サーバを ラ ッ ク の元の位置に戻し、ケーブルを再度接続し た ら、電源ボ タ ン を押し てサーバ
の電源を入れます。
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サーバ コ ンポーネン ト の取り付けまたは交換
図 3-21 PCIe ラ イザーの交換 

PCIe カー ドの交換 

注意 シ ス コ では、シ ス コ が認定および販売し ているすべての PCIe カー ド をサポー ト し ています。シ
ス コ が認定も販売も し ていない PCIe カー ド については、お客様の責任でご使用 く だ さ い。シ ス
コ では、C シ リ ーズ ラ ッ ク マ ウ ン ト  サーバのサポー ト は常時行ってお り ますが、市販の標準規格
のサー ド パーテ ィ  カー ド を使用し ているお客様は、そのサー ド パーテ ィ のカー ド で問題が発生
し た場合、そのサー ド パーテ ィ  カー ド のベンダーにご連絡し ていただ く 必要があ り ます。

（注） アダプ タ  カー ド ま たは RAID コ ン ト ローラ  カー ド などの コ ンポーネン ト を交換し た後、互換性
のあ る フ ァーム ウ ェ ア  レベルにすべてのシ ス コ  コ ンポーネン ト を更新する には Cisco Host 
Upgrade Utility を使用し ます（『Cisco Host Upgrade Utility User Guides』）。サー ド パーテ ィ  コ ン
ポーネン ト を イ ン ス ト ールし た ら、サー ド パーテ ィ  ベンダーが提供する フ ァーム ウ ェ ア ま たは
ド ラ イバを イ ン ス ト ールし ます。

1 PCIe ラ イ ザー 1 用のシ ャーシの位置合わ
せペグ

3 PCIe ラ イ ザー 2 用のシ ャーシの位置合わ
せペグ

2 背面のガ イ ド つまみ –
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サーバ コ ンポーネン ト の取り付けまたは交換 
こ の項では、次の ト ピ ッ ク について取 り 上げます。

 • PCIe ス ロ ッ ト （3-35 ページ）

 • RAID カー ド  フ ァーム ウ ェ アの互換性（3-35 ページ）

 • PCIe カー ド の交換（3-36 ページ）

 • Cisco UCS 仮想イ ン ターフ ェ イ ス  カー ド の特記事項（3-37 ページ）

 • Cisco UCS Fusion ioDrive2 ス ト レージ ア ク セ ラ レータ  カー ド の特別な考慮事項（3-37 ページ）

 • RAID コ ン ト ローラ  カー ド  ケーブルの配線路（3-38 ページ）

 • 複数の PCIe カー ド の取 り 付けおよび限られた リ ソースの解決（3-38 ページ）

PCIe スロ ッ ト

サーバには、ツール不要の PCIe ラ イ ザーが 2 つあ り 、PCIe カー ド を水平に取 り 付け られます。こ
れら の ラ イ ザー上の PCIe ス ロ ッ ト の詳細については、図 3-22 と 表 3-7 を参照し て く だ さ い。

図 3-22 PCIe スロ ッ ト を表示する背面パネル

RAID カー ド  フ ァームウェ アの互換性

取 り 付け る  PCIe カー ド が RAID コ ン ト ローラ  カー ド の場合、RAID コ ン ト ローラ のフ ァーム
ウ ェ アに、サーバに イ ン ス ト ールさ れている  Cisco IMC および BIOS の現行バージ ョ ン と の互換
性があ る こ と を確認する必要があ り ます。互換性がない場合は、Host Upgrade Utility（HUU）を使
用し て、RAID コ ン ト ローラ のフ ァーム ウ ェ アを互換性のあ る レベルにア ッ プグ レー ド ま たはダ
ウ ン グ レー ド し て く だ さ い。

こ のユーテ ィ リ テ ィ をダ ウ ン ロー ド する方法、およびこ のユーテ ィ リ テ ィ を使用し てサーバ コ
ンポーネン ト を互換性のあ る レベルにする方法については、HUU ガ イ ド に用意さ れている、ご
使用の Cisco IMC リ リ ースに対応する  HUU ガ イ ド を参照し て く だ さ い。

PSU1PSU1 PSU2PSU2PSU1 PSU2

33
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表 3-7 PCIe 拡張スロ ッ ト  

スロ ッ ト 番号 電気 レーン幅 コ ネク タの長さ カー ドの長さ 1 

1. こ れは、内部の空間に よ ってサポー ト さ れる長さ です。

カー ド の高さ 2 

2. こ れは、背面パネルの開口部のサ イ ズです。

NCSI3 のサポー ト

3. Network Communications Services Interface プロ ト コル。

1（ラ イ ザー 
1 上）

Gen-3 x16 x24 拡張 1/2 レ ング ス  フルハイ ト  Yes4

4. サーバがス タ ンバイ電源モー ド になっている場合にのみ、ス ロ ッ ト  1 は動作で き ます。

2（ラ イ ザー 
2 上）5

5. ス ロ ッ ト  2 は、シングル CPU 構成では使用で き ません。

Gen-3 x8 x16 コ ネ ク タ 1/2 レ ング ス 1/2 ハイ ト  No
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サーバ コ ンポーネン ト の取り付けまたは交換
PCIe カー ドの交換 

（注） Cisco UCS 仮想イ ン ターフ ェ イ ス  カー ド を取 り 付け る場合、前提条件に関する考慮事項があ り
ます。Cisco UCS 仮想イ ン ターフ ェ イ ス  カー ド の特記事項（3-37 ページ）を参照し て く だ さ い。

（注） RAID コ ン ト ローラ  カー ド を取 り 付け る場合は、サポー ト さ れてい る カー ド と ケーブルの詳細
について、RAID コ ン ト ローラ に関する考慮事項（C-1 ページ）を参照し て く だ さ い。

PCIe カー ド の取 り 付けま たは交換を行 う には、次の手順に従います。

ステ ッ プ  1 次の よ う に し て、PCIe ラ イ ザーか ら  PCIe カー ド （ま たはブ ラ ン ク  フ ィ ラー パネル）を取 り 外し
ます。

a. 「サーバのシ ャ ッ ト ダ ウ ンおよび電源オフ」セ ク シ ョ ン（3-7 ページ）の説明に従ってサーバを
シ ャ ッ ト ダ ウ ン し、電源をオフに し ます。

b. 上部カバーを取 り 外せる よ う に、サーバを ラ ッ ク の前方に引き出し ます。場合に よ っては、背
面パネルか ら ケーブルを取 り 外し て隙間を空け る必要があ り ます。

注意 コ ンポーネン ト への接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラ ッ ク か ら サーバを取 り 出し て
く だ さ い。

c. 「サーバ上部カバーの取 り 外しおよび取 り 付け」セ ク シ ョ ン（3-8 ページ）に示すよ う に、上部
カバーを取 り 外し ます。

d. 交換する  PCIe カー ド のポー ト か ら、すべてのケーブルを外し ます。

ヒ ン ト 新し いカー ド を正し く 接続で き る よ う に、ケーブルを外す と き に ラベルを付けておき
ます。

e. PCIe ラ イ ザーの両端を ま っすぐ持ち上げて、マザーボー ド の ソ ケ ッ ト か ら外し ます。

f. PCIe カー ド の両端を均等に引いて、PCIe ラ イ ザーの ソ ケ ッ ト か ら取 り 外し ます。

ラ イ ザーにカー ド がない場合は、ラ イザーの背面の開口部か ら ブ ラ ン ク  パネルを取 り 外し
ます。

ステ ッ プ  2 次の よ う に し て、新し い PCIe カー ド を取 り 付けます。

a. 新し い PCIe カー ド を  PCIe ラ イ ザーの空ソ ケ ッ ト の位置に合わせます。

（注） カー ド を空ソ ケ ッ ト の位置に合わせる と 同時に、カー ド の背面パネル タ ブを ラ イザーの
背面パネルの開口部の位置に合わせ、挿入し ます。

b. カー ド の両端を均等に押し下げて、ソ ケ ッ ト に し っか り と 装着し ます。

c. カー ド の背面パネル タ ブが、PCIe ラ イ ザーの背面パネルの開口部に対し て水平になってい
る こ と を確認し ます。

d. PCIe ラ イ ザーをマザーボー ド 上の ソ ケ ッ ト と 位置合わせ機構の上に配置し ます（図 3-21 を
参照）。
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サーバ コ ンポーネン ト の取り付けまたは交換 
e. PCIe ラ イ ザーの両端を慎重に押し下げて、回路基板の コ ネ ク タ をマザーボー ド 上の ソ ケ ッ
ト に し っか り と 差し込みます。

f. 上部カバーを取 り 付け ます。

g. サーバを ラ ッ ク の元の位置に戻し、ケーブルを再度接続し た ら、電源ボ タ ン を押し てサーバ
の電源を入れます。

h. 交換し たカー ド が RAID コ ン ト ローラ の場合は、RAID コ ン ト ローラ交換後の RAID 設定の
復元（C-23 ページ）に進みます。

Cisco UCS 仮想イン ターフ ェ イス カー ドの特記事項

表 3-8 に、サポー ト されている  Cisco UCS 仮想イ ン ターフ ェ イ ス  カー ド （VIC）の要件を示し ます。

Cisco UCS Fusion ioDrive2 ス ト レージ アクセラ レータ  カー ドの特別な考慮事項

表 3-9 では、サポー ト さ れる  Cisco UCS Fusion ioDrive2 カー ド の要件について説明し ます。

表 3-8 Cisco UCS C220 の仮想イ ン ターフ ェ イス カー ドの要件 

仮想イ ン ターフ ェ イ
ス  カー ド （VIC）

サーバでサ
ポー ト され
ている  VIC 
の数

VIC をサ
ポー ト する
ス ロ ッ ト 1

1. PCIe ス ロ ッ ト （3-35 ページ）を参照し て く だ さ い。

UCS 統合または 
Cisco Card NIC 
モー ド 用のプ ラ
イ マ リ  ス ロ ッ ト

最小 
CIMC 
フ ァーム
ウ ェ ア 

UCS 統合で
使用する場
合の最小 
VIC フ ァ ー
ム ウ ェ ア

ア ッ プス ト リ ーム
の Nexus フ ァ ブ
リ ッ ク  イ ン ターコ
ネ ク ト での最小 
Nexus OS

Cisco UCS VIC P81E

N2XX-ACPCI01

1 PCIE 1 PCIE 1 1.4(4) 2.0(2) 5.0

Cisco UCS VIC 1225 

UCSC-PCIE-CSC-02

1 PCIE 1 PCIE 1 1.4(6) 2.1(0) 5.0

Cisco UCS VIC1225T

UCSC-PCIE-C10T-02

1 PCIE 1 PCIE 12

2. こ の時点では Cisco UCS VIC1225T は UCS と の統合はサポー ト さ れていません

1.5(1) 2.1(1) 5.0

Cisco UCS VIC 1285

UCSC-PCIE-C40Q-02

1 PCIE 1 PCIE 1 1.5(4) 2.2(1b) 5.0

表 3-9 Fusion ioDrive2 カー ド用 Cisco UCS C220 の要件 

カー ド
サポー ト されてい
る最大カー ド 数

カード をサポー
ト する ス ロ ッ ト 1

最小 CIMC 
フ ァーム ウ ェ ア 

カー ド の高 さ  
（背面パネル 
タ ブ）

Cisco UCS 3.0 TB MLC Fusion ioDrive2

UCSC-F-FIO-3000M

1 PCIE 1 1.5（2） フルハイ ト

Cisco UCS 1205 GB MLC Fusion ioDrive2

UCSC-F-FIO-1205M

2 PCIE 1

PCIE 22
1.5（2） ハーフハイ ト 3
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サーバ コ ンポーネン ト の取り付けまたは交換
RAID コ ン ト ローラ  カー ド  ケーブルの配線路

取 り 付け ま たは交換を行 う  PCIe カー ド が RAID コ ン ト ローラ  カー ド の場合は、必要なケーブ
ル と ケーブル配線路に関する ガ イ ド ラ イ ンについて、RAID コ ン ト ローラ に関する考慮事項
（C-1 ページ）を参照し て く だ さ い。

複数の PCIe カー ドの取り付けおよび限られた リ ソースの解決

多数の PCIe ア ド オン  カー ド がサーバに取 り 付け られてい る場合、PCIe デバイ スに必要な次の
リ ソースがシ ス テムに不足する可能性があ り ます。

 • オプシ ョ ン  ROM メ モ リ 領域

 • 16 ビ ッ ト  I/O 領域

こ の項の ト ピ ッ ク では、こ れら の リ ソース不足に関連する問題を解決する ためのガ イ ド ラ イ ン
を示し ます。

 • オプシ ョ ン  ROM を実行する ための メ モ リ 領域の不足の解決（3-38 ページ）

 • 不足し ている  16 ビ ッ ト  I/O 領域の解決（3-39 ページ）

オプシ ョ ン ROM を実行するためのメ モ リ領域の不足の解決

PCIe レガシー オプシ ョ ン  ROM を実行する ための メ モ リ は非常に限られている ため、多数の 
PCIe ア ド オン  カー ド がサーバに取 り 付け られてい る と 、シ ス テム  BIOS は一部のオプシ ョ ン  
ROM を実行で き ない場合があ り ます。シ ス テム  BIOS は、PCIe カー ド が列挙さ れている順番（ス
ロ ッ ト  1、ス ロ ッ ト  2、ス ロ ッ ト  3 など）でオプシ ョ ン  ROM を ロー ド し、実行し ます。

シ ス テム  BIOS は、任意の PCIe オプシ ョ ン  ROM を ロー ド する ための メ モ リ 領域が十分にない場
合、そのオプシ ョ ン  ROM の ロー ド を ス キ ッ プ し、シ ス テム  イベン ト  ロ グ（SEL）イベン ト を  
CIMC コ ン ト ローラ にレポー ト し、BIOS セ ッ ト ア ッ プ ユーテ ィ リ テ ィ の [Error Manager] ページ
で次のエ ラーを レポー ト し ます。

ERROR CODE SEVERITY INSTANCE DESCRIPTION
146 Major N/A PCI out of resources error.

Major severity requires user
intervention but does not
prevent system boot.

Cisco UCS 785 GB MLC Fusion ioDrive2

UCSC-F-FIO-785M

2 PCIE 1

PCIE 2
1.5（2） ハーフハイ ト

Cisco UCS 365 GB MLC Fusion ioDrive2

UCSC-F-FIO-365M

2 PCIE 1

PCIE 2
1.5（2） ハーフハイ ト

1. PCIe ス ロ ッ ト （3-35 ページ）を参照し て く だ さ い。

2. ス ロ ッ ト  2 は、シングル CPU 構成では使用で き ません。

3. 背面パネル タ ブ アダプ タは、フルハイ ト  ス ロ ッ ト  1 にハーフハイ ト  カー ド を合わせる必要があ り ます。

表 3-9 Fusion ioDrive2 カー ド用 Cisco UCS C220 の要件（続き）

カー ド
サポー ト されてい
る最大カー ド 数

カード をサポー
ト する ス ロ ッ ト 1

最小 CIMC 
フ ァーム ウ ェ ア 

カー ド の高 さ  
（背面パネル 
タ ブ）
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サーバ コ ンポーネン ト の取り付けまたは交換 
こ の問題を解決する には、シ ス テムの起動に不要なオプシ ョ ン  ROM をデ ィ セーブルに し ます。
BIOS セ ッ ト ア ッ プ ユーテ ィ リ テ ィ にはセ ッ ト ア ッ プ オプシ ョ ンがあ り 、PCIe 拡張ス ロ ッ ト の 
PCIe ス ロ ッ ト  レベルおよびオンボー ド  NIC のポー ト  レベルでオプシ ョ ン  ROM を イ ネーブル
ま たはデ ィ セーブルに し ます。こ れら のオプシ ョ ンは、BIOS セ ッ ト ア ッ プ ユーテ ィ リ テ ィ の 
[Advanced] [PCI Configuration] ページにあ り ます。

 • RAID コ ン ト ローラ のブー ト に関する ガ イ ド ラ イ ン  

サーバが RAID ス ト レージか ら基本的に起動する よ う に設定さ れてい る場合、RAID コ ン ト
ローラ の設定に応じ て、RAID コ ン ト ローラ が取 り 付け られた ス ロ ッ ト のオプシ ョ ン  ROM 
が BIOS で イ ネーブルになっている こ と を確認し ます。

こ れら のス ロ ッ ト のオプシ ョ ン  ROM が イ ネーブルになってい る に も かかわ らず、RAID コ
ン ト ローラ がシ ス テム  ブー ト 順序に表示さ れない場合は、RAID コ ン ト ローラ  オプシ ョ ン  
ROM の実行に必要な メ モ リ 領域が不足し てい る可能性があ り ます。こ の場合は、シ ス テム設
定に不要な他のオプシ ョ ン  ROM をデ ィ セーブルに し て、メ モ リ 領域を  RAID コ ン ト ローラ  
オプシ ョ ン  ROM 用に空けます。

Factory-Default オプシ ョ ン  ROM 設定（C-5 ページ）も参照し て く だ さ い。

 • オンボー ド  NIC PXE のブー ト に関する ガ イ ド ラ イ ン  

オンボー ド  NIC か ら  PXE ブー ト を最初に実行する よ う にシ ス テムが設定さ れてい る場合、
ブー ト 元のオンボー ド  NIC のオプシ ョ ン  ROM が BIOS セ ッ ト ア ッ プ ユーテ ィ リ テ ィ で イ
ネーブルになっている こ と を確認し て く だ さ い。不要な他のオプシ ョ ン  ROM をデ ィ セーブ
ルに し て、オンボー ド  NIC に十分な メ モ リ 領域を確保し ます。

不足し ている 16 ビ ッ ト  I/O 領域の解決 

シ ス テムでは、64 KB のレガシー 16 ビ ッ ト  I/O リ ソースのみを使用で き ます。64 KB の I/O 領域
は、PCIe コ ン ト ローラ が CPU に統合さ れてい る ため、シ ス テムの CPU 間で分割さ れます。サー
バ BIOS には、各 CPU の 16 ビ ッ ト  I/O リ ソース要件を動的に検出し、BIOS POST の PCI バス列
挙フ ェーズ時に 16 ビ ッ ト  I/O リ ソースの割 り 当てを  CPU 間で適切にバ ラ ン ス を と る機能があ
り ます。

多数の PCIe カー ド がシ ス テムに取 り 付け られてい る場合は、シ ス テム  BIOS の I/O 領域が一部
の PCIe デバイ スで不足する可能性があ り ます。シ ス テム  BIOS で、任意の PCIe デバイ スに必要
な I/O リ ソース を割 り 当て る こ と がで き ない場合、次の現象が確認されます。

 • シ ス テムが、無限の リ セ ッ ト  ループか ら抜け出せな く な る。

 • PCIe デバイ スの初期化時に、BIOS がハング し た よ う に見え る。

 • PCIe オプシ ョ ン  ROM の完了に時間がかか り 、シ ス テム を ロ ッ ク し ている よ う に見え る。

 • PCIe ブー ト  デバイ スに BIOS か ら ア ク セスで き ない。

 • PCIe オプシ ョ ン  ROM が初期化エ ラーを レポー ト する。こ れら のエ ラーは、BIOS が制御をオ
ペレーテ ィ ン グ  シ ス テムに渡す前に表示さ れます。

 • キーボー ド が機能し ない。

こ の問題を回避する には、次の方法を使用し て  16 ビ ッ ト  I/O の負荷の再バ ラ ン ス を行います。

1. 未使用のすべての PCIe カー ド を物理的に取 り 外し ます。

2. シ ス テムに 1 つ以上の Cisco 仮想イ ン ターフ ェ イ ス  カー ド （VIC）が取 り 付け られている場合
は、CIMC WebUI の [Network Adapters] ページを使用し て、シ ス テム  ブー ト 設定に不要な VIC 
での PXE ブー ト をデ ィ セーブルに し て、一部の 16 ビ ッ ト  I/O リ ソース を解放し ます。各 VIC 
では、最小で も  16 KB の 16 ビ ッ ト  I/O リ ソース を使用し てい る ため、Cisco VIC での PXE 
ブー ト をデ ィ セーブルにする と 、一部の 16 ビ ッ ト  I/O リ ソース を解放し て、シ ス テムに取 り
付け られている他の PCIe カー ド に使用で き る よ う にな り ます。
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サーバ コ ンポーネン ト の取り付けまたは交換
内部 SD カー ドの交換

内部 SD カー ド の取 り 付けま たは交換を行 う には、次の手順に従って く だ さ い。

ステ ッ プ  1 交換する  SD カー ド を取 り 外し ます。図 3-23 を参照し て く だ さ い。

a. 「サーバのシ ャ ッ ト ダ ウ ンおよび電源オフ」セ ク シ ョ ン（3-7 ページ）の説明に従ってサーバの
電源をオフに し ます。

b. 上部カバーを取 り 外せる よ う に、サーバを ラ ッ ク の前方に引き出し ます。場合に よ っては、背
面パネルか ら ケーブルを取 り 外し て隙間を空け る必要があ り ます。

注意 コ ンポーネン ト への接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラ ッ ク か ら サーバを取 り 出し て
く だ さ い。

c. 「サーバ上部カバーの取 り 外しおよび取 り 付け」セ ク シ ョ ン（3-8 ページ）の説明に従って、上
部カバーを取 り 外し ます。

d. PCIe ラ イ ザー 2 で交換する  SD カー ド を見つけます。図 3-23 を参照し て く だ さ い。

e. SD カー ド の上部を押し下げて放す と 、ス ロ ッ ト か ら カー ド の一部が出ます。

f. ス ロ ッ ト か ら  SD カー ド を取 り 外し ます。

ステ ッ プ  2 SD カー ド を取 り 付けます。

a. SD カー ド を、ラベル面を外側に向けて ス ロ ッ ト に挿入し ます。

（注） デュ アル カー ド は CIMC 1.5（1）以降でのみサポー ト さ れます。CIMC 1.5（1）以前の リ リ ー
スではシン グル カー ド のみサポー ト さ れ、ス ロ ッ ト  SD1 であ る必要があ り ます（図 3-23
を参照）。

b. カー ド の上部を押し下げ、ス ロ ッ ト の所定の位置に収めます。

c. 上部カバーを取 り 付け ます。

d. サーバを ラ ッ ク の元の位置に戻し、ケーブルを再度接続し た ら、電源ボ タ ン を押し てサーバ
の電源を入れます。

ステ ッ プ  3 SD カー ド が RAID 1 構成に含まれてい る場合、構成 と ハイパーバイ ザ パーテ ィ シ ョ ン を手動で
再同期させる必要があ り ます。ハイパーバイザ パーテ ィ シ ョ ンの再同期（3-41 ページ）で説明さ
れている手順を使用し ます。
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サーバ コ ンポーネン ト の取り付けまたは交換 
図 3-23 PCIe ラ イザー 2 上の SD カー ド  スロ ッ ト

ハイパーバイザ パーテ ィ シ ョ ンの再同期

一方の メ ンバの SD カー ド  ス ロ ッ ト を交換し た場合に、こ のオプシ ョ ン を使用し て  RAID-1 仮
想デ ィ ス ク の 2 つの メ ンバ間でハ イ パーバ イ ザ データ を同期し ます。こ の同期を開始で き る の
は、2 枚のカー ド が検出 さ れ、RAID-1 が正常でない（一方の メ ンバが破損） と 判断 さ れた場合だ
けです。

ステ ッ プ  1 サーバの Cisco IMC 管理イ ン ターフ ェ イ スに ロ グ イ ン し ます。ブ ラ ウザを使用し、サーバに割 り
当て られている  IP ア ド レ ス を入力し ます。

ステ ッ プ  2 Cisco IMC で、[Server Inventory] > [Storage] > [Controller Info] の順に移動し ます。

ステ ッ プ  3 Cisco IMC で [Synchronize Card Configuration] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ  4 Cisco IMC で、[Server Inventory] > [Storage] > [Physical Drive Info] の順に移動し、置き換え られた
カー ド のヘルス  ス テータ スが [Unhealthy] を示し、RAID ロールが [Secondary Active] で
あ る こ と を確認し ます。

ステ ッ プ  5 Cisco UCS Server Configuration Utility（SCU）を起動し ます。

ユーテ ィ リ テ ィ  ISO フ ァ イルをダ ウ ン ロー ド し て、ユーテ ィ リ テ ィ を起動する ための手順につい
ては、『Cisco UCS Server Configuration Utility User Guides』のユーザ ガ イ ド を参照し て く だ さ い。

ステ ッ プ  6 ハイパーバイ ザ パーテ ィ シ ョ ン を  SCU を同期する ために使用し ます。

a. SCU で、ツールバーの [Hypervisor Sync] ア イ コ ン を ク リ ッ ク し ます。

ダ イ ア ロ グボ ッ ク スで、ハイパーバイザ RAID を同期する こ と を確認する よ う 求め られます。

b. [Yes] を ク リ ッ ク し ます。

同期が完了する と 、処理の完了を示すダ イ ア ロ グ  ボ ッ ク スが表示されます。

c. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

ツールバーの [Hypervisor Sync] ア イ コ ンはグ レーア ウ ト さ れます。

1 ス ロ ッ ト  SD2 2 ス ロ ッ ト  SD1
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サーバ コ ンポーネン ト の取り付けまたは交換
 
ステ ッ プ  7 SCU をアンマ ウ ン ト し、サーバを再起動し ます。

a. SCU で、ツールバーの [Reboot] ア イ コ ン を ク リ ッ ク し ます。

[Reboot] ダ イ ア ロ グが表示さ れます。

b. [Yes] を ク リ ッ ク し て リ ブー ト し ます。

c. [Cisco IMC KVM] ウ ィ ン ド ウ で SCU ISO をアンマ ウ ン ト し ます。

d. サーバの正常な リ ブー ト を許可し ます。

LSI RAID バッ テ リ  バッ クア ッ プ ユニ ッ ト 、または SuperCap 電源モ
ジュールの交換

こ のサーバは、1 つの SuperCap 電源モジ ュール（SCPM）の イ ン ス ト ールをサポー ト し ます。ユ
ニ ッ ト は、取 り 外し可能なエアー バ ッ フル上の ク リ ッ プに取 り 付け られます（図 3-24 を参照）。

（注） iBBU09 バッ テ リ  バッ ク ア ッ プ ユニ ッ ト （BBU）は、シス コによ り 廃止され、SuperCap 電源モジ ュー
ル（SCPM）に置き換え られま し た。BBU を交換する場合は、交換用のSCPM（UCS-RAID-CV-SC=）を
注文し て く だ さ い。BBU を使用し ていたカード は SCPM と互換性があ り ます。

SCPM は、キ ャ ッ シ ュ の NAND フ ラ ッ シ ュへのオフ ロー ド に よ る急な電源喪失に備えてデ ィ ス
ク  ラ イ ト バ ッ ク  キ ャ ッ シ ュ  DRAM を約 3 年間バ ッ ク ア ッ プ し ます。

警告 バッ テ リ を正し く 交換し ないと、爆発するおそれがあ り ます。交換用バッ テ リは元のバッ テ リ と
同じ ものか、製造元が推奨する同等のタ イ プのものを使用し て く だ さ い。使用済みのバッ テ リ
は、製造元が指示する方法に従っ て処分し て く だ さ い。 
ステー ト メ ン ト  1015

RAID コ ン ト ローラ  SCPM を交換する には、次の手順に従います。

ステ ッ プ  1 バ ッ ク ア ッ プ ユニ ッ ト を取 り 外し ます（図 3-24 を参照）。

a. 「サーバのシ ャ ッ ト ダ ウ ンおよび電源オフ」セ ク シ ョ ン（3-7 ページ）の説明に従ってサーバの
電源をオフに し ます。

b. 上部カバーを取 り 外せる よ う に、サーバを ラ ッ ク の前方に引き出し ます。場合に よ っては、背
面パネルか ら ケーブルを取 り 外し て隙間を空け る必要があ り ます。

注意 コ ンポーネン ト への接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラ ッ ク か ら サーバを取 り 出し て
く だ さ い。

c. 「サーバ上部カバーの取 り 外しおよび取 り 付け」セ ク シ ョ ン（3-8 ページ）に示すよ う に、上部
カバーを取 り 外し ます。

d. 既存のバ ッ ク ア ッ プ ユニ ッ ト か ら ケーブルを外し ます。

e. バ ッ ク ア ッ プ ユニ ッ ト を ス ラ イ ド させてエアー バ ッ フルの取 り 付けポ イ ン ト 上の ク リ ッ プ
か ら解放し ます（図 3-24 を参照）。
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サーバ コ ンポーネン ト の取り付けまたは交換 
ステ ッ プ  2 新し いバ ッ ク ア ッ プ デバイ スの イ ン ス ト ール。

a. 新し いバ ッ ク ア ッ プ ユニ ッ ト をエアー バ ッ フルの取 り 付けポ イ ン ト 上の ク リ ッ プにス ラ イ
ド させます。

b. RAID コ ン ト ローラ か ら新し いバ ッ ク ア ッ プ ユニ ッ ト にケーブルを接続し ます。

c. 上部カバーを取 り 付け ます。

d. サーバを ラ ッ ク の元の位置に戻し、ケーブルを再度接続し た ら、電源ボ タ ン を押し てサーバ
の電源を入れます。

図 3-24 RAID バッ クア ッ プ ユニ ッ ト 取り付け場所

ト ラステ ッ ド  プラ ッ ト フ ォーム モジュールの取り付け

ト ラ ス テ ッ ド  プ ラ ッ ト フ ォーム  モジ ュール（TPM）は小型の回路基板で、マザーボー ド の ソ
ケ ッ ト に取 り 付け ます。ソ ケ ッ ト の位置はマザーボー ド 上で、PCIe ラ イ ザー 1 の下にな り ます
（図 3-25 を参照）。

（注） 安全確保のために、TPM は一方向ネジを使用し て取 り 付けます。こ のネジは一般的な ド ラ イバで
は取 り 外せません。

1 RAID バッ ク ア ッ プ ユニ ッ ト 取 り 付け場所 –

1
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サーバ コ ンポーネン ト の取り付けまたは交換
ト ラ ス テ ッ ド  プ ラ ッ ト フ ォーム  モジ ュール（TPM）を取 り 付け る には、次の手順に従います。

ステ ッ プ  1 サーバで コ ンポーネン ト を イ ン ス ト ールする準備を し ます。

a. 「サーバのシ ャ ッ ト ダ ウ ンおよび電源オフ」セ ク シ ョ ン（3-7 ページ）の説明に従ってサーバの
電源をオフに し ます。

b. 上部カバーを取 り 外せる よ う に、サーバを ラ ッ ク の前方に引き出し ます。場合に よ っては、背
面パネルか ら ケーブルを取 り 外し て隙間を空け る必要があ り ます。

注意 コ ンポーネン ト への接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラ ッ ク か ら サーバを取 り 出し て
く だ さ い。

c. 「サーバ上部カバーの取 り 外しおよび取 り 付け」セ ク シ ョ ン（3-8 ページ）に示すよ う に、上部
カバーを取 り 外し ます。

d. PCIe ラ イ ザー 1 に取 り 付け られている カー ド があ る か確認し ます。図 3-25 を参照し て く だ
さ い。

 • PCIe ラ イ ザー 1 にカー ド が取 り 付け られていない場合は、TPM ソ ケ ッ ト にア ク セ スで き ま
す。ス テ ッ プ 2 に進みます。

 • PCIe ラ イ ザー 1 にカー ド が取 り 付け られている場合は、PCIe ラ イ ザー 1 をシ ャーシか ら取
り 外し ます。詳細については、PCIe ラ イ ザーの交換（3-32 ページ）を参照し て く だ さ い。

ステ ッ プ  2 次の よ う に し て、TPM を取 り 付けます（図 3-25 を参照）。

a. マザーボー ド 上の TPM ソ ケ ッ ト を確認し ます（図 3-25 を参照）。

b. TPM 回路基板の下部にあ る コ ネ ク タ と マザーボー ド の TPM ソ ケ ッ ト の位置を合わせます。
TPM ボー ド のネジ穴および絶縁体 と  TPM ソ ケ ッ ト に隣接する ネジ穴の位置を合わせます。

c. TPM を均等に押し下げて、マザーボー ド  ソ ケ ッ ト に し っか り と 装着し ます。

d. 一方向ネジを  1 本取 り 付けて、TPM をマザーボー ド に固定し ます。

e. PCIe ラ イ ザー 1 を取 り 外し ていた場合は、元の位置に取 り 付け直し ます。ラ イザー内のカー
ド にケーブルを再接続し ます。

f. 上部カバーを取 り 付け ます。

g. サーバを ラ ッ ク の元の位置に戻し、電源ボ タ ン を押し てサーバの電源を入れます。

ステ ッ プ  3 次の よ う に し て、TPM を イ ネーブルに し ます。

a. ブー ト ア ッ プ中に F2 プロ ンプ ト が表示された ら、F2 を押し て BIOS セ ッ ト ア ッ プに入 り ます。

b. BIOS 管理者パス ワー ド を使用し て、BIOS Setup ユーテ ィ リ テ ィ に ロ グ イ ン し ます。

c. BIOS Setup ユーテ ィ リ テ ィ 画面で、[Advanced] タ ブを選択し ます。

d. [Trusted Computing] を選択し、[TPM Security Device Configuration] 画面を開き ます。

e. [TPM SUPPORT] を  [Enabled] に変更し ます。

f. F10 を押し て設定を保存し、サーバを再起動し ます。

ステ ッ プ  4 TPM が イ ネーブルになってい る こ と を確認し ます。

a. ブー ト ア ッ プ中に F2 プロ ンプ ト が表示された ら、F2 を押し て BIOS セ ッ ト ア ッ プに入 り ます。

b. BIOS 管理者パス ワー ド を使用し て、BIOS Setup ユーテ ィ リ テ ィ に ロ グ イ ン し ます。

c. [Advanced] タ ブを選択し ます。
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d. [Trusted Computing] を選択し、[TPM Security Device Configuration] 画面を開き ます。

e. [TPM SUPPORT] が [Enabled] になってい る こ と を確認し ます。

（注） Intel Trusted Execution Technology（TXT）機能を使用する場合は、TPM に対する  Intel 
Trusted Execution Technology（TXT）機能の イ ネーブル化（3-45 ページ）の説明に従ってそ
の機能を イ ネーブルにする必要があ り ます。

図 3-25 マザーボー ド上の TPM ソケ ッ ト の位置

TPM に対する  Intel Trusted Execution Technology（TXT）機能のイネー
ブル化

Intel TXT を使用する と 、ビジネ ス  サーバ上で使用および保管さ れる情報の保護機能が強化さ れ
ます。こ の保護の主要な特徴は、隔離さ れた実行環境および付随 メ モ リ 領域の提供にあ り 、機密
データ に対する操作をシ ス テムの他の部分か ら見えない状態で実行する こ と が可能にな り ま
す。さ ら に、Intel TXT は、暗号キーなどの機密データ を保管で き る封印さ れた ス ト レージ領域も
提供し、悪意のあ る コー ド か ら の攻撃時に機密データ が漏洩する のを防ぐ ために利用で き ます。

TXT 機能を イ ネーブルにする には、次の手順に従います。

ステ ッ プ  1 次の よ う に し て、TPM がサーバに取 り 付け済みで、イ ネーブルになってい る こ と を確認し ます。

a. VGA モニ タ と  USB キーボー ド をサーバに接続する か、ま たは、サーバの CIMC イ ン ター
フ ェ イ スに リ モー ト  ロ グ イ ン し て仮想 KVM コ ン ソール ウ ィ ン ド ウ を開き ます。

b. サーバを リ ブー ト し ます。

c. ブー ト ア ッ プ中に F2 プロ ンプ ト が表示された ら、F2 を押し て BIOS セ ッ ト ア ッ プに入 り ます。

1 マザーボー ド 上の TPM ソ ケ ッ ト と ネジ穴 2 PCIe ラ イ ザー 1
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サーバ コ ンポーネン ト の取り付けまたは交換
d. BIOS 管理者パス ワー ド を使用し て、BIOS Setup ユーテ ィ リ テ ィ に ロ グ イ ン し ます。

（注） こ の手順を実行する には、BIOS 管理者 と し て ロ グ イ ンする必要があ り ます。まだ行って
いない場合は、BIOS Setup ユーテ ィ リ テ ィ の [Security] タ ブで BIOS 管理者のパス ワー ド
を設定し て く だ さ い。

e. [Advanced] タ ブを選択し ます。

f. [Advanced] タ ブで [Trusted Computing] を選択し、[TPM Security Device Configuration] を開き
ます。

g. [TPM SUPPORT] が [Enabled] になってい る こ と を確認し ます。そ う でない場合は、[TPM 
SUPPORT] を  [Enabled] に設定し ます。

h. Escape キーを押し て、BIOS セ ッ ト ア ッ プ ユーテ ィ リ テ ィ の [Advanced] タ ブに戻 り ます。

ステ ッ プ  2 Intel Trusted Execution Technology（TXT）機能を有効にする。

a. [Advanced] タ ブか ら、[Intel TXT(LT-SX) Configuration] を選択し、[Intel TXT(LT-SX) Hardware 
Support] 画面を開き ます。

（注） Intel Trusted Execution Technology（TXT）機能はサーバの TPM ヘ ッ ダーに TPM が イ ン ス
ト ールさ れている場合のみ有効にで き ます。

b. [TXT Support] を  [Enabled] に設定し ます。

ステ ッ プ  3 同じ画面で、[Intel Virtualization Technology (VT)] と  [Directed I/O (VT-d)] 機能が有効になってい
る こ と を確認し ます（出荷時デフ ォル ト ）。

a. [Intel TXT(LT-SX) Hardware Support] の画面で、[VT-d Support] および [VT Support] の両方が 
[Enabled] と し て リ ス ト さ れている こ と を確認し ます。

 – 必要なオブジ ェ ク ト がすでに有効になっている場合、省略し て ス テ ッ プ 4 に移動し て く
だ さ い。

 – [VT-d Support] および [VT Support] の両方が [Enabled] でない場合、次のス テ ッ プに進み、
有効に し ます。

b. Escape キーを押し て、BIOS セ ッ ト ア ッ プ ユーテ ィ リ テ ィ の [Advanced] タ ブに戻 り ます。

c. [Advanced] タ ブで、[Processor Configuration] を選択し、[Processor Configuration] 画面を開き
ます。

d. [Intel (R) VT] および [Intel (R) VT-d] を  [Enabled] に設定し ます。

ステ ッ プ  4 F10 を押し て変更内容を保存し、BIOS セ ッ ト ア ッ プ ユーテ ィ リ テ ィ を終了し ます。

ステ ッ プ  5 次の よ う に し て、Intel TXT、VT、および VT-d 機能が イ ネーブルになってい る こ と を確認し ます。

a. サーバを リ ブー ト し ます。

b. ブー ト ア ッ プ中に F2 プロ ンプ ト が表示された ら、F2 を押し て BIOS セ ッ ト ア ッ プに入 り ます。

c. [Advanced] タ ブを選択し ます。

d. [Intel TXT(LT-SX) Configuration] を選択し て、[TXT Support]、[VT-d Support]、[VT Support] が 
[Enabled] になっている こ と を確認し ます。
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サーバ コ ンポーネン ト の取り付けまたは交換 
SCU のア ッ プグレー ド  ROM モジュールの交換

モジ ュールを取 り 外し、交換する には、次の手順を使用し ます。

ステ ッ プ  1 次の よ う に し て、サーバで コ ンポーネン ト を取 り 付け る準備を し ます。

a. サーバのシ ャ ッ ト ダ ウ ンおよび電源オフ（3-7 ページ）の説明に従ってサーバの電源をオフに
し ます。

b. 上部カバーを取 り 外せる よ う に、サーバを ラ ッ ク の前方に引き出し ます。場合に よ っては、背
面パネルか ら ケーブルを取 り 外し て隙間を空け る必要があ り ます。

注意 コ ンポーネン ト への接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラ ッ ク か ら サーバを取 り 出し て
く だ さ い。

c. サーバ上部カバーの取 り 外しおよび取 り 付け（3-8 ページ）の説明に従って、上部カバーを取
り 外し ます。

ステ ッ プ  2 SCU のア ッ プグ レー ド  ROM モジ ュールを取 り 外し ます。

a. マザーボー ド のモジ ュールを確認し ます（図 C-1 を参照）。

b. モジ ュールのプ リ ン ト 基板を持ち、ヘ ッ ダーか ら持ち上げます。

（注） モジ ュールを引き上げる前に、モジ ュールの小さ な留め具はヘッ ダーか ら隙間を空け
る必要があ り ます。モジ ュールを後ろに傾けて、図 3-26 に示すよ う に引き上げます。

ステ ッ プ  3 新し い SCU のア ッ プグ レー ド  ROM モジ ュールを取 り 付けます。

a. マザーボー ド  ヘ ッ ダーのピ ン と モジ ュールの位置を合わせます。

b. モジ ュールが装着さ れ、留め具がヘ ッ ダーに ロ ッ ク される まで、モジ ュールをゆっ く り 押し
下げます。

図 3-26 SCU のア ッ プグレー ド  ROM モジュールの留め具

1 モジ ュールのプ リ ン ト 基板 3 マザーボー ド  ヘ ッ ダー

2 モジ ュールの留め具 4 取 り 付け位置の留め具
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サーバ コ ンポーネン ト の取り付けまたは交換
モジ ュール と の組み込み RAID の使用方法の詳細については、組み込み MegaRAID コ ン ト ロー
ラ（C-7 ページ）を参照し て く だ さ い。

ソ フ ト ウェ ア RAID キー モジュールの交換

ソ フ ト ウ ェ ア  RAID キー モジ ュールを取 り 外し、交換する には、次の手順を使用し ます。

ステ ッ プ  1 次の よ う に し て、サーバで コ ンポーネン ト を取 り 付け る準備を し ます。

a. サーバのシ ャ ッ ト ダ ウ ンおよび電源オフ（3-7 ページ）の説明に従ってサーバの電源をオフに
し ます。

b. 上部カバーを取 り 外せる よ う に、サーバを ラ ッ ク の前方に引き出し ます。場合に よ っては、背
面パネルか ら ケーブルを取 り 外し て隙間を空け る必要があ り ます。

注意 コ ンポーネン ト への接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラ ッ ク か ら サーバを取 り 出し て
く だ さ い。

c. サーバ上部カバーの取 り 外しおよび取 り 付け（3-8 ページ）の説明に従って、上部カバーを取
り 外し ます。

ステ ッ プ  2 ソ フ ト ウ ェ ア  RAID キー モジ ュールを取 り 外し ます。

a. マザーボー ド のモジ ュールを確認し ます（図 C-1 を参照）。

b. モジ ュールのプ リ ン ト 基板を持ち、ヘ ッ ダーか ら持ち上げます。

（注） モジ ュールを引き上げる前に、ヘ ッ ダーの固定ク リ ッ プか ら隙間を空け る必要があ
り ます。固定ク リ ッ プを開き、図 3-27 に示すよ う に引き上げます。

ステ ッ プ  3 新し い ソ フ ト ウ ェ ア  RAID キー モジ ュールを取 り 付けます。

a. マザーボー ド  ヘ ッ ダーのピ ン と モジ ュールの位置を合わせます。

b. モジ ュールが装着さ れ、モジ ュール上の固定ク リ ッ プが ロ ッ ク される まで、モジ ュールを
ゆっ く り 押し下げます。
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図 3-27 ソ フ ト ウ ェ ア RAID キー モジュールの留め具

モジ ュール と の組み込み RAID の使用方法の詳細については、組み込み MegaRAID コ ン ト ロー
ラ（C-7 ページ）を参照し て く だ さ い。

電源装置の交換

サーバには 1 つま たは 2 つの電源装置を設置で き ます。2 つの電源装置を設置し ている場合、そ
れら の電源装置は 1+1 冗長です。

 • 電源装置の詳細については、電力仕様（A-2 ページ）を参照し て く だ さ い。

 • 電源 LED の詳細については、背面パネルの LED およびボ タ ン（3-4 ページ）を参照し て く だ
さ い。

 • DC 電源装置の配線の詳細については、DC 電源装置の配線（3-51 ページ）を参照し て く だ さい。

電源装置の交換ま たは取 り 付けを行 う には、次の手順に従います。

（注） サーバに電源装置の冗長性を指定し ている（電源装置が 2 つあ る）場合は、1+1 冗長であ る ため、
電源装置の交換時にサーバの電源をオフにする必要はあ り ません。

（注） サーバ内で異な る タ イ プの電源装置を組み合わせて使用し ないで く だ さ い。両方の電源装置が 
450W AC、650W AC ま たは 930W DC のいずれかであ る必要があ り ます。

1 モジ ュールのプ リ ン ト 基板 3 マザーボー ド  ヘ ッ ダー

2 マザーボー ド  ヘ ッ ダーの留め具 4 取 り 付け位置の留め具
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サーバ コ ンポーネン ト の取り付けまたは交換
ステ ッ プ  1 交換する電源装置を取 り 外すか、空のベイからブラ ン ク  パネルを取 り 外し ます（図 3-28 を参照）。

a. 次のいずれかの操作を実行し ます。

 – サーバに電源装置が 1 つし かない場合は、「サーバのシ ャ ッ ト ダ ウ ンおよび電源オフ」セ
ク シ ョ ン（3-7 ページ）の説明に従ってサーバをシ ャ ッ ト ダ ウ ン し、電源をオフに し ます。

 – サーバに電源装置が 2 つあ る場合は、サーバをシ ャ ッ ト ダ ウ ンする必要はあ り ません。

b. 交換する電源装置か ら、電源コー ド を取 り 外し ます。

DC 電源装置では、コ ネ ク タ内部の上部にあ る オレ ンジのプ ラ スチ ッ ク  ボ タ ン を電源装置に
向けて押し て、電源装置か ら電気コ ネ ク タ  ブ ロ ッ ク を取 り 外し ます。電源装置か ら コ ネ ク タ  
ブ ロ ッ ク を引き出し ます。

c. 電源装置のハン ド ルをつかみなが ら、リ リ ース  レバーをハン ド ルのほ う にひね り ます。

d. 電源装置をベイ か ら引き出し ます。

ステ ッ プ  2 次の よ う に し て、新し い電源装置を取 り 付け ます。

a. 電源装置のハン ド ルをつかみ、空のベイ に新し い電源装置を挿入し ます。

b. リ リ ース  レバーが ロ ッ ク さ れる まで、電源装置をベイ に押し込みます。

c. 電源コー ド を新し い電源装置に接続し ます。

DC 電源装置では、電気コ ネ ク タ  ブ ロ ッ ク を電源装置に押し込みます。

（注） DC 電源装置を配線する には、DC 電源装置の配線（3-51 ページ）を参照し て く だ さ い。

d. サーバをシャ ッ ト ダウ ン した場合は、電源ボタ ンを押し て、サーバを主電源モード に戻し ます。

図 3-28 電源装置の取り外しおよび取り付け

1 電源装置ハン ド ル 2 電源装置 リ リ ース  レバー
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DC 電源装置の配線

警告 容易にアクセス可能な二極切断装置を固定配線に組み込む必要があり ます。ステー ト メ ン ト  1022

警告 この製品は、設置する建物に回路短絡（過電流）保護機構が備わっ ている こ と を前提に設計され
ています。一般および地域の電気規格に準拠するよ う に設置する必要があ り ます。ステー ト メ ン
ト  1045

警告 装置を設置または交換する際は、必ずアースを最初に接続し、最後に取り外し ます。ステー ト メ
ン ト  1046

警告 装置は地域および国の電気規則に従っ て設置する必要があ り ます。ステー ト メ ン ト  1074

警告 DC 電源端子には、危険な電圧またはエネルギーが存在し ている可能性があ り ます。端子が使用
されていない場合は必ずカバーを取り付けて く だ さ い。カバーを取り付ける と きに絶縁されて
いない伝導体に触れないこ と を確認し て く だ さ い。ステー ト メ ン ト  1075

（注） 推奨ワ イ ヤ ゲージは 8 AWG です。最小ワ イ ヤ ゲージは 10 AWG です。

DC 電源装置コ ネ ク タへのワ イ ヤ接続は次の手順に従います。

注意 こ の配線手順の開始前に、感電の危険を避け る ために、施設の回路ブレーカーの DC 電源装置を
オフに し ます。

ステ ッ プ  1 感電の危険を避け る ために、施設の回路ブレーカーの DC 電源装置をオフに し ます。

ステ ッ プ  2 電源装置か ら  DC 電源コ ネ ク タ  ブ ロ ッ ク を取 り 外し ます。（こ の コ ネ ク タ のスペア  PID は 
UCSC-CONN-930WDC= です。）

電源装置か ら コ ネ ク タ  ブ ロ ッ ク を取 り 外すには、コ ネ ク タ内部の上部にあ る オレ ンジのプ ラ ス
チ ッ ク  ボ タ ン を電源装置に向けて押し、コ ネ ク タ  ブ ロ ッ ク を引き出し ます。

ステ ッ プ  3 使用する  DC ワ イ ヤの 15mm（.59 イ ンチ）絶縁体を取 り 除き ます。

ステ ッ プ  4 オレ ンジのプ ラ スチ ッ ク  ボ タ ンの位置を上部に合わせて、図 3-29 に示すよ う に コ ネ ク タ をそろ
え ます。

ステ ッ プ  5 小さ な ド ラ イバを使用し て、下部のスプ リ ン グ  ケージ ワ イ ヤ コ ネ ク タ のバネ式ワ イ ヤ固定レ
バーを押し下げます。グ リ ーンのワ イ ヤ（アース線）を開口部に挿入し て、レバーを離し ます。

ステ ッ プ  6 小さ な ド ラ イバを使用し て、中間のスプ リ ン グ  ケージ ワ イ ヤ コ ネ ク タ のワ イ ヤ固定レバーを押
し下げます。黒のワ イ ヤ（DC マ イナス）を開口部に挿入し て、レバーを離し ます。
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第 3 章      サーバの保守        

サーバ コ ンポーネン ト の取り付けまたは交換
ステ ッ プ  7 小さ な ド ラ イバを使用し て、上部のスプ リ ン グ  ケージ ワ イ ヤ コ ネ ク タ のワ イ ヤ固定レバーを押
し下げます。赤のワ イ ヤ（DC プ ラ ス）を開口部に挿入し て、レバーを離し ます。

ステ ッ プ  8 電源モジ ュールに コ ネ ク タ  ブ ロ ッ ク を挿入し て戻し ます。赤（DC プ ラ ス）ワ イ ヤが電源装置の ラ
ベル「+ DC」 と 合っている こ と を確認し ます。

図 3-29 930 W、– 48 VDC 電源装置コネク タ  ブロ ッ ク

内部 USB ポー ト をイネーブルまたはデ ィ セーブルにし ます

工場出荷時のデフ ォル ト は、イ ネーブルにする サーバのすべての USB ポー ト 用です。ただ し、内
部 USB ポー ト は、サーバ BIOS で イ ネーブルま たはデ ィ セーブルにで き ます。内蔵 USB ポー ト
を イ ネーブルま たはデ ィ セーブルにする には、次の手順に従って く だ さ い:

ステ ッ プ  1 ブー ト 中に メ ッ セージが表示さ れた ら、F2 キーを押し て BIOS Setup ユーテ ィ リ テ ィ に切 り 替え
ます。

ステ ッ プ  2 [Advanced] タ ブまで移動し ます。

ステ ッ プ  3 [Advanced] タ ブの [USB Configuration] を選択し ます。

ステ ッ プ  4 [USB Configuration] ページの [USB Ports Configuration] を選択し ます。

ステ ッ プ  5 [USB Port: Internal] までス ク ロールし、Enter キーを押し てか ら、ポ ッ プア ッ プ メ ニ ューか ら  
[Enabled] ま たは [Disabled] を選択し ます。

ステ ッ プ  6 F10 を押し て保存し、ユーテ ィ リ テ ィ を終了し ます。

1 ワ イ ヤ固定レバー 2 コ ネ ク タ の上部のオレ ンジのプ ラ スチ ッ
ク  ボ タ ン

DC

DC

21

35
20

24
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サーバの仕様

こ の付録では、サーバの技術仕様について説明し ます。内容は次の と お り です。

 • 物理的仕様（A-1 ページ） 

 • 環境仕様（A-1 ページ） 

 • 電力仕様（A-2 ページ） 

物理的仕様
表 A-1 に、サーバの物理的仕様を示し ます。

環境仕様
表 A-2 に、サーバの環境仕様を示し ます。

表 A-1 物理的仕様

説明 仕様

高さ 1.7 イ ンチ（4.3 cm）

幅 16.9 イ ンチ（42.9 cm）

奥行 28.5 イ ンチ（72.4 cm）

重量（フル装備シ ャーシ） 16.1 Kg（35.6 ポン ド ）

表 A-2 環境仕様 

説明 仕様

動作時温度 41 ～ 104 °F（5 ～ 40 °C） 
海抜 305 m ご と に最高温度が 1 ℃ 低下。

非動作時温度

（サーバが保管さ れてい る場合）

–40 ～ 149 °F（–40 ～ 65 °C）

湿度（RH）、結露な し  10 ～ 90 %

動作時高度 0 ～ 10,000 フ ィ ー ト
A-1
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付録 A      サーバの仕様       

電力仕様
電力仕様
電源オプシ ョ ンの電源仕様を次に示し ます。

 • 450 W AC 電源（A-2 ページ）

 • 650 W AC 電源装置（A-3 ページ）

 • 930 W DC 電源（A-4 ページ）

次の URL にあ る  Cisco UCS Power Calculator を使用する と 、ご使用のシ ス テム構成の電源に関す
る詳細情報を取得で き ます。

http://ucspowercalc.cisco.com

（注） サーバ内で異な る タ イ プの電源装置を組み合わせて使用し ないで く だ さ い。両方の電源装置が
同じ であ る必要があ り ます。

450 W AC 電源

表 A-3 に、各 450 W AC 電源の仕様を示し ます（シ ス コ製品番号 UCSC-PSU-450W）。

非動作時高度

（サーバが保管さ れてい る場合）

0 ～ 40,000 フ ィ ー ト

音響出力レベル 
ISO7779 に基づ く  A 特性音響出力レベル 
LwAd（Bels）を測定 
73 °F （23 °C）で動作 

5.4 

騒音レベル 
ISO7779 に基づ く  A 特性音圧レベル 
LpAm（dBA）を測定 
73 °F （23 °C）で動作 

37

表 A-2 環境仕様（続き）

説明 仕様

表 A-3 電源装置の仕様 

説明 仕様

AC 入力電圧 公称範囲：100 ～ 120 VAC、200 ～ 240 VAC

（範囲：90 ～ 132 VAC、180 ～ 264 VAC）

AC 入力周波数 公称範囲：50 ～ 60 Hz

（範囲：47 ～ 63 Hz）

最大 AC 入力電流 100 VAC で 6 A

208 VAC で 3 A

最大入力電圧 600 VA @ 100 VAC

PSU あた り の最大出力電力 450 W
A-2
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付録 A      サーバの仕様

電力仕様
650 W AC 電源装置

表 A-4 に、各 650 W AC 電源の仕様を示し ます（シ ス コ製品番号 UCSC-PSU-650W）。

最大突入電流 27 A（サブ サ イ ク ル期間）

最大保留時間 12 ms @ 650 W

電源装置の出力電圧 12 VDC

電源装置のス タ ンバイ電圧 12 VDC

効率評価 Climate Savers Platinum Efficiency（80Plus Platinum 
認証済み）

フ ォーム  フ ァ ク タ RSP1

入力コ ネ ク タ IEC60320 C13

表 A-3 電源装置の仕様（続き）

説明 仕様

表 A-4 電源装置の仕様

説明 仕様

AC 入力電圧 公称範囲：100 ～ 120 VAC、200 ～ 240 VAC

（範囲：90 ～ 132 VAC、180 ～ 264 VAC）

AC 入力周波数 公称範囲：50 ～ 60 Hz

（範囲：47 ～ 63 Hz）

最大 AC 入力電流 100 VAC で 7.6 A

208 VAC で 3.65 A

最大入力電圧 760 VA @ 100 VAC

PSU あた り の最大出力電力 650 W

最大突入電流 33 A（サブ サ イ ク ル期間）

最大保留時間 12 ms @ 650 W

電源装置の出力電圧 12 VDC

電源装置のス タ ンバイ電圧 3.3 VDC

効率評価 Climate Savers Platinum Efficiency（80 Plus Platinum 
認証済み）

フ ォーム  フ ァ ク タ RSP1

入力コ ネ ク タ IEC60320 C14
A-3
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付録 A      サーバの仕様       

電力仕様
930 W DC 電源

表 A-5 に、各 930 W DC 電源装置の仕様を示し ます（Cisco 部品番号 UCSC-PSU-930WDC）。

表 A-5 930 W DC 電源装置の仕様

説明 仕様

DC 入力電圧範囲 公称範囲：公称 -48 ～ -60 VDC 

（範囲：-40 ～ -60 VDC）

最大 DC 入力電流 23 A（-48 VDC 動作時）

最大入力（W） 1104 W

PSU あた り の最大出力電力 930 W

最大突入電流 35 A（サブ サ イ ク ル期間）

最大保留時間 8 ms @ 930 W

電源装置の出力電圧 12 VDC

電源装置のス タ ンバイ電圧 12 VDC

効率評価 > 92 %（負荷 50 %）

フ ォーム  フ ァ ク タ RSP1

入力コ ネ ク タ 取 り 外し可能な コ ネ ク タ  ブ ロ ッ ク  
UCSC-CONN-930WDC=
A-4
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電源コー ドの仕様

こ の付録では、サポー ト 対象の電源コー ド の仕様について説明し ます。

サポー ト される電源コー ド と プラグ
各電源装置には個別の電源コー ド があ り ます。サーバ と の接続には、標準の電源コー ド ま たは
ジ ャ ンパ電源コー ド を使用で き ます。ラ ッ ク用のジ ャ ンパ電源コー ド は、必要に応じ て標準の電
源コー ド の代わ り に使用で き ます。

（注） 使用で き る のは、サーバに付属し ている認定済みの電源コー ド ま たはジ ャ ンパ電源コー ド だけ
です。

表 B-1 に、サーバ電源装置の電源コー ド を示し ます。

表 B-1 サポー ト 対象のサーバ用電源コー ド 

説明

長さ

電源コー ド の参照図フ ィ ー ト メ ー ト ル

CAB-250V-10A-AR
電源コー ド 、250 VAC 10 A IRAM 2073 プ ラ グ  
アルゼンチン 

8.2 2.5 図 B-1

CAB-9K10A-AU
250 VAC 10 A 3112 プ ラ グ  
オース ト ラ リ ア  

8.2 2.5 図 B-2

CAB-250V-10A-CN
電源コー ド 、250 VAC 10 A GB 2009 プ ラ グ 
中国

8.2 2.5 図 B-3

CAB-9K10A-EU
電源コー ド 、250 VAC 10 A M 2511 プ ラ グ 
欧州

8.2 2.5 図 B-4

CAB-250V-10A-ID
電源コー ド 、250 VAC 16A EL-208 プ ラ グ 
南ア フ リ カ、ア ラ ブ首長国連邦、イ ン ド

8.2 2.5 図 B-5
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付録 B      電源コー ド の仕様       

サポー ト される電源コー ド と プ ラグ
CAB-250V-10A-IS
電源コー ド 、250 VAC 10 A SI32 プ ラ グ  
イ ス ラ エル 

8.2 2.5 図 B-6

CAB-9K10A-IT
電源コー ド 、250 VAC 10 A CEI 23-16 プ ラ グ  
イ タ リ ア  

8.2 2.5 図 B-7

CAB-9K10A-SW
電源コー ド 、250 VAC 10 A MP232 プ ラ グ  
ス イ ス  

8.2 2.5 図 B-8

CAB-9K10A-UK
電源コー ド 、250 VAC 10 A BS1363 プ ラ グ
（13 A ヒ ューズ） 
英国 

8.2 2.5 図 B-9

CAB-AC-250V/13A
電源コー ド 、250 VAC 13 A IEC60320 プ ラ グ  
北米 

6.6 2.0 図 B-10

CAB-N5K6A-NA
電源コー ド 、250 VAC 13 A NEMA 6-15 プ ラ グ 
北米 

8.2 2.5 図 B-11

CAB-9K12A-NA
電源コー ド  125 VAC 13 A、NEMA 5-15 プ ラ グ 
北米

8.2 2.5 図 B-12

CAB-C13-CBN
キ ャ ビネ ッ ト  ジ ャ ンパ電源コー ド  250 VAC 
10 A、C13-C14 コ ネ ク タ

2.2 0.68 図 B-13

CAB-C13-C14-2M
キ ャ ビネ ッ ト  ジ ャ ンパ電源コー ド  250 VAC 
10 A、C13-C14 コ ネ ク タ

6.6 2.0 図 B-14

CAB-C13-C14-AC
キ ャ ビネ ッ ト  ジ ャ ンパ電源コー ド  250 VAC 
10 A、C13-C14 コ ネ ク タ

9.8 3.0 図 B-15

表 B-1 サポー ト 対象のサーバ用電源コー ド（続き）

説明

長さ

電源コー ド の参照図フ ィ ー ト メ ー ト ル
B-2
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付録 B      電源コー ドの仕様

サポー ト される電源コー ド と プ ラグ
AC 電源コー ド図

こ こ では、AC 電源コー ド の図を示し ます。図 B-1 ～図 B-15 を参照し て く だ さ い。

図 B-1 CAB-250V-10A-AR

図 B-2 CAB-9K10A-AU

図 B-3 CAB-250V-10A-CN

18
65

71

 2500 mm

Cordset rating: 10 A, 250/500 V MAX
Length: 8.2 ft

Plug:
EL 219

(IRAM 2073) Connector:
EL 701

 (IEC60320/C13)

Plug:
EL 206

A.S. 3112-2000)

Cordset rating: 10 A, 250 V/500V
Length: 2500mm

18
65

81

Connector:
EL 701C

(IEC 60320/C15)

Cordset rating 10A, 250V
(2500 mm) 

 

Plug:
EL 218

(CCEE GB2009)

18
65

73

Connector:
EL 701

 (IEC60320/C13)
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付録 B      電源コー ド の仕様       

サポー ト される電源コー ド と プ ラグ
図 B-4 CAB-9K10A-EU

図 B-5 CAB-250V-10A-ID

図 B-6 CAB-250V-10A-IS

Connector:
VSCC15

Cordset rating: 10A/16 A, 250 V
Length: 8 ft 2 in. (2.5 m)Plug:

M2511

18
65

76

O
VE

Cordset rating 16A, 250V
(2500mm)

Plug:
EL 208

18
74

90

Connector:
EL 701

Cordset rating 10A, 250V/500V MAX
(2500 mm) 

 

Plug:
EL 212
(SI-32)

18
65

74

Connector:
EL 701B

 (IEC60320/C13)

EL-212
16A
250V
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付録 B      電源コー ドの仕様

サポー ト される電源コー ド と プ ラグ
図 B-7 CAB-9K10A-IT

図 B-8 CAB-9K10A-SW

図 B-9 CAB-9K10A-UK

Plug: 
I/3G

(CEI 23-16)

Connector
 C15M

(EN60320/C15 )

Cordset rating: 10 A, 250 V
Length: 8 ft 2 in. (2.5 m)

18
65

75

Plug:
MP232-R

Cordset rating: 10 A, 250 V
Length: 8 ft. 2 in (2.5 m)

18
65

78

Connector:
IEC 60320 C15

Plug:

Cordset rating: 10 A, 250 V/500 V MAX
Length: 2500mm

18
65

80

Connector:
EL 701C

(EN 60320/C15)EL 210
(BS 1363A) 13 AMP fuse
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付録 B      電源コー ド の仕様       

サポー ト される電源コー ド と プ ラグ
図 B-10 CAB-AC-250V/13A

図 B-11 CAB-N5K6A-NA

図 B-12 CAB-9K12A-NA

Cordset rating 13A, 250V
(6.6 feet) (79±2m) 

 

Plug:
EL312MoldedTwistlock

(NEMA L6-20)

18
65

68

Connector:
EL 701

 (IEC60320/C13)

Cordset rating: 10 A, 250 V
Length: 8.2 ft

18
65

70

Plug: NEMA 6-15P

Connector:
IEC60320/C13

Connector:
IEC60320/C15

Cordset rating 13A, 125V
(8.2 feet) (2.5m) 

 

Plug:
NEMA 5-15P

19
22

60
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付録 B      電源コー ドの仕様

サポー ト される電源コー ド と プ ラグ
図 B-13 CAB-C13-CBN ジャ ンパ電源コー ド（0.68 m）

図 B-14 CAB-C13-C14-2M ジャ ンパ電源コー ド（2 m）

図 B-15 CAB-C13-C14-AC ジャ ンパ電源コー ド（3 m）

Cordset rating 10A, 250V
(686mm) 

Plug:
SS10A

18
65

69
 

Connector:
HS10S

Cordset rating 10A, 250V
(2.0 m) 

Plug:
SS10A

33
60

14

Connector:
HS10S

Cordset rating 10A, 250V
(3.0 m) 

Plug:
SS10A

33
60

13

Connector:
HS10S
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付録 B      電源コー ド の仕様       

サポー ト される電源コー ド と プ ラグ
B-8
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RAID コ ン ト ローラに関する考慮事項

こ の付録の内容は、次の と お り です。

 • サポー ト さ れる  RAID コ ン ト ローラ と 必要なケーブル（C-1 ページ）

 • RAID カー ド のフ ァーム ウ ェ ア互換性（C-4 ページ）

 • RAID コ ン ト ローラ の移行（C-6 ページ）

 • Factory-Default オプシ ョ ン  ROM 設定（C-5 ページ）

 • RAID グループでの ド ラ イ ブ タ イ プの混在使用（C-4 ページ）

 • RAID バ ッ ク ア ッ プ ユニ ッ ト （C-4 ページ）

 • RAID コ ン ト ローラ の移行（C-6 ページ）

 • 組み込み MegaRAID コ ン ト ローラ（C-7 ページ）

 • RAID コ ン ト ローラ のケーブル接続（C-19 ページ）

 • RAID コ ン ト ローラ交換後の RAID 設定の復元（C-23 ページ）

 • 詳細情報（C-24 ページ）

サポー ト される RAID コ ン ト ローラ と必要なケーブル
こ のサーバは、小型フ ォーム  フ ァ ク タ  ド ラ イ ブについては 表 C-1 に示す RAID コ ン ト ローラ  オ
プシ ョ ンおよびケーブルの要件を、大型フ ォーム  フ ァ ク タ  ド ラ イ ブについては 表 C-2 に示す要
件をサポー ト し ます。

注意 サーバでは、タ イ プの異な る コ ン ト ローラ を組み合わせて使用し ないで く だ さ い。組み込み 
MegaRAID コ ン ト ローラおよびハー ド ウ ェ ア  RAID コ ン ト ローラ  カー ド を同時に使用し ないで
く だ さ い。こ れはサポー ト さ れていません。ま た、データ損失が発生する可能性があ り ます。
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サポー ト される  RAID コ ン ト ローラ と必要なケーブル
表 C-1 Cisco UCS C220 M3 小型フ ォーム フ ァ ク タ  ド ラ イブ RAID オプシ ョ ン 

コ ン ト ローラ ス タ イル
最大 ド ラ イ
ブ数 SCPM1

1. SCPM = SuperCap 電源モジ ュール（RAID バ ッ ク ア ッ プ ユニ ッ ト ）RAID バ ッ ク ア ッ プ ユニ ッ ト （C-4 ページ）を参照し て く だ
さ い。

RAID レベル 必要なケーブル 

組み込み MegaRAID2

2. RAID カー ド か ら内蔵コ ン ト ローラへの移行は、工場出荷後はサポー ト さ れません。RAID コ ン ト ローラ の移行（C-6 ページ）
を参照し て く だ さ い。

オンボー ド 4 SATA ま
たは 
8 SAS
internal3

3. 8 台の SAS ド ラ イ ブをサポー ト する には、マザーボー ド でオプシ ョ ンの SCU ア ッ プグ レー ド  ROM モジ ュールが必要です。

No 0、1、54、10

4. RAID 5 のサポー ト には、マザーボー ド でオプシ ョ ンの RAID 5 ソ フ ト ウ ェ ア キー モジ ュールが必要です。

4 台の ド ラ イ ブ： 
1 mini-SAS (UCSC-CABLE15)

8 台の ド ラ イ ブ： 
2 mini-SAS (UCSC-CABLE1)

5. UCSC-CABLE1 は 2 本の mini-SAS ケーブルで構成さ れる キ ッ ト です。ケーブルの こ のペアが新し いシ ス テム ご と に出荷さ
れます。

Cisco UCS RAID SAS 
2008M-8i

PID UCSC-RAID-MZ-C220

メ ザニン 8（内蔵） No 0、1、1E、10 4 台の ド ラ イ ブ：

1 mini-SAS (UCSC-CABLE1)

8 台の ド ラ イ ブ： 
2 mini-SAS (UCSC-CABLE1)

Cisco UCS RAID SAS 
2008M-8i

PID UCSC-RAID-11-C220

（RAID 5 と  50 を含む）

メ ザニン 8（内蔵） No 0、1、1E、5、
10、50

4 台の ド ラ イ ブ：

1 mini-SAS (UCSC-CABLE1)

8 台の ド ラ イ ブ：

2 mini-SAS (UCSC-CABLE1)

LSI MegaRAID SAS 
9266CV-8i

PCIe 8（内蔵） SCPM 0、1、5、6、10、
50、60

4 台の ド ラ イ ブ：

1 mini-SAS (UCSC-CABLE1)

8 台の ド ラ イ ブ：

2 mini-SAS (UCSC-CABLE1)

LSI MegaRAID SAS 
9271-8i

PCIe 8（内蔵） No 0、1、5、6、10、
50、60

4 台の ド ラ イ ブ：

1 mini-SAS (UCSC-CABLE1)

8 台の ド ラ イ ブ：

2 mini-SAS (UCSC-CABLE1)

LSI MegaRAID SAS 
9271CV-8i

PCIe 8（内蔵） SCPM 0、1、5、6、10、
50、60

4 台の ド ラ イ ブ：

1 mini-SAS (UCSC-CABLE1)

8 台の ド ラ イ ブ：

2 mini-SAS (UCSC-CABLE1)

LSI MegaRAID SAS 
9285CV-8e

PCIe 8（外付け） SCPM 0、1、5、6、10、
50、60

シ ス コ では販売し ていません

LSI MegaRAID SAS
9286CV-8e

PCIe 8（外付け） SCPM 0、1、5、6、10、
50、60

シ ス コ では販売し ていません
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サポー ト される  RAID コ ン ト ローラ と必要なケーブル  
表 C-2 Cisco UCS C220 M3 大型フ ォーム フ ァ ク タ  ド ラ イブ RAID オプシ ョ ン 

コ ン ト ローラ ス タ イル
最大 ド ラ イ
ブ数 SCPM1

1. SCPM = SuperCap 電源モジ ュール（RAID バ ッ ク ア ッ プ ユニ ッ ト ）RAID バ ッ ク ア ッ プ ユニ ッ ト （C-4 ページ）を参照し て く だ
さ い。

RAID レベル 必要なケーブル 

組み込み MegaRAID2

2. RAID カー ド か ら内蔵コ ン ト ローラへの移行は、工場出荷後はサポー ト さ れません。RAID コ ン ト ローラ の移行（C-6 ページ）
を参照し て く だ さ い。

オンボー ド 4 SATA ま
たは 
4 SAS3

internal

3. 4 台の SAS ド ラ イ ブをサポー ト するには、マザーボー ド でオプシ ョ ンの SCU ア ッ プグ レー ド  ROM モジ ュールが必要です。

No 0、1、54、10

4. RAID 5 のサポー ト には、マザーボー ド でオプシ ョ ンの RAID 5 ソ フ ト ウ ェ ア キー モジ ュールが必要です。

4 台の ド ラ イ ブ： 
1 mini-SAS (UCSC-CABLE3)

Cisco UCS RAID SAS 
2008M-8i

PID UCSC-RAID-MZ-C220

メ ザニン 4（内蔵） No 0、1、1E、10 4 台の ド ラ イ ブ：

1 mini-SAS (UCSC-CABLE3)

Cisco UCS RAID SAS 
2008M-8i

PID UCSC-RAID-11-C220

（RAID 5 と  50 を含む）

メ ザニン 4（内蔵） No 0、1、1E、5、
10、50

4 台の ド ラ イ ブ：

1 mini-SAS (UCSC-CABLE3)

LSI MegaRAID SAS 
9266CV-8i

こ の コ ン ト ローラ のキ ャ ッ
シ ュ  メ モ リ は ECC 保護さ
れます。

PCIe 4（内蔵） SCPM 0、1、5、6、10、
50、60

4 台の ド ラ イ ブ：

1 mini-SAS (UCSC-CABLE3)

LSI MegaRAID SAS 
9271-8i

こ の コ ン ト ローラ のキ ャ ッ
シ ュ  メ モ リ は ECC 保護さ
れます。

PCIe 8（内蔵） No 0、1、5、6、10、
50、60

4 台の ド ラ イ ブ：

1 mini-SAS (UCSC-CABLE1)

8 台の ド ラ イ ブ：

2 mini-SAS (UCSC-CABLE1)

LSI MegaRAID SAS 
9271CV-8i

こ の コ ン ト ローラ のキ ャ ッ
シ ュ  メ モ リ は ECC 保護さ
れます。

PCIe 8（内蔵） SCPM 0、1、5、6、10、
50、60

4 台の ド ラ イ ブ：

1 mini-SAS (UCSC-CABLE1)

8 台の ド ラ イ ブ：

2 mini-SAS (UCSC-CABLE1)

LSI MegaRAID SAS 
9285CV-8e

PCIe 8（外付け） SCPM 0、1、5、6、10、
50、60

シ ス コ では販売し ていません

LSI MegaRAID SAS
9286CV-8e

PCIe 8（外付け） SCPM 0、1、5、6、10、
50、60

シ ス コ では販売し ていません
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RAID カー ドのフ ァームウ ェ ア互換性
RAID カー ドのフ ァームウェ ア互換性
取 り 付け る  PCIe カー ド が RAID コ ン ト ローラ  カー ド の場合、RAID コ ン ト ローラ のフ ァーム
ウ ェ アに、サーバに イ ン ス ト ールさ れている  Cisco IMC および BIOS の現行バージ ョ ン と の互換
性があ る こ と を確認する必要があ り ます。互換性がない場合は、Host Upgrade Utility（HUU）を使
用し て、RAID コ ン ト ローラ のフ ァーム ウ ェ アを互換性のあ る レベルにア ッ プグ レー ド ま たはダ
ウ ン グ レー ド し て く だ さ い。

こ のユーテ ィ リ テ ィ をダ ウ ン ロー ド する方法、およびこ のユーテ ィ リ テ ィ を使用し てサーバ コ
ンポーネン ト を互換性のあ る レベルにする方法については、HUU ガ イ ド に用意さ れている、ご
使用の Cisco IMC リ リ ースに対応する  HUU ガ イ ド を参照し て く だ さ い。

RAID グループでのド ラ イブ タ イプの混在使用
表 C-3 では、RAID グループ内でハー ド  デ ィ ス ク  ド ラ イ ブ（HDD） と ソ リ ッ ド  ス テー ト  ド ラ イ ブ
（SSD）の タ イ プを混在使用する ための技術機能を リ ス ト 表示し ます。ただ し、最高のパフ ォーマ
ン スのために従 う べきベス ト  プ ラ ク テ ィ スの推奨事項を参照し て く だ さ い。

RAID グループ内で ド ラ イブ タ イプを混在使用するためのベス ト  プラ クテ ィ ス

最高のパフ ォーマン ス を得る ために、次の注意事項に従って く だ さ い。

 • RAID グループ内ですべての SAS ま たは SATA ド ラ イ ブを使用する。

 • RAID グループ内で各 ド ラ イ ブに対し同じ容量を使用する。

 • 同一の RAID グループ内で HDD と  SSD を混在し ない。

RAID バッ クア ッ プ ユニ ッ ト
こ のサーバは、1 つの SuperCap 電源モジ ュール（SCPM）の イ ン ス ト ールをサポー ト し ます。ユ
ニ ッ ト は左側のエアー バ ッ フルのホルダーに取 り 付け ます（図 3-24 を参照）。

（注） iBBU09 バッ テ リ  バッ ク ア ッ プ ユニ ッ ト （BBU）は、シスコによ り廃止され、SuperCap 電源モジュー
ル（SCPM）に置き換えられま し た。BBU を交換する場合は、交換用のSCPM（UCS-RAID-CV-SC=）を
注文し て く だ さい。BBU を使用し ていたカー ドは SCPM と互換性があ り ます。

 • オプシ ョ ンの SCPM は、キ ャ ッ シ ュ の NAND フ ラ ッ シ ュへのオフ ロー ド に よ る急な電源喪
失に備えてデ ィ ス ク  ラ イ ト バ ッ ク  キ ャ ッ シ ュ  DRAM を約 3 年間バ ッ ク ア ッ プ し ます。

表 C-3 RAID グループでのド ラ イブ タ イプの混在使用

ド ラ イ ブ  タ イ プの混在 
（RAID グループ） 可/不可

SAS HDD + SATA HDD 可

SAS SSD + SATA SSD 可

HDD + SSD 不可
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Factory-Default オプシ ョ ン  ROM 設定   
Factory-Default オプシ ョ ン ROM 設定
表 C-4 はさ まざまな設定で出荷時に行われたカー ド  スロ ッ ト のオプシ ョ ン  ROM（OPROM）の設
定について説明し ます。サーバのバージ ョ ンおよび CPU の数は、OPROM 設定に影響し ます。

（注） オプシ ョ ンが「不可」 と  表 C-4 に表示されている場合、その表の行に表示されている特定の設定で
サポー ト されていない こ と を意味し ます。詳細については、表の下の脚注を参照し て く だ さ い。

RAID コ ン ト ローラのサポー ト に関する追加情報については、サポー ト される  RAID コ ン ト ロー
ラ と必要なケーブル（C-1 ページ）を参照し て く だ さ い。

表 C-4 Cisco UCS C220 Factory-Default オプシ ョ ン ROM 設定 

サーバ バージ ョ ン

CPU 
の数

組み込み 
SW RAID 
を イ ネーブ
ルにし ま し
たか。

MezzRAID コ
ン ト ローラ を
取 り 付けま し
たか。

内部 1PCIe 
RAID コン ト
ローラ 1 を取り
付けましたか。

1. 内部コ ン ト ローラは内部コ ネ ク タ付き  RAID コ ン ト ローラ  カー ド のこ と です。

内部 PCIe 
RAID コ ン
ト ローラ  2 
を取 り 付け
ま し たか。

外部2 PCIe 
RAID コ ン ト
ローラ を取 り
付けま し たか。

2. 外部コ ン ト ローラは外部コ ネ ク タ付き  RAID コ ン ト ローラ  カー ド のこ と です。

C220 SFF 8 HDD/ 
C220 LFF 4 HDD

1 イ ネーブル 不可3

3. 組み込み SW RAID と ハー ド ウ ェ ア RAID（ メ ザニン ま たは PCIe カー ド ）は同時に使用でき ません。

不可 不可 不可

C220 SFF 8 HDD/ 
C220 LFF 4 HDD

1 不可 不可4

4. シングル CPU 構成では、メ ザニン  カー ド  ス ロ ッ ト はサポー ト さ れません。

取り付け済み： 
イネーブルの 
PCIe スロ ッ ト  15

5. シングル CPU 構成では、PCIe ス ロ ッ ト  2 は利用でき ません。

不可 不可

C220 SFF 8 HDD/ 
C220 LFF 4 HDD

2 イ ネーブル 不可 不可 不可 不可

C220 SFF 8 HDD/ 
C220 LFF 4 HDD

2 不可 取 り 付け済み： 
イネーブルの
コネク タ

不可 不可 許可

C220 SFF 8 HDD/ 
C220 LFF 4 HDD

2 不可 許可 取 り付け済み： 
イネーブルの 
PCIe ス ロ ッ ト  2

不可 許可
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RAID コ ン ト ローラの移行
RAID コ ン ト ローラの移行
こ のサーバは、ハー ド ウ ェ ア  RAID（ メ ザニン、PCIe コ ン ト ローラ  カー ド ）および組み込みソ フ ト
ウ ェ ア RAID をサポー ト し ます。サポー ト さ れる移行 と 移行手順の概要については、表 C-5 を参
照し て く だ さ い。

表 C-5 RAID コ ン ト ローラの移行

RAID コ ン ト ローラの起動 HW RAID への移行 SW RAID への移行

な し（ ド ラ イ ブな し）

BIOS での Onboard SCU ス
ト レージのサポー ト は
デ ィ セーブル

許可

1. カー ド を取 り 付けます。

2. ケーブルを取 り 付けます。

許可

1. 任意のア ッ プグ レー ド  モ
ジ ュールをマザーボー ド に
取 り 付け ます。

2. BIOS での SCU ス ト レージ
のサポー ト を イ ネーブル化
し ます。

3. ケーブルを取 り 付け ます。

組み込み SW RAID

BIOS での Onboard SCU ス
ト レージのサポー ト はイ
ネーブル

注意 SW RAID から  HW RAID 
へのデータ移行はサ
ポー ト されていないた
め、データの損失が起こ
る場合があ り ます。

ド ラ イ ブにデータ が存在する前
のみ可（データ以降はサポー ト
さ れません）。

1. BIOS での SCU ス ト レージ
のサポー ト をデ ィ セーブル
化し ます。

2. カー ド を取 り 付けます。

3. ケーブルを取 り 付けます。

N/A

HW RAID

BIOS での Onboard SCU ス
ト レージのサポー ト は
デ ィ セーブル

N/A 不可
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組み込み MegaRAID コ ン ト ローラ  
組み込み MegaRAID コ ン ト ローラ  

（注） VMware ESX/ESXi ま たはその他の仮想環境 と 組み込み MegaRAID コ ン ト ローラ と の併用はサ
ポー ト さ れません。Hyper-V、Xen ま たは KVM の よ う なハイパーバイザ と 組み込み MegaRAID 
コ ン ト ローラ と の併用はサポー ト さ れません。

こ のサーバには、オプシ ョ ンの組み込み MegaRAID コ ン ト ローラ と マザーボー ド 上の 2 つの 
mini-SAS コ ネ ク タ が含まれます。

 • こ の組み込みコ ン ト ローラ のデフ ォル ト 設定は最大 4 台の SAS ド ラ イ ブ（SATA RAID 
0/1/10）をサポー ト し ます。

 • Storage Controller Unit（SCU）ア ッ プグ レー ド  ROM チ ッ プをマザーボー ド に取 り 付け、最大 
8 台の SAS ド ラ イ ブ（SAS RAID 0/1/10）をサポー ト する よ う ア ッ プグ レー ド で き ます。組
み込み RAID SAS のサポー ト のための SCU ア ッ プグ レー ド  ROM モジ ュールの取 り 付け
（C-8 ページ）を参照し て く だ さ い。

 • オプシ ョ ンの ソ フ ト ウ ェ ア  キーの SAS RAID 5 のサポー ト を追加する こ と に よ り 、こ のサ
ポー ト を さ ら にア ッ プグ レー ド で き ます。組み込み RAID 5 のサポー ト のための ソ フ ト ウ ェ
ア  RAID キー モジ ュールの取 り 付け（C-10 ページ）を参照し て く だ さ い。

 • サーバ と こ の コ ン ト ローラ を合わせて発注し た場合、コ ン ト ローラ は BIOS で イ ネーブル化
さ れます。サーバがデフ ォル ト に リ セ ッ ト さ れた（デ ィ セーブル化）場合に備えて、コ ン ト
ローラ を イ ネーブル化する手順が含まれます。BIOS での組み込み RAID コ ン ト ローラ の イ
ネーブル化（C-10 ページ）を参照し て く だ さ い。

（注） RAID コ ン ト ローラ  カー ド の使用か ら組み込みコ ン ト ローラ の使用へのダ ウ ング レー ド はで き
ません（RAID コ ン ト ローラ の移行（C-6 ページ）を参照）。こ こ には RAID コ ン ト ローラ ま たは ド
ラ イ ブのないサーバをア ッ プグ レー ド する場合の BIOS でのア ッ プグ レー ド  モジ ュールの取 り
付け と 組み込みコ ン ト ローラ の イ ネーブル化の手順が含まれます。

注意 SW RAID（組み込み RAID）かっ ら  HW RAID（コ ン ト ローラ  カー ド ）へのデータ移行はサポー ト
さ れていないため、データ の損失が起こ る場合があ り ます。SW RAID か ら  HW RAID への移行
は、ド ラ イ ブにデータ が存在する前、ま たはサーバに ド ラ イ ブが存在し ない場合にのみサポー ト
さ れます（RAID コ ン ト ローラ の移行（C-6 ページ）を参照）。

 • ド ラ イブにデータが存在する前にのみ、組み込みコ ン ト ローラの使用から  RAID カード の使用
に移行でき ます。こ の場合、組み込みコ ン ト ローラ をデ ィ セーブル化する必要があ り ます。
BIOS での組み込み RAID コ ン ト ローラのデ ィ セーブル化（C-11 ページ）を参照し て く だ さい。

 • こ の コ ン ト ローラ に必要な ド ラ イバはイ ン ス ト ール済みで、LSI SWRAID Configuration 
Utility ですぐに使用で き ます。ただ し、こ の コ ン ト ローラ を  Windows ま たは Linux で使用す
る場合、こ れら のオペレーテ ィ ン グ  シ ス テム用の追加 ド ラ イバをダ ウ ン ロー ド およびイ ン
ス ト ールする必要があ り ます。Windows および Linux での LSI MegaSR ド ラ イバの イ ン ス
ト ール（C-11 ページ）を参照し て く だ さ い。

こ こ では、次の内容について説明し ます。

 • サポー ト さ れる組み込み MegaRAID レベルに関する注意事項（C-8 ページ）

 • 組み込み RAID SAS のサポー ト のための SCU ア ッ プグ レー ド  ROM モジ ュールの取 り 付け
（C-8 ページ）
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組み込み MegaRAID コ ン ト ローラ
 • 組み込み RAID 5 のサポー ト のための ソ フ ト ウ ェ ア  RAID キー モジ ュールの取 り 付け
（C-10 ページ）

 • BIOS での組み込み RAID コ ン ト ローラ の イ ネーブル化（C-10 ページ）

 • BIOS での組み込み RAID コ ン ト ローラ のデ ィ セーブル化（C-11 ページ）

 • LSI 組み込み RAID Configuration Utility（C-11 ページ）

 • Windows および Linux での LSI MegaSR ド ラ イバの イ ン ス ト ール（C-11 ページ）

サポー ト される組み込み MegaRAID レベルに関する注意事項

組み込み MegaRAID では次の RAID レベルがサポー ト されます。

 • RAID 0：RAID 0 仮想 ド ラ イ ブ（VD）は 1 つ以上の物理 ド ラ イ ブを使用し て設定で き ます
（PD）。こ のレベルは最大 8 つの VD および PD をサポー ト し ます。

 • RAID 1：RAID 1 VD は 2 つの PD で設定されます。こ のレベルは最大 8 つの PD（4 つの RAID 
ア レー） と  8 つの VD をサポー ト し ます。

 • RAID 5：RAID 5 VD は 3 つ以上の PD で設定で き ます。こ のレベルは最大 8 つの PD と  8 つ
の VD をサポー ト し ます。

 • RAID 10：こ れはスパン さ れた VD です。つま り  RAID 0 は 2 つ以上の VD で実装されます。こ
のレベルは最大 8 つの PD（スパン さ れた 2 ～ 4 の RAID 1 ボ リ ューム） と  1 つの VD をサポー
ト し ます。

（注） こ れら の RAID レベルのいずれにおいて も同じ サ イ ズの ド ラ イ ブは必要あ り ません。ア レー内
の最小 ド ラ イ ブは VD のサ イ ズを決定し ます。

（注） RAID 10 を使用し ていない場合、ア レーは同じ  RAID レベルの複数の VD に分割で き ます。ア
レーを混在使用する こ と はで き ません。た と えば、3 つの ド ラ イ ブ ア レーを  RAID 0 と  RAID 5 
VD に設定する こ と はで き ません。RAID 0、1、5 と は違い、同じ ア レーか ら複数の RAID 10 VD を
作成する こ と はで き ません。単一 RAID 10 VD はア レー全体を使い切 り ます。

組み込み RAID SAS のサポー ト のための SCU ア ッ プグレー ド  ROM モ
ジュールの取り付け

SCU ア ッ プグ レー ド  ROM モジ ュールは、小型の回路基板にチ ッ プを含みます。こ のモジ ュール
は、マザーボー ド  ヘ ッ ダに取 り 付け ます。こ のチ ッ プは最大 8 台の SAS ま たは SATA ド ラ イ ブの 
SAS サポー ト を追加する ために、標準 4 SATA ド ラ イ ブのサポー ト をア ッ プグ レー ド し ます。

（注） Cisco PID UCSC-RAID-ROM5：SCU のア ッ プグ レー ド  ROM モジ ュールが含まれます。 
Cisco PID UCSC-RAID-ROM55：SCU のア ッ プグ レー ド  ROM モジ ュール と  RAID 5 キーが含ま
れます。
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組み込み MegaRAID コ ン ト ローラ  
SCU ア ッ プグ レー ド  ROM を取 り 付け る には次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ  1 シ ャーシの内壁に沿って配線さ れたケーブルの「PBG DYNAMIC SKU」 と い う ヘ ッ ダーを確認し
ます（図 C-1 を参照）。

ステ ッ プ  2 SCU ア ッ プグ レー ド  ROM にあ る コ ネ ク タ と ヘ ッ ダのピ ンの位置を合わせ、コ ネ ク タ を ピ ンに静
かに押し込みます。

ステ ッ プ  3 上部カバーを取 り 付け ます。

ステ ッ プ  4 サーバを ラ ッ ク の元の位置に戻し、ケーブルを再度接続し た ら、電源ボ タ ン を押し てサーバの電
源を入れます。

ステ ッ プ  5 組み込み RAID 5 のサポー ト のための ソ フ ト ウ ェ ア RAID キー モジ ュールの取 り 付け（C-10 ペー
ジ）または BIOS での組み込み RAID コ ン ト ローラ の イ ネーブル化（C-10 ページ）に進みます。

図 C-1 マザーボー ドの SCU ア ッ プグレー ド  ROM と  RAID 5 キー ヘ ッ ダの位置

1 SCU ア ッ プグ レー ド  ROM ヘ ッ ダ 
PBG DYNAMIC SKU
（SAS ド ラ イ ブのサポー ト を追加）

2 ソ フ ト ウ ェ ア  RAID 5 キー ヘ ッ ダ 
SW RAID KEY
（RAID 5 のサポー ト を追加）

FAN1

FAN2

FAN3

FAN4FAN4

FAN5

PSU2

PCIe1

PCIe2
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28
52
73
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付録 C      RAID コ ン ト ローラに関する考慮事項        

組み込み MegaRAID コ ン ト ローラ
組み込み RAID 5 のサポー ト のためのソ フ ト ウェ ア RAID キー モジュー
ルの取り付け

ソ フ ト ウ ェ ア  RAID キー モジ ュールは、小型の回路基板にチ ッ プを含みます。こ のモジ ュール
は、マザーボー ド  ヘ ッ ダに取 り 付け ます。こ のチ ッ プは SAS のサポー ト をア ッ プグ レー ド し、
RAID 5 のサポー ト を追加し ます（最大 8 つの SAS ま たは SATA ド ラ イ ブの RAID 0、1、5、10）

（注） こ のモジ ュールを使用する には、事前に SCU ア ッ プグ レー ド  ROM モジ ュールを取 り 付け る必
要があ り ます。

RAID 5 ソ フ ト ウ ェ ア  キー モジ ュールを取 り 付け る には、次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ  1 「SW RAID KEY」 と い う ヘ ッ ダーを確認し ます（図 C-1 を参照）。

ステ ッ プ  2 ヘ ッ ダのピ ンに RAID 5 ソ フ ト ウ ェ ア  キー モジ ュールを取 り 付け ます。

ステ ッ プ  3 上部カバーを取 り 付け ます。

ステ ッ プ  4 サーバを ラ ッ ク の元の位置に戻し、ケーブルを再度接続し た ら、電源ボ タ ン を押し てサーバの電
源を入れます。

ステ ッ プ  5 「BIOS での組み込み RAID コ ン ト ローラ の イ ネーブル化（C-10 ページ）」に進みます。

BIOS での組み込み RAID コ ン ト ローラのイネーブル化

サーバを こ の コ ン ト ローラ と 合わせて発注する と 、BIOS の コ ン ト ローラ の設定は工場出荷時点
で [Enabled] にな り ます。

（注） BIOS での組み込みコ ン ト ローラ のデフ ォル ト 設定は [Disabled] です。サーバを組み込みコ ン ト
ローラ と 合わせて発注する と 、BIOS の設定は工場出荷時点で [Enabled] にな り ます。ただ し、
サーバがデフ ォル ト に リ セ ッ ト さ れる と 、BIOS の設定は [Disabled] に戻 り ます。以下の手順を利
用し て組み込みコ ン ト ローラ を再イ ネーブル化し ます。

次の手順を利用し て  LSI MegaSR ド ラ イバを イ ネーブル化し ます。

ステ ッ プ  1 サーバを起動し、BIOS Setup ユーテ ィ リ テ ィ の入力を指示さ れた場合には F2 を押し ます。

ステ ッ プ  2 [Advanced] タ ブを選択し、[South Bridge] を選択し ます。

ステ ッ プ  3 [Onboard SCU Storage Support] を  [Enable] に設定し ます。

ステ ッ プ  4 F10 を押し て変更内容を保存し、ユーテ ィ リ テ ィ を終了し ます。
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組み込み MegaRAID コ ン ト ローラ  
BIOS での組み込み RAID コ ン ト ローラのデ ィ セーブル化

注意 SW RAID か ら  HW RAID へのデータ移行はサポー ト さ れていないため、データ の損失が起こ る
場合があ り ます。SW RAID か ら  HW RAID への移行は、ド ラ イ ブにデータ が存在する前、ま たは
サーバに ド ラ イ ブが存在し ない場合にのみサポー ト さ れます。

こ の組み込みコ ン ト ローラ  カー ド の使用か ら  RAID コ ン ト ローラ  カー ド の使用に移行する場
合、BIOS で組み込みコ ン ト ローラ をデ ィ セーブル化する必要があ り ます（上記の注意を参照）。

次の手順を利用し て LSI MegaSR ド ラ イバをデ ィ セーブル化し ます。

ステ ッ プ  1 サーバを起動し、BIOS Setup ユーテ ィ リ テ ィ の入力を指示さ れた場合には F2 を押し ます。

ステ ッ プ  2 [Advanced] タ ブを選択し、[South Bridge] を選択し ます。

ステ ッ プ  3 [Onboard SCU Storage Support] を  [Disabled] に設定し ます。

ステ ッ プ  4 F10 を押し て変更内容を保存し、ユーテ ィ リ テ ィ を終了し ます。

LSI 組み込み RAID Configuration Utility
シ ス テムの起動中にプ ロ ンプ ト が表示さ れた場合は、Ctrl+M を押し てユーテ ィ リ テ ィ を起動し
ます。

組み込み MegaRAID ソ フ ト ウ ェ アの使用し たデ ィ ス ク  ア レーの設定の詳細については、『LSI 
Embedded MegaRAID Software User Guide』を参照し て く だ さ い。

Windows および Linux での LSI MegaSR ド ラ イバのインス ト ール

（注） こ の コ ン ト ローラ に必要な ド ラ イバはイ ン ス ト ール済みで、LSI SWRAID Configuration Utility で
すぐに使用で き ます。ただ し、こ の コ ン ト ローラ を  Windows ま たは Linux で使用する場合、こ れ
ら のオペレーテ ィ ン グ  シ ス テム用の追加 ド ラ イバをダ ウ ン ロー ド およびイ ン ス ト ールする必要
があ り ます。

こ の項では、次のサポー ト さ れる オペレーテ ィ ン グ  シ ス テムでの LSI MegaSR ド ラ イバの イ ン ス
ト ール方法について説明し ます。

 • Microsoft Windows Server 

 • Red Hat Enterprise Linux（RHEL） 

 • SuSE Linux Enterprise Server（SLES）

サポー ト さ れる特定の OS バージ ョ ンについては、サーバ リ リ ースの『Hardware and Software 
Interoperability Matrix』を参照し て く だ さ い。
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こ こ では、次の内容について説明し ます。

 • LSI MegaSR ド ラ イバのダ ウ ン ロー ド （C-12 ページ）

 • Microsoft Windows ド ラ イバの イ ン ス ト ール（C-12 ページ）

 • Linux ド ラ イバの イ ン ス ト ール（C-14 ページ）

LSI MegaSR ド ラ イバのダウンロー ド

MegaSR ド ラ イバは、サーバおよび OS の C-series ド ラ イバ ISO に含まれます。ド ラ イバを  
Cisco.com か ら ダ ウ ン ロー ド し ます。

ステ ッ プ  1 お使いのサーバに対応する ド ラ イバ ISO フ ァ イルのダ ウ ン ロー ド をオン ラ イ ンで検索し、ワー
ク ス テーシ ョ ンの一時保存場所にダ ウ ン ロー ド し ます。

a. URL http://www.cisco.com/cisco/software/navigator.html を参照し て く だ さ い。

b. 中央のカ ラ ムで [Unified Computing and Servers] を ク リ ッ ク し ます。

c. 右側のカ ラ ムで [Cisco UCS C-Series Rack-Mount Standalone Server Software] を ク リ ッ ク し ます。

d. 右側のカ ラ ムでお使いのサーバのモデルを ク リ ッ ク し ます。

e. [Unified Computing System (UCS) Drivers] を ク リ ッ ク し ます。

f. ダ ウ ン ロー ド する リ リ ース番号を ク リ ッ ク し ます。

g. [Download] を ク リ ッ ク し て ド ラ イバ ISO フ ァ イルをダ ウ ン ロー ド し ます。

h. 次のページで情報を確認後、[Proceed With Download] を ク リ ッ ク し ます。

i. 次の画面に進んで ラ イ セン ス契約に同意し、ド ラ イバ ISO フ ァ イルを保存する場所を参照し
て表示し ます。

Microsoft Windows ド ラ イバのインス ト ール

こ の項では、Windows の イ ン ス ト ールで LSI MegaSR ド ラ イバを イ ン ス ト ールする手順を説明し
ます。

こ こ では、次の内容について説明し ます。

 • Windows Server 2008R2 ド ラ イバの イ ン ス ト ール（C-12 ページ）

 • Windows ド ラ イバの更新（C-14 ページ）

 • Linux ド ラ イバの イ ン ス ト ール（C-14 ページ）

Windows Server 2008R2 ド ラ イバのインス ト ール

新し い Windows Server 2008R2 オペレーテ ィ ング  シ ス テムで LSI MegaSR デバイ ス  ド ラ イバを
イ ン ス ト ールする には、次の手順を実行し ます。Windows オペレーテ ィ ング  シ ス テムは自動的に
ド ラ イバを追加し、ド ラ イバを適切なデ ィ レ ク ト リ に登録およびコ ピーし ます。

ステ ッ プ  1 こ の ド ラ イバを  Windows に イ ン ス ト ールする前に、LSI SWRAID Configuration ユーテ ィ リ テ ィ
を使用し て RAID ド ラ イ ブ グループを作成し ます。BIOS ポ ス ト 中に LSI SWRAID が使用された
場合は、Ctrl+M を押し て こ のユーテ ィ リ テ ィ を起動し ます。

ステ ッ プ  2 LSI MegaSR ド ラ イバのダ ウ ン ロー ド （C-12 ページ）の説明に従って、Cisco UCS C-Series ド ラ イ
バ ISO をダ ウ ン ロー ド し ます。
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ステ ッ プ  3 USB メ モ リ 上に ド ラ イバを準備し ます。

a. ISO 画像をデ ィ ス ク に書き込みます。

b. ド ラ イバ フ ォルダの コ ンテン ツ を参照し、次の組み込み MegaRAID ド ラ イバの場所を表示
し ます。

/<OS>/Storage/Intel/C600/

c. MegaSR ド ラ イバ フ ァ イルのあ る フ ォルダを含む Zip フ ァ イルを展開し ます。

d. 展開し たフ ォルダを  USB メ モ リ に コ ピーし ます。

ステ ッ プ  4 次のいずれかの方法を使用し て  Windows ド ラ イバの イ ン ス ト ールを開始し ます。

 • ローカル メ デ ィ をか ら イ ン ス ト ールする には、外部 USB DVD ド ラ イ ブをサーバに接続し、
その後最初の Windows イ ン ス ト ール デ ィ ス ク を ド ラ イ ブに挿入し ます。ス テ ッ プ 6 にス
キ ッ プ し ます。

 • リ モー ト  ISO か ら イ ン ス ト ールする には、サーバの CIMC イ ン ターフ ェ イ スに ロ グ イ ン し、
次の手順に進みます。

ステ ッ プ  5 Virtual KVM コ ン ソール ウ ィ ン ド ウ を起動し、[Virtual Media] タ ブを選択し ます。

a. [Add Image] を ク リ ッ ク し、リ モー ト  Windows イ ン ス ト ール ISO フ ァ イルを参照し て選択し
ます。

b. 追加し た メ デ ィ アの [Mapped] 列のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し、マ ッ ピ ングが完了する ま
で待ち ます。

ステ ッ プ  6 サーバの電源を再投入し ます。

ステ ッ プ  7 起動中に F6 プ ロ ンプ ト が表示さ れた ら、F6 を押し ます。[Boot Menu] ウ ィ ン ド ウが開き ます。

ステ ッ プ  8 [Boot Manager] ウ ィ ン ド ウで、物理デ ィ ス ク ま たは仮想 DVD を選択し て Enter を押し ます。イ
メ ージが起動さ れ、Windows の イ ン ス ト ールが開始さ れます。

ステ ッ プ  9 「Press any key to boot from CD」 と い う プ ロ ンプ ト が表示さ れた ら  Enter を押し ます。

ステ ッ プ  10 Windows イ ン ス ト ール プ ロ セス を監視し、必要に応じ て好みや自社の標準に従って ウ ィ ザー ド
のプ ロ ンプ ト に応答し ます。

ステ ッ プ  11 「Where do you want to install Windows?」 と い う メ ッ セージが表示さ れた ら、まず組み込み 
MegaRAID 用の ド ラ イバを イ ン ス ト ールし ます。

a. [Load Driver] を ク リ ッ ク し ます。[Load Driver] ダ イ ア ロ グが表示さ れ、イ ン ス ト ールする ド
ラ イバの選択を求め られます。

b. ス テ ッ プ 3 で準備し た  USB メ モ リ を ターゲ ッ ト  サーバに接続し ます。

c. 手順 a で表示し た Windows の [Load Driver] ダ イ ア ロ グで [Browse] を ク リ ッ ク し ます。

d. ダ イ ア ロ グ を使用し て USB メ モ リ 上の ド ラ イバ フ ォルダの場所を参照し、[OK] を ク リ ッ ク
し ます。

選択し た ド ラ イバがフ ォルダか ら ロー ド さ れます。ロー ド が完了する と 、「Select the driver to 
be installed」の下に ド ラ イバが一覧表示さ れます。

e. [Next] を ク リ ッ ク し て ド ラ イバを イ ン ス ト ールし ます。
C-13
Cisco UCS C220 サーバ イ ンス ト レーシ ョ ンおよびサービス ガイ ド      

OL-25760-01-J



 

付録 C      RAID コ ン ト ローラに関する考慮事項        

組み込み MegaRAID コ ン ト ローラ
Windows ド ラ イバの更新

次の手順を実行し、Windows 用 LSI MegaSR ド ラ イバを更新、ま たは こ の ド ラ イバを標準の IDE 
ド ラ イ ブか ら起動し た既存のシ ス テムに イ ン ス ト ールし ます。

ステ ッ プ  1 [Start] を ク リ ッ ク し て  [Settings] にカーソ ルを合わせ、[Control Panel] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ  2 [System] をダブル ク リ ッ ク し、[Hardware] タ ブを ク リ ッ ク し て  [Device Manager] を ク リ ッ ク し ま
す。[Device Manager] が起動し ます。

ステ ッ プ  3 [Device Manager] で [SCSI and RAID Controllers] をダブル ク リ ッ ク し、ド ラ イバを イ ン ス ト ール
するデバイ ス を右ク リ ッ ク し て  [Properties] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ  4 [Driver] タ ブで、[Update Driver] を ク リ ッ ク し て [Update Device Driver] ウ ィ ザー ド を開き、ウ ィ
ザー ド の指示に従って ド ラ イバを更新し ます。

Linux ド ラ イバのインス ト ール

こ の項では、組み込み MegaRAID デバイ ス  ド ラ イバを  Red Hat Enterprise Linux の取 り 付け ま た
は SuSE Linux Enterprise Server の取 り 付けで イ ン ス ト ールする手順を説明し ます。

こ こ では、次の内容について説明し ます。

 • ド ラ イバ イ メ ージ フ ァ イルの取得（C-14 ページ）

 • Linux 用物理イ ン ス ト ール デ ィ ス ケ ッ ト の準備（C-14 ページ）

 • Red Hat Linux Driver の イ ン ス ト ール（C-16 ページ）

 • SUSE Linux Enterprise Server ド ラ イバの イ ン ス ト ール（C-18 ページ）

ド ラ イバ イ メージ フ ァ イルの取得 

ド ラ イバの取得の手順については、LSI MegaSR ド ラ イバのダ ウ ン ロー ド （C-12 ページ）を参照し
て く だ さ い。Linux ド ラ イバは、組み込み MegaRAID ス タ ッ ク のブー ト  イ メ ージであ る  dud-[ ド ラ

イバ バージ ョ ン].img の形式で提供さ れます。

（注） シス コが Red Hat Linux および SuSE Linux に提供する  LSI MegaSR ド ラ イバはそれら の配信の元
の GA バージ ョ ンです。ド ラ イバはこれら の OS カーネルのア ッ プデー ト をサポー ト し ません。

Linux 用物理インス ト ール デ ィ スケ ッ ト の準備

こ の項では、Windows オペレーテ ィ ン グ  シ ス テム ま たは Linux オペレーテ ィ ング  シ ス テム を使
用し て、ド ラ イバ イ メ ージ フ ァ イルか ら  Linux 用物理イ ン ス ト ール デ ィ ス ケ ッ ト を準備する方
法について説明し ます。

（注） ま たは、イ ン ス ト ール手順で説明さ れている よ う に dud.img フ ァ イルを仮想フ ロ ッ ピー デ ィ ス
ク と し て取 り 付け る こ と がで き ます。
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組み込み MegaRAID コ ン ト ローラ  
Windows オペレーテ ィ ン グ  シ ス テムでの物理イ ン ス ト ール デ ィ ス ケ ッ ト の準備

Windows では、RaWrite フ ロ ッ ピー イ メ ージ書き込みユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、イ メ ージ  フ ァ
イルか らデ ィ ス ク  イ メ ージを作成で き ます。次の手順を実行し て イ ン ス ト ール デ ィ ス ケ ッ ト を
構築し ます。

ステ ッ プ  1 LSI MegaSR ド ラ イバのダ ウ ン ロー ド （C-12 ページ）の説明に従って Cisco UCS C-Series ド ラ イバ 
ISO をダ ウ ン ロー ド し、デ ィ ス ケ ッ ト  ド ラ イ ブのあ る  Windows シ ス テムに保存し ます。

ステ ッ プ  2 dud.img フ ァ イルを抽出し ます。

a. ISO 画像をデ ィ ス ク に書き込みます。

b. ド ラ イバ フ ォルダの コ ンテン ツ を参照し、次の組み込み MegaRAID ド ラ イバの場所を表示
し ます。

/<OS>/Storage/Intel/C600/

c. ド ラ イバ フ ァ イルのあ る フ ォルダを含む Zip フ ァ イルを展開し ます。

ステ ッ プ  3 ド ラ イバ更新イ メ ージ dud-[ ド ラ イバ バージ ョ ン].img およびフ ァ イルの raw write.exe をデ ィ レ
ク ト リ に コ ピーし ます。

（注） RaWrite は ド ラ イバ パ ッ ケージに含まれません。

ステ ッ プ  4 必要な場合は、コ マン ド  copy dud-[ ド ラ イバ バージ ョ ン].img dud.img を使用し て ド ラ イバ更新
デ ィ ス ク のフ ァ イル名を  8 文字未満に変更し ます。

ステ ッ プ  5 [DOS Command Prompt] を開き、raw write.exe のあ るデ ィ レ ク ト リ に移動し ます。

ステ ッ プ  6 コ マン ド  raw write を入力し て イ ン ス ト ール デ ィ ス ケ ッ ト を作成し ます。

ステ ッ プ  7 Enter を押し ます。

ブー ト  イ メ ージ フ ァ イルの入力を求め られます。

ステ ッ プ  8 dud.img を入力し ます。

ステ ッ プ  9 Enter を押し ます。

ターゲ ッ ト  デ ィ ス ケ ッ ト の指定を求め られます。

ステ ッ プ  10 フ ロ ッ ピー デ ィ ス ク にフ ロ ッ ピー デ ィ ス ケ ッ ト を挿入し、A: を入力し ます。

ステ ッ プ  11 Enter を押し ます。

ステ ッ プ  12 再度 Enter を押し、デ ィ ス ケ ッ ト へのフ ァ イルの コ ピーを開始し ます。

ステ ッ プ  13 コ マン ド  プ ロ ンプ ト が再度表示さ れ、フ ロ ッ ピー デ ィ ス ク  ド ラ イ ブの LED が消えた ら、デ ィ ス
ケ ッ ト を取 り 外し ます。

ステ ッ プ  14 デ ィ ス ケ ッ ト に イ メ ージ名示すラベルを付け ます。
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組み込み MegaRAID コ ン ト ローラ
Linux オペレーテ ィ ング  シ ス テムでの イ ン ス ト ール デ ィ ス ク の準備

Red Hat Linux および SuSE Linux では、ド ラ イバ デ ィ ス ケ ッ ト  ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、イ
メ ージ フ ァ イルか らデ ィ ス ク  イ メ ージを作成で き ます。次のス テ ッ プを実行し て ド ラ イバ更新
デ ィ ス ク を作成し ます。

ステ ッ プ  1 LSI MegaSR ド ラ イバのダ ウ ン ロー ド （C-12 ページ） の説明に従って Cisco UCS C-Series ド ラ イ
バ ISO をダ ウ ン ロー ド し、デ ィ ス ケ ッ ト  ド ラ イ ブのあ る  Linux シ ス テムに保存し ます。

ステ ッ プ  2 dud.img フ ァ イルを抽出し ます。

a. ISO 画像をデ ィ ス ク に書き込みます。

b. ド ラ イバ フ ォルダの コ ンテン ツ を参照し、次の組み込み MegaRAID ド ラ イバの場所を表示
し ます。

/<OS>/Storage/Intel/C600/

c. ド ラ イバ フ ァ イルのあ る フ ォルダを含む Zip フ ァ イルを展開し ます。

ステ ッ プ  3 ド ラ イバ更新イ メ ージ dud-[ ド ラ イバ バージ ョ ン].img を  Linux シ ス テムに コ ピーし ます。

ステ ッ プ  4 ブ ラ ン ク  フ ロ ッ ピー デ ィ ス ケ ッ ト を フ ロ ッ ピー ド ラ イ ブに挿入し ます。

ステ ッ プ  5 フ ァ イルが選択し たデ ィ レ ク ト リ にあ る こ と を確認し ます。

ステ ッ プ  6 次の コ マン ド を使用し て ド ラ イバ更新デ ィ ス ケ ッ ト を作成し ます。

dd if=dud-[ ド ラ イバ バージ ョ ン].img of=/dev/fd0

ステ ッ プ  7 コ マン ド  プ ロ ンプ ト が再度表示さ れ、フ ロ ッ ピー デ ィ ス ク  ド ラ イ ブの LED が消えた ら、デ ィ ス
ケ ッ ト を取 り 外し ます。

ステ ッ プ  8 デ ィ ス ケ ッ ト に イ メ ージ名示すラベルを付け ます。

Red Hat Linux Driver のインス ト ール

サポー ト さ れる特定の OS バージ ョ ンについては、サーバ リ リ ースの『Hardware and Software 
Interoperability Matrix』を参照し て く だ さ い。

こ の項では、組み込み MegaRAID ス タ ッ ク を持つシ ス テムへの Red Hat Enterprise Linux デバイ
ス  ド ラ イバの新規イ ン ス ト ールについて説明し ます。

ステ ッ プ  1 こ の ド ラ イバを  OS に イ ン ス ト ールする前に、LSI SWRAID Configuration ユーテ ィ リ テ ィ を使用
し て RAID ド ラ イ ブ グループを作成し ます。BIOS ポス ト 中に LSI SWRAID が使用さ れた場合
は、Ctrl+M を押し て こ のユーテ ィ リ テ ィ を起動し ます。

ステ ッ プ  2 次のいずれかの方法で dud.img フ ァ イルを準備し ます。

 • 物理デ ィ ス ケ ッ ト か ら イ ン ス ト ールする には、Linux 用物理イ ン ス ト ール デ ィ ス ケ ッ ト の準
備（C-14 ページ）のいずれかの手順を実行し ます。 
その後で、こ こ に記載さ れている  ス テ ッ プ 4 に戻 り ます。

 • 仮想フ ロ ッ ピー デ ィ ス ク か ら イ ン ス ト ールする には、LSI MegaSR ド ラ イバのダ ウ ン ロー ド
（C-12 ページ）の説明に従って Cisco UCS C-Series ド ラ イバ ISO をダ ウ ン ロー ド および保存
し ます。 
その後、次の手順に進みます。
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組み込み MegaRAID コ ン ト ローラ  
ステ ッ プ  3 dud.img フ ァ イルを抽出し ます。

a. ISO 画像をデ ィ ス ク に書き込みます。

b. ド ラ イバ フ ォルダの コ ンテン ツ を参照し、次の組み込み MegaRAID ド ラ イバの場所を表示
し ます。

/<OS>/Storage/Intel/C600/

c. dud-<ド ラ イバ バージ ョ ン>.img フ ァ イルを ワーク ステーシ ョ ンの一時保存場所にコ ピーし ます。

ステ ッ プ  4 次のいずれかの方法を使用し て  Linux ド ラ イバの イ ン ス ト ールを開始し ます。

 • ローカル メ デ ィ をか ら イ ン ス ト ールする には、外部 USB DVD ド ラ イ ブをサーバに接続し、
その後最初の RHEL イ ン ス ト ール デ ィ ス ク を ド ラ イ ブに挿入し ます。 
その後ス テ ッ プ 6 に進みます。

 • リ モー ト  ISO か ら イ ン ス ト ールする には、サーバの CIMC イ ン ターフ ェ イ スに ロ グ イ ン し ま
す。その後、次の手順に進みます。

ステ ッ プ  5 Virtual KVM コ ン ソール ウ ィ ン ド ウ を起動し、[Virtual Media] タ ブを選択し ます。

a. [Add Image] を ク リ ッ ク し、リ モー ト  RHEL イ ン ス ト ール ISO フ ァ イルを参照し て選択し ます。

b. 再度 [Add Image] を ク リ ッ ク し、dud.img フ ァ イルを参照し て選択し ます。

c. 追加し た メ デ ィ アの [Mapped] 列のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し、マ ッ ピ ングが完了する ま
で待ち ます。

ステ ッ プ  6 サーバの電源を再投入し ます。

ステ ッ プ  7 起動中に F6 プ ロ ンプ ト が表示さ れた ら、F6 を押し ます。[Boot Menu] ウ ィ ン ド ウが開き ます。

ステ ッ プ  8 [Boot Manager] ウ ィ ン ド ウで、物理デ ィ ス ク ま たは仮想 DVD を選択し て Enter を押し ます。

イ メ ージが起動さ れ、RHEL の イ ン ス ト ールが開始さ れます。

ステ ッ プ  9 ブー ト  プ ロ ンプ ト で次のいずれかの コ マン ド を入力し ます。

 • RHEL 5.x (32- and 64-bit) の場合は以下を入力し ます。 
Linux dd blacklist=isci blacklist=ahci noprobe=<ATA ド ラ イ ブ数 >

 • RHEL 6.x (32- and 64-bit) の場合は以下を入力し ます。 
Linux dd blacklist=isci blacklist=ahci nodmraid noprobe=<ATA ド ラ イ ブ数 >

（注） noprobe の値は、ド ラ イ ブ数に依存し ます。た と えば、3 つの ド ラ イ ブのあ る  RAID 5 設定
で RHEL 5.7 を イ ン ス ト ールする には次を入力し ます。 
Linux dd blacklist=isci blacklist=ahci noprobe=ata1 noprobe=ata2 noprobe=ata3

ステ ッ プ  10 Enter を押し ます。

プ ロ ンプ ト に よ り 、ド ラ イ ブ デ ィ ス ク の有無が確認さ れます。

ステ ッ プ  11 矢印キーを使用し て [Yes] を選択し、Enter を押し ます。

ステ ッ プ  12 fd0 を選択し、ド ラ イバのあ る フ ロ ッ ピー デ ィ ス ケ ッ ト があ る こ と を示し ます。
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ステ ッ プ  13 次のいずれか 1 つの処理を実行し ます。

 • ス テ ッ プ 2 で物理デ ィ ス ケ ッ ト に IMG フ ァ イルを準備し てい る場合は、外部 USB デ ィ ス
ケ ッ ト  ド ラ イ ブを ターゲ ッ ト  サーバに接続し、デ ィ ス ケ ッ ト を  A:/ ド ラ イ ブに挿入し て 
Enter を押し ます。

 • ス テ ッ プ 5 で IMG フ ァ イルを仮想フ ロ ッ ピー と し てマ ッ ピ ング し てい る場合は、仮想フ
ロ ッ ピーの場所を選択し ます。

イ ン ス ト ーラ がデバイ スの ド ラ イバの位置を確認し て ロー ド し ます。次の メ ッ セージが表示さ
れます。

「Loading megasr driver...」

ステ ッ プ  14 Red Hat Linux の イ ン ス ト ール手順に従い、イ ン ス ト ールを完了し ます。

ステ ッ プ  15 シ ス テム を リ ブー ト し ます。

SUSE Linux Enterprise Server ド ラ イバのインス ト ール

サポー ト さ れる特定の OS バージ ョ ンについては、サーバ リ リ ースの『Hardware and Software 
Interoperability Matrix』を参照し て く だ さ い。

こ の項は、組み込み MegaRAID ス タ ッ ク を持つシ ス テムへの SuSE Linux Enterprise Server ド ラ イ
バの イ ン ス ト ールを説明し ます。

次の手順に従って SLES ド ラ イバを イ ン ス ト ールし ます。

ステ ッ プ  1 こ の ド ラ イバを  OS に イ ン ス ト ールする前に、LSI SWRAID Configuration ユーテ ィ リ テ ィ を使用
し て RAID ド ラ イ ブ グループを作成し ます。BIOS ポス ト 中に LSI SWRAID が使用さ れた場合
は、Ctrl+M を押し て こ のユーテ ィ リ テ ィ を起動し ます。

ステ ッ プ  2 次のいずれかの方法で dud.img フ ァ イルを準備し ます。

 • 物理デ ィ ス ケ ッ ト か ら イ ン ス ト ールする には、Linux 用物理イ ン ス ト ール デ ィ ス ケ ッ ト の準
備（C-14 ページ）のいずれかの手順を実行し ます。 
その後で、こ こ に記載さ れている  ス テ ッ プ 4 に戻 り ます。

 • 仮想フ ロ ッ ピー デ ィ ス ク か ら イ ン ス ト ールする には、LSI MegaSR ド ラ イバのダ ウ ン ロー ド
（C-12 ページ）の説明に従って Cisco UCS C-Series ド ラ イバ ISO をダ ウ ン ロー ド および保存
し ます。 
その後、次の手順に進みます。

ステ ッ プ  3 dud.img フ ァ イルを抽出し ます。

a. ISO 画像をデ ィ ス ク に書き込みます。

b. ド ラ イバ フ ォルダの コ ンテン ツ を参照し、次の組み込み MegaRAID ド ラ イバの場所を表示
し ます。

/<OS>/Storage/Intel/C600/

c. dud-<ド ラ イバ バージ ョ ン>.img フ ァ イルを ワーク ステーシ ョ ンの一時保存場所にコ ピーし ます。

ステ ッ プ  4 次のいずれかの方法を使用し て  Linux ド ラ イバの イ ン ス ト ールを開始し ます。

 • ローカル メ デ ィ をか ら イ ン ス ト ールする には、外部 USB DVD ド ラ イ ブをサーバに接続し、
その後最初の RHEL イ ン ス ト ール デ ィ ス ク を ド ラ イ ブに挿入し ます。ス テ ッ プ 6 にス キ ッ
プ し ます。

 • リ モー ト  ISO か ら イ ン ス ト ールする には、サーバの CIMC イ ン ターフ ェ イ スに ロ グ イ ン し、
次の手順に進みます。
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RAID コ ン ト ローラのケーブル接続 
ステ ッ プ  5 Virtual KVM コ ン ソール ウ ィ ン ド ウ を起動し、[Virtual Media] タ ブを選択し ます。

a. [Add Image] を ク リ ッ ク し、リ モー ト  RHEL イ ン ス ト ール ISO フ ァ イルを参照し て選択し ます。

b. 再度 [Add Image] を ク リ ッ ク し、dud.img フ ァ イルを参照し て選択し ます。

c. 追加し た メ デ ィ アの [Mapped] 列のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し、マ ッ ピ ングが完了する ま
で待ち ます。

ステ ッ プ  6 サーバの電源を再投入し ます。

ステ ッ プ  7 起動中に F6 プ ロ ンプ ト が表示さ れた ら、F6 を押し ます。[Boot Menu] ウ ィ ン ド ウが開き ます。

ステ ッ プ  8 [Boot Manager] ウ ィ ン ド ウで、物理デ ィ ス ク ま たは仮想 DVD を選択し て Enter を押し ます。イ
メ ージが起動さ れ、SLES の イ ン ス ト ールが開始されます。

ステ ッ プ  9 最初の SLES 画面が表示された ら、メ ニ ューの [Installation] を選択し ます。

ステ ッ プ  10 [Boot Options] フ ィ ール ド で次のいずれかを入力し ます。

 • SLES 11 および SLES 11 SP1（32 および 64 ビ ッ ト ）：brokenmodules=ahci

 • SLES 11 SP2（32 および 64 ビ ッ ト ）：brokenmodules=ahci brokenmodules=isci

ステ ッ プ  11 ド ラ イバの F6 を押し、[Yes] を選択し ます。

ステ ッ プ  12 次のいずれか 1 つの処理を実行し ます。

 • ス テ ッ プ 2 で物理デ ィ ス ケ ッ ト に IMG フ ァ イルを準備し てい る場合は、外部 USB デ ィ ス
ケ ッ ト  ド ラ イ ブを ターゲ ッ ト  サーバに接続し、デ ィ ス ケ ッ ト を  A:/ ド ラ イ ブに挿入し て 
Enter を押し ます。

 • ス テ ッ プ 5 で IMG フ ァ イルを仮想フ ロ ッ ピー と し てマ ッ ピ ング し てい る場合は、仮想フ
ロ ッ ピーの場所を選択し ます。

F6 ド ラ イバ見出し の下に [Yes] が表示さ れます。

ステ ッ プ  13 [Installation] を選択し、Enter キーを押し ます。

ステ ッ プ  14 [OK] を押し ます。

「LSI Soft RAID Driver Updates added」 と い う メ ッ セージが表示さ れます。

ステ ッ プ  15 メ ニ ューで ド ラ イバ更新 メ デ ィ アを選択し、[Back] ボ タ ン を押し ます。

ステ ッ プ  16 プ ロ ンプ ト に従い、イ ン ス ト ール手順を続行および完了し ます。

RAID コ ン ト ローラのケーブル接続
こ の項では、次の ト ピ ッ ク について取 り 上げます。

 • ケーブル配線（C-20 ページ）

 • Cisco UCS C220 サーバのケーブル接続（C-20 ページ）
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RAID コ ン ト ローラのケーブル接続
ケーブル配線

こ のサーバの RAID コ ン ト ローラ の接続を図 C-2 に示し ます。赤色の線は、バ ッ ク プレーンか ら
接続可能な コ ン ト ローラ までの、推奨さ れる ケーブル配線路を示し ています。シ ャーシ  デ ィ バイ
ダの開口部は、バ ッ ク プレーンへのケーブル配線用に設け られています。

図 C-2 RAID コ ン ト ローラのコネク タ

Cisco UCS C220 サーバのケーブル接続

こ こ では、次の内容について説明し ます。

 • バ ッ ク プレーン と エ ク スパンダ オプシ ョ ン（C-21 ページ）

 • SFF 8 ド ラ イ ブ バ ッ ク プレーンのケーブル接続（C-21 ページ）

 • LFF 4 ド ラ イ ブ バ ッ ク プレーンのケーブル接続（C-22 ページ）

1 ド ラ イ ブ バ ッ ク プレーン  4 Mezzanine カー ド  mini-SAS コ ネ ク タ

2 シ ャーシ デ ィ バイ ダ開口部 5 マザーボー ド 上の組み込み RAID mini-SAS コ ネ
ク タ

3 RAID バッ ク ア ップ ユニ ッ ト 取り 付け
場所 
（取り 外し可能なエアー バッ フルの上）

6 PCIe カー ド 用 PCIe ラ イ ザー
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RAID コ ン ト ローラのケーブル接続 
バッ クプレーン と エクスパンダ オプシ ョ ン

サーバは、2 種類の前面パネル/バ ッ ク プレーン構成の う ちそれぞれ 1 種類を持つ、2 種類のバー
ジ ョ ンでオーダー可能です。

 • Cisco UCS C220（8 ド ラ イ ブ バ ッ ク プレーン付き、小型フ ォーム  フ ァ ク タ（SFF） ド ラ イ ブ）。 
最大 8 台の 2.5 イ ンチ ハー ド  ド ラ イ ブま たは ソ リ ッ ド  ス テー ト  ド ラ イ ブを装備で き ます。

 • Cisco UCS C220（4 ド ラ イ ブ バ ッ ク プレーン付き大型フ ォーム  フ ァ ク タ（LFF） ド ラ イ ブ）。 
最大 4 台の 3.5 イ ンチ ハー ド  ド ラ イ ブを装備で き ます。

SFF 8 ド ラ イブ バッ クプレーンのケーブル接続

各タ イ プの コ ン ト ローラ に必要なケーブル接続を次に示し ます。

組み込み RAID

こ のオプシ ョ ンは最大 8 台の ド ラ イ ブを制御し ます。

必須の UCSC-CABLE1 ケーブル キ ッ ト には 2 本の mini-SAS ケーブルが含まれています。ケーブ
ル 1 は ド ラ イ ブ 1 ～ 4、ケーブル 2 は ド ラ イ ブ 5 ～ 8 を制御し ます。

ステ ッ プ  1 mini-SAS ケーブル 1 をマザーボー ド コ ネ ク タ  SAS1 か ら バ ッ ク プレーンの ド ラ イ ブ 1 ～ 4 コ ネ
ク タ に接続し ます。

ステ ッ プ  2 「S1」の ラベルのついたケーブル 1 SGPIO コ ネ ク タ をバ ッ ク プレーン  コ ネ ク タ  S1 に接続し ます。

ステ ッ プ  3 mini-SAS ケーブル 2 をマザーボー ド コ ネ ク タ  SAS2 か ら バ ッ ク プレーンの ド ラ イ ブ 5 ～ 8 コ ネ
ク タ に接続し ます。

ステ ッ プ  4 「S2」の ラベルのついたケーブル 2 SGPIO コ ネ ク タ をバ ッ ク プレーン  コ ネ ク タ  S2 に接続し ます。

Mezzanine-Style カー ド

こ のオプシ ョ ンは最大 8 台の ド ラ イ ブを制御し ます。

必須の UCSC-CABLE1 ケーブル キ ッ ト には 2 本の mini-SAS ケーブルが含まれています。ケーブ
ル 1 は ド ラ イ ブ 1 ～ 4、ケーブル 2 は ド ラ イ ブ 5 ～ 8 を制御し ます。

ステ ッ プ  1 カー ド の コ ネ ク タ  SAS1 と バ ッ ク プレーンの ド ラ イ ブ 1 ～ 4 の コ ネ ク タ を  mini-SAS ケーブル 
1 で接続し ます。

ステ ッ プ  2 mini-SAS ケーブルの 1 SGPIO コ ネ ク タ  S1 をバ ッ ク プレーンの コ ネ ク タ  S1 に接続し ます。

ステ ッ プ  3 カー ド の コ ネ ク タ  SAS2 と バ ッ ク プレーンの ド ラ イ ブ 5 ～ 8 の コ ネ ク タ を  mini-SAS ケーブル 
2 で接続し ます。

ステ ッ プ  4 mini-SAS ケーブルの 2 SGPIO コ ネ ク タ  S2 をバ ッ ク プレーンの コ ネ ク タ  S2 に接続し ます。
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RAID コ ン ト ローラのケーブル接続
PCIe-Style カー ド  

こ のオプシ ョ ンは最大 8 台の ド ラ イ ブを制御し ます。

必須の UCSC-CABLE1 ケーブル キ ッ ト には 2 本の mini-SAS ケーブルが含まれています。ケーブ
ル 1 は ド ラ イ ブ 1 ～ 4、ケーブル 2 は ド ラ イ ブ 5 ～ 8 を制御し ます。

ステ ッ プ  1 カー ド の コ ネ ク タ  SAS1 と バ ッ ク プレーンの ド ラ イ ブ 1 ～ 4 の コ ネ ク タ を  mini-SAS ケーブル 
1 で接続し ます。

ステ ッ プ  2 mini-SAS ケーブルの 1 SGPIO コ ネ ク タ  S1 をバ ッ ク プレーンの コ ネ ク タ  S1 に接続し ます。

ステ ッ プ  3 カー ド の コ ネ ク タ  SAS2 と バ ッ ク プレーンの ド ラ イ ブ 5 ～ 8 の コ ネ ク タ を  mini-SAS ケーブル 
2 で接続し ます。

ステ ッ プ  4 mini-SAS ケーブルの 2 SGPIO コ ネ ク タ  S2 をバ ッ ク プレーンの コ ネ ク タ  S2 に接続し ます。

LFF 4 ド ラ イブ バッ クプレーンのケーブル接続

各タ イ プの コ ン ト ローラ に必要なケーブル接続を次に示し ます。

組み込み RAID

こ のオプシ ョ ンでは最大 4 つの ド ラ イ ブを制御で き ます。

必須の UCSC-CABLE3 ケーブル キ ッ ト には 2 本の mini-SAS ケーブルが含まれています。ケーブ
ル 1 は ド ラ イ ブ 1 ～ 4 を制御し ます。

ステ ッ プ  1 mini-SAS ケーブル 1 をマザーボー ド コ ネ ク タ  SAS1 か ら バ ッ ク プレーンの ド ラ イ ブ 1 ～ 4 コ ネ
ク タ に接続し ます。

ステ ッ プ  2 「S1」の ラベルのついたケーブル 1 SGPIO コ ネ ク タ をバ ッ ク プレーン  コ ネ ク タ  S1 に接続し ます。

Mezzanine-Style カー ド

こ のオプシ ョ ンでは最大 4 つの ド ラ イ ブを制御で き ます。

必須の UCSC-CABLE3 ケーブル キ ッ ト には 2 本の mini-SAS ケーブルが含まれています。ケーブ
ル 1 は ド ラ イ ブ 1 ～ 4 を制御し ます。

ステ ッ プ  1 カー ド の コ ネ ク タ  SAS1 と バ ッ ク プレーンの ド ラ イ ブ 1 ～ 4 の コ ネ ク タ を  mini-SAS ケーブル 
1 で接続し ます。

ステ ッ プ  2 mini-SAS ケーブルの 1 SGPIO コ ネ ク タ  S1 をバ ッ ク プレーンの コ ネ ク タ  S1 に接続し ます。
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RAID コ ン ト ローラ交換後の RAID 設定の復元   
PCIe-Style カー ド  

こ のオプシ ョ ンでは最大 4 つの ド ラ イ ブを制御で き ます。

必須の UCSC-CABLE3 ケーブル キ ッ ト には 2 本の mini-SAS ケーブルが含まれています。ケーブ
ル 1 は ド ラ イ ブ 1 ～ 4 を制御し ます。

ステ ッ プ  1 カー ド の コ ネ ク タ  SAS1 と バ ッ ク プレーンの ド ラ イ ブ 1 ～ 4 の コ ネ ク タ を  mini-SAS ケーブル 
1 で接続し ます。

ステ ッ プ  2 mini-SAS ケーブルの 1 SGPIO コ ネ ク タ  S1 をバ ッ ク プレーンの コ ネ ク タ  S1 に接続し ます。

RAID コ ン ト ローラ交換後の RAID 設定の復元
RAID コ ン ト ローラ を交換する と 、コ ン ト ローラ に保存さ れてい る  RAID 設定が失われます。次
の手順を使用し て、新し い RAID コ ン ト ローラ に RAID 設定を復元し ます。

ステ ッ プ  1 RAID コ ン ト ローラ を交換し ます。PCIe カー ド の交換（3-34 ページ）を参照し て く だ さ い。

ステ ッ プ  2 シ ャーシ全体を交換する場合は、すべての ド ラ イ ブを前のシ ャーシ と 同じ順序で新し い ド ラ イ
ブ ベイ に取 り 付け ます。

ステ ッ プ  3 サーバを リ ブー ト し、F を押すよ う に求める プ ロ ンプ ト が表示さ れる のを待ち ます。

（注） 新し い RAID コ ン ト ローラ の場合は、F の押下を求め られる こ と はあ り ません。RAID 設定は自動
的に イ ンポー ト さ れます。こ の場合は、ス テ ッ プ 6 に進みます。

ステ ッ プ  4 次のプ ロ ンプ ト が画面に表示さ れた ら、F を押し ます。

Foreign configuration(s) found on adapter.
Press any key to continue or ‘C’ load the configuration utility,
or ‘F’ to import foreign configuration(s) and continue.

ステ ッ プ  5 次のプ ロ ンプ ト が画面に表示さ れた ら、（C 以外の）任意のキーを押し ます。

All of the disks from your previous configuration are gone. If this is 
an unexpected message, then please power of your system and check your cables
to ensure all disks are present.
Press any key to continue, or ‘C’ to load the configuration utility.

ステ ッ プ  6 その次の画面で、RAID 設定が正常に イ ンポー ト さ れた こ と を確認し ます。

 • 次の メ ッ セージが表示さ れた ら、設定は正常に イ ンポー ト されています。ス ト レージ  デバイ
スに LSI 仮想 ド ラ イ ブ も表示さ れます。

N Virtual Drive(s) found on host adapter.

 • 次の メ ッ セージが表示さ れた ら、設定はイ ンポー ト されていません。プ ロ ンプ ト が表示され
た と き に F を押すのが遅かった場合、こ の状態にな る こ と があ り ます。こ の場合、サーバを リ
ブー ト し て、F を押すよ う に求める プ ロ ンプ ト が表示さ れた ら イ ンポー ト 操作を再実行し ま
す。

0 Virtual Drive(s) found on host adapter.
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詳細情報
詳細情報
LSI ユーテ ィ リ テ ィ には、詳細な使用法に関するヘルプ マニ ュ アルが用意さ れています。

RAID に関する基本情報および Cisco サーバのサポー ト する  RAID コ ン ト ローラ  カー ド 用ユー
テ ィ リ テ ィ の使用については、『Cisco UCS Servers RAID Guide』を参照し て く だ さ い。

組み込み MegaRAID ソ フ ト ウ ェ アの使用し たデ ィ ス ク  ア レーの設定の詳細については、『LSI 
Embedded MegaRAID Software User Guide』を参照し て く だ さ い。

LSI マニ ュ アルの完全版も利用で き ます。

 • 『LSI MegaRAID SAS Software User’s Guide』（LSI MegaRAID 用）

http://www.cisco.com/en/US/docs/unified_computing/ucs/3rd-party/lsi/mrsas/userguide/LSI_MR_SAS_SW_UG.pdf

 • 『LSI SAS2 Integrated RAID Solution User Guide』（LSI SAS 2008 用）

http://www.cisco.com/en/US/docs/unified_computing/ucs/3rd-party/lsi/irsas/userguide/LSI_IR_SAS_UG.pdf
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Cisco UCS 統合に適した設置方法

Cisco UCS Manager 統合手順は、次の統合ガ イ ド に移さ れま し た。

Cisco UCS C シ リ ーズ サーバ と  UCS Manager と の統合に関する ガ イ ド

ご使用の Cisco UCS Manager バージ ョ ン用のガ イ ド を参照し て く だ さ い。

ま た リ リ ースの統合に関する特別な考慮事項については、Cisco UCS Manager ソ フ ト ウ ェ アおよ
び C シ リ ーズ ソ フ ト ウ ェ アの リ リ ース  ノ ー ト を参照し て く だ さ い。

 • 『Cisco UCS Manager Release Notes』

 • 『Cisco C-Series Software Release Notes』
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